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プロローグ








　ちゅ、くちゅっと粘ついた水音が部屋に響く。その音が聞こえるたび、体の芯を痺れるような快感が駆け抜けた。背を反らし、どうにかそれをやり過ごす。

　どうしてこんなことになったのだろうか。橘たちばな果か純すみは体を苛む快感に耐えながらそんなことを思った。

　男性の部屋らしく、モノトーンでそろえられた家具。ライトグレーのベッドにこの部屋の主であり、年下の幼馴染である久く我が響きょう也やが座り、その膝の上に座らされている。上半身は何も身に着けておらず、お互いに下着だけの姿。その果純のショーツの中に、響也の手が入り込んでいる。響也の指が動くたび、快感が体を走り抜ける。逃げようにも、身動きすれば細長い指が耐えがたい快楽を体に刻み付けてくる。動けないまま快感が与えられ続けていた。

　きっかけは些細なことだった。隣家の風呂を借りてさっさと帰るはずだった。それなのに、弟として見ていた幼馴染が突然一人の男性へと豹変した。

　いや、突然ではなかったのかもしれない。もっと前から、果純が気付くよりずいぶん前から彼は弟ではなかった。一人の男性として見るのが恐くて、目を逸らし続けていただけだ。

　自分の気持ちから逃げ続けた結果が、今の状況に繋がっている。自ら望んでしまったことだけれど、やはり目の前の整った顔立ちの男性は弟のような存在で、姉としての矜持からなかなか素直になることができない。

　今も唇を引き結び、その上から両手で口を押えて声を我慢している。

「っ!!」

　勝手に開きそうになる唇を噛みしめる。油断をすれば、甘い喘ぎ声が出そうになる。我慢しなければと思うのに、鼻から抜ける空気には快楽のうめきが混じった。

「声、出せよ」

　低い声が耳元で囁く。鼓膜まで快楽に染められそうになって思わず首を振った。そうすると響也によって更なる快楽が与えられる。

「出せって」

　命令口調。

　三歳も年下のくせにと思うが、口を開けば甘い声が出てしまいそうになる。

　隣の家に住む三歳年下の幼馴染の響也。彼が生まれた時からずっと一緒だった。家族同士の仲が良く、それこそ姉弟のように育った。

　百六十一センチメートルで止まってしまった果純の身長はあっという間に抜かれて、響也は見上げるほどの高身長になった。背が高く、顔も見惚れるくらいイケメンで、さらに職業は医者だ。二十七歳と男性的にも精力的な年齢を迎えてもまだ未婚とくれば、周りが放っておかない。

　彼の周りにはいつも女性がいた。それに軽い嫉妬を覚えながら、ずっと姉の立場を貫いてきた。告白して振られ、今の関係が壊れてしまうことがなによりも怖かった。男女の関係になれば、いずれ別れが来るかもしれない。けれど姉という立場なら、お互いに結婚して別々の道を歩んでも完全な別れは来ない。

　彼の目が自分だけを見てくれなくてもいい。今までのように姉弟として馬鹿なことを言い合ったり、ふざけあったりする。そんな関係を望んでいた。本当の気持ちを心の奥深くにしまい込んで。

「…………っ!!」

　体が無意識に跳ねた。一番敏感なところを弄られて、体が反応してしまった。危うく声を上げそうになって慌てて口を閉じたが、体の反応は知られてしまった。響也の黒い瞳が細くすぼまる。

「へえ……ここが、いいのか」

　地獄の底から響いてきたのではないかと思えるほど低い声。長い指が敏感な部分を撫でる。下から上へ、上から下へ。円を描くように動き、引っかく。そのたびにくちゅくちゅと水音が響き、自分が感じているのだと強制的に理解させられる。

　体が震え、息が上がる。引き結んだ唇から、低いうめきが漏れた。口を両手で抑えても、くぐもった声が指の間から流れ出る。

　気をよくした響也は指を蜜壺に深く差し込んだ。

「!!」

　声なき声を上げる。

　別に処女なわけではない。痛みもない。ただいきなり侵入してきた異物に驚いて、体が反応しただけだ。けれどそれを見て響也が笑う。中に差し込まれた長い指が、さらなる快楽を引き出そうと容赦なく動き出す。

「っ…………ぁっ」

　ごくごく小さな声が漏れた。慌てて口を引き結ぶが、出てしまった声を戻すことはできない。響也が妖艶に笑う。整った顔の男性が妖しく笑うと、恐怖を感じるのだと果純は初めて知った。

　とても恐ろしい。地獄の鬼のように感じる。けれどもっとその恐怖を感じてみたいと思う自分も確かにいて、そのことに愕然とする。

　姉弟なのだ。感じてなどいない。濡れるわけがない。欲情するはずがない。

　そう心に言い聞かせても、体は勝手に反応する。声を我慢しているのは最後の抵抗だ。

「こんなに濡れて……俺に、欲情してるんだろ？」

　何もかもわかっていると言いたげに、引き抜いた指先を響也が眼前に持ってくる。果純の目の前で蜜に濡れて光る指先を離したりくっつけたりする。そのたびに粘ついた透明な糸が指の間に橋をかけ、感じて濡れていることを見せつけてくる。

　顔を背ければ、目の端で響也がまた笑うのが見えた。

「こんなに感じて、濡らして……いやらしいな、果純は。ほら、もっと感じろよ」

　ぐちゅりと音をさせて、また指が蜜壺に差し込まれる。

「んんっ……」

　我慢できない声が指の間から漏れる。

「いいぞ。そのまま、声を出せばいい」

　言いながら長い指が繊細な動きで壁を擦りあげる。快楽を強く刻み付けるように、あるいはくすぐるように。小さな声を上げれば、動きに遠慮がなくなり暴れ始めた。

「んあぁ」

　花芽を指で擦られて、指が膣壁を擦りつけてくる。

　一度声を出してしまうと、もう駄目だった。こらえきれない快楽に流され、抑えきれない声がどんどんと漏れ出す。

「ひっ……ああ！」

　中を爪で引っかかれて、痺れるような快感が背筋を走り抜ける。背が反り、甘い声が唇から出る。

「あっ……駄目、響也……やめっ」

「駄目じゃないだろ。それにやめない。言ったろ、もう遠慮はしないって」

　粘ついた水音が下半身から聞こえてきて、果純の鼓膜までもが快感で震えた。

　駄目だと言ったが駄目ではなく、やめてと言ったがやめて欲しいとは望んでいない。自分の思いに蓋をし続けても、いつかこうなることを心のどこかで望んでいた。

「本気の男ってものをこれから教えてやる。たっぷりと時間をかけて、お前の体に、な」

　低い声が、宣言するように部屋に響いた。

　なぜこんなことになってしまったのか。果純は数時間前の自分の行動を思い返していた。
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　暗い夜道にヒールの音が響く。癖のある茶色の髪をなびかせて、果純は駅から自宅までの道のりを一人歩いていた。冬の乾いた空気が、その甲高い音をどこまでも響かせている。

　果純の自宅は駅から十五分ほど歩いたところにある。歩くには少し離れているが、アルコールが入った状態で自転車に乗るのは憚られた。

　会社の同僚に誘われた合コンの帰り。寒風が体の芯まで凍えさせる土曜の夜。しかもあと三十分ほどで日付が変わろうかという時刻では、道を歩く人はほとんどいない。

　夜の闇と街灯が照らす道は色味が少なく、モノクロの世界に見えた。そのモノクロの世界の先に街灯に照らされた青い屋根が見えた。ようやく自宅が見えてほっと息を吐く。

　二階建ての家に、明かりは灯っていない。隣家も明かりはなく、しんと静まり返っている。

　門を開けて自宅の敷地内に入り鞄から鍵を取り出した時、すぐ近くで車のドアが閉まる音がした。ハッとして見れば、隣家の敷地に停めてある車のそばに一人の男性がいた。

　すらりとした長身。黒髪に黒い瞳。きりっとした眉、すっと通った鼻筋、薄い唇。どれもが見惚れるほど格好いい。なのにその表情はいかにも不機嫌で、果純を睨みつけるようにして見ていた。

「響也」

　果純は隣家に住む幼馴染の名前を呼んだ。

　響也の両親は、響也が高校生のころから海外勤務でおらず広い家に一人で住んでいた。果純の母親はそんな響也を自分の子供のように可愛がっている。もともと家族ぐるみで付き合いがあったために、三歳下の響也は果純にとって弟のような存在だ。

　響也は隣家との境目である腰までしかないブロック塀をひらりと飛び越えて、果純のそばまでゆっくりと歩いてきた。その洗練された姿に思わず見惚れる。

　子供の頃は果純よりも背が低く、ぽてっとした体をしていて可愛かった。しかし今の響也は百九十センチメートル近い身長をしており、果純がヒールを履いても目線が合わない。

「今、何時だ？」

「は？」

　唐突に問われて果純は眉をひそめた。

「だから、今何時かと聞いている」

「何時って……十一時三十四分よ」

「遅い！　帰りが遅すぎる。門限は九時だと言っているだろ」

　腕時計を確認しながら答えたら怒られた。果純は呆れて肩をすくめた。先月三十歳になった女に、門限を設ける方がどうかしている。

「まさか、私の帰りが遅いから待ってたの？」

「電話がかかってきたらすぐに出られるように、車の中で待ってた」

「どこの忠犬なのよ」

「お前は、女なんだぞ。こんな夜道を一人で歩いて、危ない目に合うかもしれないだろう」

「大丈夫よ。ほんの十五分くらいの距離だし、なにより私みたいな女を襲うような男はいないわ」

　果純は目を細めて響也を睨みあげた。

　自分の容姿は自分が一番よくわかっている。響也の向こうに停めてある白い車の窓に映っているのは、背中まである茶色の髪をした気の強い女性の姿だ。高くすっと通った鼻筋、吊り上がった目尻、大きめの茶色い瞳。そのすべてが勝気な果純の気性を表しているようだった。実際、果純の勤務先である化粧品を扱う会社内でも気が強くて有名で、初対面の人には怖がられる。

　そんな見るからに気の強い果純を、たとえ夜でも襲う男がいるとは思えない。

「男を甘く見るな。本気の男をなめてかかれば、怪我だけじゃすまなくなる。次から遅くなる時は、必ず俺を呼べ」

「困った子ね。二十七歳にもなってまだ姉離れができないの？」

「俺は弟じゃないっ」

「はいはい、わかった。じゃあ、姉ちゃんはお風呂入って寝るから、あんたもさっさと休みなさい。明日が休みだからって、昼まで寝てたら駄目よ」

　まだ何か言いたそうな響也を適当にあしらって、果純は玄関を開けて後ろ手に扉を閉めた。扉の向こうで盛大なため息が聞こえ、隣の玄関扉が閉まる音がする。

　外から何も聞こえなくなって、果純は再度息を吐いた。お節介な三歳年下の幼馴染。後ろをついて回っていた可愛らしい男の子は、いつの間にか果純の身長を追い越して、ふてぶてしい笑みを浮かべる男性に成長していた。

「はあ」

　果純は大きく息を吐く。

　慣れないヒールは足が疲れる。むくんでいる足を引きずってリビングのソファに座り込んだ。

　今日の合コンでも素敵な男性と巡り合うことはなかった。顔もスタイルもいい男性はいたが、自慢話ばかりしてくるのに嫌気がさした。三十歳にもなって選り好みしている場合ではないのはわかっているが、隣に住んでいる男が顔も性格も最高クラスなのでどうしても見劣りしてしまうのだ。

　男性に口説かれるたびに響也の顔がちらついて、結局断ってしまう。

　響也を男性として意識している。果純はそれを自覚していた。それでも響也は弟のようなものだ。幼いころからそうして育った。響也の方も姉としか思っていないだろう。実際、合コンに行くことを止められることもなく、彼氏ができても気にされたこともない。門限を口にするくらいだ。もしかしたら父親気分なのかもしれない。果純が中学生の時に亡くなった父親の代わりに、心配してくれているだけだろう。

　それに、と果純は目を伏せた。

　母親から聞いたのだ。響也には将来を約束した女性がいると。いわゆる許嫁がいるのだ。どこの誰とまでは知らないが、そんな女性がいるのなら果純の出る幕はない。告白して振られ今の関係が壊れるくらいなら、姉としての立場を一生貫いてやる。そうすれば響也が誰と結婚しようともそばにいられる。

　実らない恋だからこそ、気持ちを封じて姉として生きるのだ。

「弟なの」

　自分に言い聞かせるように、果純は小さく呟いた。
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「嘘!?　冷たっ……やだ、どうして!?」

　果純は浴室内で叫んだ。

　合コンから帰ってきて化粧を落とし、シャワーを浴びた。シャンプーを洗い流そうとコックを捻ったら、シャワーからお湯ではなく冷水が迸ったのだ。

　慌てて水を止めて風呂に設置されているパネルを見るが、電源は入っていてお湯が出ることを示していた。

　果純は首を捻りながらも再度シャワーのコックを捻る。しかしいくら待っても手にかかる温度は冷たいままで、温かくなる気配がない。

　故障という二文字が頭に浮かぶ。

「……嘘でしょ」

　シャワーで済まそうと思っていたので湯船にお湯ははっていない。お風呂が駄目だということは、洗面やキッチンからもお湯は出ないだろう。

　冬の風呂場だ。お湯が出ないために、どんどん体温が下がってくる。体は濡れたままで、髪はまだシャンプーの泡がついている。水で流せば間違いなく風邪をひく。だからといって流さないわけにはいかない。

　母親は友達同士で旅行中のため頼れない。さらに歩いて行ける距離に銭湯はない。寒風吹く中、髪が濡れた状態で遠く離れた風呂屋まで自転車を走らせる勇気もなかった。

「どうしよう」

　呟いた直後に果純は思いついた。隣に幼馴染が住んでいて、ついさっきまで話していたことを。男性ではあるが弟のようなものだ。ずっと一緒にいて気心も知れている。お風呂を借りるにはちょうどいい相手だ。

　果純は泡まみれの髪をタオルでまとめると、ざっと体を拭いてパジャマを身にまとい、その上からコートを羽織った。スマホで響也に電話を掛けながら自宅を出る。

　冬の真夜中である。風は冷たく、果純はコートの前を掻き合わせた。それでも風は容赦なく隙間から入って体を冷やし、濡れたままの髪はどんどん冷たさを増していく。

　隣家とのブロック塀。響也がひらりと乗り越えたそれを、運動音痴の果純は手をついてまたいだ。そうしている間に、スマホが響也に繋がった。

『もしもし、果純か？　どうした、なにかあったのか？』

　低い声がスピーカーから流れてくる。

「緊急事態なの！　玄関開けてっ！」

『わかった。すぐに行く！』

　どうしたとか、なにがあったのかも聞かず、果純の慌てた声にだけ反応して響也がそう答える。その時すでに果純は隣家の玄関先に来ていた。ほんの少しの距離なのに、寒さに体が凍りつきそうだ。震える腕で、玄関の扉を叩いた。

　扉を二度叩いた時、玄関が開いた。と同時に、力強い腕が果純の肩を抱き寄せ、中に引き込まれる。扉が閉まって冷気が遮断されると、果純は思わずほっと息を吐いた。玄関先でも外に比べれば幾分か温かい。

「お風呂借りるわね」

　玄関に引き入れられたのをいいことに、果純はすぐさまお風呂に向かおうと響也の腕をすり抜けた。

「おいっ」

　その右腕を掴まれて足が止まる。

「緊急事態じゃないのか!?　何があった」

「緊急事態よ。だから、お風呂貸して」

「はあっ!?」

　果純の言葉に間の抜けた返事をして、響也は改めて果純の姿を上から下まで視線を向けた。厚手のコートを羽織り、頭にはタオルを巻いた姿。ちぐはぐな格好に、さすがの果純も頬を赤らめながら響也から視線を逸らした。

「お前なんて格好してるんだよ」

「だから、緊急事態なんだってば！　家の給湯器が壊れたみたいで、水しか出ないのよ。だからお風呂貸してもらうわよ」

　幼いころはもちろん、今でも時々作りすぎたカレーなどのおかずを届けに響也の家には何度も来たことがある。当然お風呂の場所も知っていて、果純は廊下をずんずん進んだ。

「おい、ちょっと待て」

　その果純の腕を響也が再度掴んだ。

「お前、わかってるのか？　男が一人でいる家に入り込んで、風呂に入るって意味が」

「だから緊急事態だって言ったじゃない。だいたい、男っていったって弟みたいなもんでしょ。それとも、大切な姉が風邪をひいてもいいの？　あなた医者でしょ！」

「今は俺が医者かどうかは関係ないだろ」

「姉の言うことには従いなさい。いつも弟のわがままには付き合ってあげてるんだから」

「俺はわがままなんて言ったことない……って、おいっ！」

　響也の腕を振りほどいて風呂へと直行する。これ以上言い合っていたら、本当に風邪をひいてしまう。

　脱衣所の扉を閉めればさすがに響也も追いかけてこようとはしなかった。




　お湯を溜めている間に髪に残ったシャンプーを洗い流し、リンスまで終えた。体を洗い終わるころには湯船もお湯で満たされており、ゆっくりと足を伸ばしてお湯につかる。目をつむってまた長く息を吐いた。

　冬のお風呂のありがたさを身をもって知った。熱い湯に肩まで沈めると、じんわりと全身に温かさが染み透るようだった。

　どのくらいそうしていたのか。長風呂なのはわかっていたが、暖かく気持ちよくてなかなか上がることができない。

　ぐずぐずしていた果純の耳に、浴室の扉を開ける音が聞こえた。驚いて振り向き、そこにある光景に即座に目を逸らした。

「ちょっ、なんで入ってくんのよ！」

　浴室の扉を開けて入ってきたのは、この家の主である響也だった。

「どんだけ長風呂なんだよ。俺だって体が冷えてるんだ。だから風呂に入る」

「今、私が入ってるのよ。少しは待てないの!?」

「待てない。ってか長すぎるし。だいたい、ここ俺の家だぞ」

　至極まっとうなことを言っているが、その行動はどう考えてもおかしい。三十歳を迎えた女性が入っているお風呂に、二十七歳の男が乱入してきたのだ。幼い時は一緒に入った記憶もあるが、響也が小学生になったと同時にそういう機会はなくなった。

　未発達の子供とは違う、大人の男性の体。それをしっかりと見てしまった。顔を逸らせようと目をつむろうと、その光景はしっかりと瞼の裏と脳に焼き付いている。

　響也が十歳のころから始めた空手。今はやめてしまったが、それでもトレーニングは続けているらしく、余計な贅肉のない引き締まった体。胸板は厚く、腹筋が割れているのが見えた。男性的な体つきは、女性とはまるで違う。その代表的ともいえる部分。足の間にあるものも、しっかりと見てしまった。

　果純とて、もう三十路だ。男性経験がないわけではない。初めて目にするものではないが、響也のそれは下を向いた状態でも大きく見えた。

「ほら、そっち寄れよ」

「ほ、本当に入るつもり!?」

　かけ湯をした響也が湯船に足を入れてくる。慌てて端に寄り、背を向け縮こまった。

　一人で使う分には余裕の広さがある浴槽も、大人二人が入れば手狭となる。背中に響也の腕が当たっている。果純はさらに身を小さくさせた。

　すると、背後で響也が堪らないといった風に噴き出した。

「なに緊張してんだよ」

「緊張なんかしてないわよ。だいたいあんたは弟なんだから、少しは遠慮しなさいよ」

「残念でした。俺は弟じゃないし、ここは俺の家の風呂だから、遠慮するほうがおかしいだろ」

　低い声が浴室にこだまする。果純が黙ると響也も口を閉じた。その静かな浴室にちゃぷちゃぷと水音だけが響く。それがなぜか居心地が悪い。

　さっさと出ればいいのだろうが、それはそれで響也に負けたようで嫌だった。別に勝ち負けを競っているわけではないのだが、果純の中では姉として弟に負けるのは癪だった。

　しかし、ずっと湯船につかっていると頭がぼうっとしてくる。ただでさえ冷えた体を温めるために給湯温度は高めにしてあったのだ。のぼせるのも早い。二人して肩を並べてお風呂に入っている状況も恥ずかしく、どんどん頭が熱くなってくる。

「もう……上がるわ」

　限界が来た果純は、さすがにそう呟いた。響也に背を向けて立ち上がる。瞬間、視界がぐらりと揺れた。まずいと思った時には足から力が抜けていた。

「果純！」

　倒れかけた果純を、響也がとっさに支える。激しい水音に、果純の遠のきかけた意識が一瞬戻った。

　背中に感じる男性の硬い胸板の感触。支える腕は逞しく、果純を受け止めてもびくともしない。幼いころとはまるで違う。そのことを強烈に意識してしまい、余計にくらくらする。

　わかっていたことだが、いつまでも子供ではないのだ。お互いに。

「ご、ごめん。もう大丈夫だから」

「大丈夫じゃない。のぼせを甘く見るな。血圧が低下してるんだ。そのまま意識を失うことだってあるんだぞ」

　響也は果純を引き留め、そのまま抱え上げた。いわゆるお姫様抱っこに果純は慌てた。

「ちょっと！」

「じっとしてろ」

　いつもより低い声が上から降ってくる。有無を言わさぬ口調。見上げれば真剣な瞳が見下ろしていて、果純は言いかけた言葉を飲み込んだ。

　大人しくなった果純にバスタオルをかけ、そのままリビングへと向かう。濡れるのも構わずソファに寝かされた。もう大丈夫だと何度も口にしたが、静かな声で諭されれば何も言えなくなってしまった。




　脱衣所から持ってきてもらった下着とパジャマを身に着ける。濡らしてしまったソファをバスタオルでしっかりと拭いて水気を取ればやることがなくなってしまった。

　響也は濡れた廊下や洗面所を拭くためにリビングにはいない。さすがにこのまま黙って帰ることもできなかった。室内は空調がきいていて温かく、逆に居心地が悪い。

　よくよく考えれば響也の言ったことは間違っていない。幼馴染で姉弟同然に育ったといっても、男性一人が住むこの家に深夜近くにお風呂を借りに来るなどどうかしている。しかしそれ以外に選択肢がなかったのも確かだ。

　やはりこのまま帰ろうか。しかし、世話になったのに黙って帰るのはさすがに悪い。

　そんなやり取りが果純の脳内で繰り広げられる。果純はどうしていいかわからず、リビングとダイニングを行ったり来たりする。

「あまりうろつくな。危ないだろうが」

　リビングに戻った響也が第一声にそう声をかけてきた。

「もう大丈夫よ。ただお風呂でのぼせただけだから」

「だからのぼせを甘くみるなって言ったろ。ふらついて倒れでもしたらどうする」

「もう大丈夫だってば。時間も時間だし、そろそろ帰ろうかと」

　時計を見れば日付はとっくに変わっていて、深夜の一時半を示していた。

「いいからこっちにこい。医者の言うことは聞け」

　響也に手を引かれ、果純はまたソファに座らされた。いつの間に持ってきていたのか、後ろからドライヤーがかけられる。濡れた髪をほぐしながら、丁寧に指で梳き乾かしていく。

　どのくらいそうしていたのか。

　部屋は暖房がきいていて適温に保たれている。部屋の隅には加湿器も備えられていて、肌もしっとりと潤っていた。そうして響也に髪を触られていると、猛烈な眠気に襲われた。

「寝るなよ」

　瞼を閉じかけていた果純を見透かして、響也が後ろからそう釘を刺してくる。だが、その低い声さえ耳に心地よく、さらに眠気を誘う。髪を乾かしていた手が止まり、響也はドライヤーを床に置いた。今度は櫛で髪を梳いていく。その手つきは優しく、さらなる眠りを与えてくるようだ。

「やだ」

　部屋の暖かさに睡魔が加わり、さらに風呂場での緊張とリビングでの弛緩が果純から正常な思考を放棄させた。男性の家だということはわかっている。しかしやはり弟のだという思いが勝り始めた。もう考えることも面倒で、ゆるゆると首を振って目をつむる。

「阿呆。もう夜中の二時だぞ。自分の家に帰って寝ろ」

「やだ。眠い。このままここで寝る」

「お前なぁ」

「だいたい帰ろうとしたのを止めたのは響也じゃない。責任もって、ここで寝させなさい」

　とにかく今は目の前の睡魔に抗わず眠りたい。給湯機が壊れてからのドタバタと、緊張から解放された頭と体は眠りを欲していた。

「男の家で無防備に寝るってことがどういうことか、わかってるのか？」

「座れって言ったのは響也でしょ。それに響也は弟だし」

「違う。何度も言わせるな。俺は弟じゃなくて、一人の男だ」

「やだ眠い……ここで寝る」

　背後から舌打ちが聞こえ、響也の気配が背後から前へと回りこんできた。

「最後の忠告だぞ。今すぐ、帰れ」

「…………」

　口をつぐめば、痛いほどの沈黙が返ってきた。

「お前は……男を舐め過ぎだ」

　顎を指で掴まれたと思った時には、唇に柔らかなものが重なっていた。驚いて目を開ければ、響也の顔がすぐそばにある。唇同士が触れていることに気づくのに、ほんのわずかな時間を要した。果純にとってそれほどに衝撃的な出来事だったのだ。

「……っ!!」

　眠気など吹っ飛び、響也の胸に手をついて力を込める。しかしびくともしない。それどころか、背中に腕を回されて抱きこまれる。唇がさらに密着した。

　離れようとするたびに抱きすくめられる。後頭部に手が回って抱え込まれると、もう動くことすらできない。

「響……っ!!」

　名前を呼べば、開いた口から舌が中へと入りこんできた。探るように口内を這いまわり、舐めとっていく。舌を絡められ、逃げようとすれば追いすがられて巻き付かれる。舌の側面を舐められて背筋が震えた。

　舌にも確かな快感ポイントが存在し、それを響也は探し出して見つければ即座にそこを攻めてきた。

　口内が響也の唾液で満たされてそれを飲み下す。自分のものとは違う体液が体に取り込まれる。そのことに果純はうろたえた。

　血のつながりのない弟のような存在。弟だと思い込んでいても男性として意識してしまっていた。そしてそれを悟られまいともしてきた。好きになっても叶わないと思っていたからだ。だから弟だと自分に言い聞かせて自分の想いに蓋をしてきたし、果純自身も姉のようにふるまった。

　なぜなら、響也には許嫁がいるからだ。

「待って、響也！」

「待てない。煽ったのはそっちだぞ」

「煽ってない！　それに、か、彼女が悲しむから駄目！」

「彼女なんていない」

「嘘！　だって許嫁がいるって……」

「そんなものいるかよ。彼女なんていないし、許嫁も存在しない」

「嘘……」

「嘘じゃない。俺には、果純だけだ」

　言葉と同時に唇を再度ふさがれた。

　許嫁がいない。その言葉が果純の頭の中に広がっていく。本当だとしたら、果純はいもしない許嫁にずっと遠慮していたことになる。

　嬉しさの次にやって来たのは困惑だった。何年も気持ちに蓋をして来たのだ。姉としての矜持もある。そう簡単に取り払えるものでもない。

「待っ……て……んっ」

　言葉はキスによってふさがれた。言葉を紡ぐこともできず、代わりに響也の胸板を手のひらで叩いた。けれどその腕を取られて、さらに深く唇が交わる。

　ぬるりとした感触が歯列の表面を何度も行き来する。舌が絡み合い、擦られて舐られる。吸われると頭と同時に背筋が痺れた。その小さな震えに気づいた響也が、唇を離した。

「キスだけで感じてるのか？」

「違……っ!!」

　即座に否定の言葉を叫んでも、響也は笑うだけだった。

「嘘ばっかり」

　耳元に顔を近づけ、低い声で囁かれた。

「果純の嘘は、すぐにわかる」

　熱い息が耳にかかり、背筋がまた震えた。それをすぐに見抜いて響也が笑う。その低い声が耳に届くと、脳が情欲の色に染められていく。そうなると体は果純の気持ちを無視して、勝手に快感を求め始める。

　身体に触れている響也の手のひら、熱い体、伝わる鼓動、息遣い。それらすべてを先ほどよりも感じ取ろうとしだす。

「……や、駄目」

　自分の体の変化に果純は思わず呟いた。

　耳を舌が這う。ぴちゃぴちゃという音と、響也の鼻息が堪らなくいやらしく響く。くすぐったさと快感に首をすくめた。その首筋に響也の指が触れた。するりとなでられて肌が粟立つ。それは気持ちの悪さではなく、真逆の快感。

「本当は感じてるんだろ？　素直になれよ」

　小さな快感は次の快楽を呼び込む。肌に触れた指から全身に熱が伝わっていくようだった。

　ほんの小さな震えも、聞こえないほどの吐息も、鋭敏に感じ取って響也は果純の肌に触れてくる。首筋から鎖骨へとなぞる指先のゆっくりとした動きがじれったい。そう思った瞬間、鎖骨に爪を立てられた。

　小さな痛み。けれどそれすらも快感として脳が受け入れる。

「んっ……」

　唇からごく小さな声が漏れた。慌てて口をふさいだがすでに遅く、響也が目を細めて果純を見下ろしていた。その瞳に浮かんでいるのは、はっきりとした色欲。欲情に濡れて光る瞳に、果純は息を飲む。

　響也は果純の瞳を見下ろしたまま身を起こし、ソファから離れた。そばにあった温もりがなくなり、果純は寒さと寂しさを覚えた。呆然としたまま見上げれば、響也が唇に自嘲の笑みを浮かべた。

「キスで感じて、これでも俺は弟扱いか？」

　言われて果純はうつむいた。

「響也はいつから私のこと、その……お姉ちゃんだって思ってなかったの？」

「さあな。気付いた時には好きだった」

「私はずっと弟だと思ってたのよ。手のかかる弟だって」

「俺はずっと好きだった。それこそガキのころから、果純しか見ていない」

　ソファの前にひざを付き、響也はうつむく果純と視線を合わせた。その黒い瞳がどこまでも真剣で、嘘偽りを言っているようには見えない。

「……本当に許嫁とかいないの？」

「いない。たとえいたとしても関係ない。俺は果純が好きなんだ。他には誰もいらない」

　その真摯さに果純は息を飲んだ。

「果純はどうなんだ。俺のことはこれからもずっと弟なのか？」

「それは……」

　言いよどんだ果純に響也は目を細めた。その真剣な眼差しを見ていられなくてうつむく。

「じゃあ、最後の選択は果純にさせてやるよ」

「選択って、何を……」

「俺にこのまま抱かれるか、それとも今まで通りのつまらない関係に戻るか」

　果純はとっさに答えることができなかった。それを見た響也はさらに目を細めると果純に背を向ける。

「俺は自分の部屋にいる。もし抱かれたいなら、自分から来い」

　言い置いて響也はリビングから出ていく。去っていく背中を目で追いながら、果純は動くことすらできなかった。その響也の背中が廊下に通じる扉の前で止まる。

「その時は、もう遠慮しねえからな」

　ぱたんと扉が閉められた。そうすると途端に部屋が静寂に支配される。空調の音だけがやけに大きく聞こえた。

　部屋は適温だ。寒くもなく暑くもない。なのに、響也がいなくなっただけで酷く冷たく感じた。先ほどまで熱くなっていた体が急速に冷めていく。と同時に、思考も冷静さを取り戻した。

　果純は長く大きな息を吐くと、ソファにもたれかかった。

　時間にすればほんの十分ほどの出来事だ。なのに、永遠のようにも感じた。それほど濃い時間だった。その濃密な響也との時間は、果純にとって衝撃的だった。

　あんな響也を見たことがなかった。男として、果純に欲情している姿。弟でも幼馴染でもない、一人の男。それをはっきりと理解した。それと同時に子宮がうずいた。響也が欲を抱いているように、果純の体もまた響也を求めたのだ。一人の女として。

「どうしよう」

　言葉にしたところで果純は自分で気づいた。

　数十分前までの果純なら、間違いなくこのまま自宅に帰っていただろう。けれど今は悩んでいる。もうその時点で答えは決まっているようなものだった。

　最初から姉弟ではなかった。ずっと意識していた。許嫁がいるのなら、好きになっても自分が苦しくなるだけだと思った。自分の心に蓋をして姉を装ってきた。

　離れたくないから姉の立場を貫いたのだ。響也が誰かと結婚してもともにいられる関係を望んだ。けれど、響也が言うように許嫁などいないのなら、その前提が崩れる。姉であり続ける理由も、自分の気持ちに蓋をする理由もない。

　姉弟ではなくなる。それは甘い関係を意味していた。同時に別れの側面も孕んでいる。けれど今は、いつか来る別れよりも響也を好きだという気持ちに従いたい。

　深く一つ呼吸をし、果純は小さくうなずいた。

　リビングの扉を開ける。廊下はひやりとしていた。冷気が果純を包むが、体は熱かった。響也が触れた場所が熱くて疼く。

　果純はゆっくりと階段を上がっていった。
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　扉の下から明かりが見えていた。この向こうに響也がいると思うとドキドキする。しかも果純は自ら望んで響也に抱かれにきた。心臓が爆発しそうなほどの緊張と不安。けれど、もう逃げたくない。

　つばを飲み込んでノブに手をかける。捻れば簡単に扉は開いた。廊下に光が差し込む。その部屋の奥、ライトグレーのベッドに響也は腰を掛けていた。入ってきた果純を見て黒い瞳が細まる。

　まるで獲物を見定める猛獣の瞳だ。果純はその瞳を受けて、後ろ手に扉を閉めたまま動けなくなってしまった。

「果純……」

　響也が名を呼ぶ。それ以外は時計と空調の音しかない部屋。自分の心臓の音が聞こえそうなほど静かだった。果純は居たたまれなくなって視線を下げた。

「俺の部屋に来た意味、わかってるよな？」

　問われてうつむいたまま小さくうなずいた。

「そうか」

　小さく呟いた響也が立ち上がり、一歩歩み寄ってきた。逆に果純はわずかに下がった。しかし扉に踵が当たるだけで、それ以上は下がれない。響也はさらに一歩近づいた。

「こ、後悔しない？」

「後悔？」

　果純の問いに響也はさらに目を細めた。

「姉弟じゃなくなったら、いつか別れる日が来るかも……」

「そんな日は来ない。俺は死ぬまで、離れるつもりはない」

　響也は果純の言葉を途中で遮った。目を細めてさらにゆっくりと近づいてくる。

「私は気が強くて、負けず嫌いなのよ。途中で引っ掻いたり噛みつくかもしれないわよ」

「お前につけられる傷なら、どんなものでも勲章だ」

「……っ!!」

　果純は目を見開き、顔を赤らめた。覚悟をして部屋に来たのに、いまだに心が落ち着かない。視線を逸らせて少しでも響也から距離をとろうとさらに扉に背中を押し付ける。それに気づいて響也は扉に手をつき、果純の逃げ道をふさいで囲い込んだ。扉と響也に挟まれて果純はうろたえる。

「もう逃げるな。俺に食われに来たんだろ」

　顔を近づけた響也が耳元で囁く。肩が震えた。その肩を引き寄せられ、気付いた時には響也の腕の中にいた。強く抱きしめられる。その胸元から石鹸の香りが漂ってくる。果純がいつも使うものとは違う香り。自分の肌からも放たれるそれが、すでに響也のものだと物語っているようだった。

「好きだ、果純」

　明確な好意の言葉に果純は泣きそうになった。果純とてずっと好きだった。封じ込めた想いは、一度溢れると止まらなくなる。上を向けば、黒い瞳が見下ろしてきていた。その真剣な色に息を飲む。

　自然と唇が近づいて触れあった。離れて見つめ合い、またキスをする。触れ合うだけのキスを何度も繰り返す。果純は無意識に響也のシャツを掴んだ。

　その瞬間、響也は果純を抱き上げた。

「きゃっ」

　悲鳴を上げて思わず響也の首に抱き着く。それに響也が苦笑した。むっとして睨むとさらに笑みを深め、ベッドに足をむけた。数歩の距離を大股で進み、ベッドに降ろされる。

　背中が柔らかなベッドに埋まり、響也が上から見下ろしてくる。広がった茶色の髪をひと房掬い取って、響也はそれに唇を寄せた。頭に、額に、頬に唇が触れる。そうして唇に優しく触れるだけのキスをする。わずかに触れ、離れる。また触れて離れる。触れるたびにその柔らかさを感じ、背筋がゾクゾクとしてくる。

「…………んっ」

　ごくごく小さな反応に響也は唇を離し、また上から見下ろした。果純の茶色の瞳は潤んでいた。

「もう認めろよ。お前も俺を弟と思ってなかったって」

　頬を指でたどり、人差し指で唇の形をなぞる。背筋がぞくりとする。指の感触が、先ほどの唇の柔らかさを余計に思い出させる。

「さっきも今も、キスだけで感じてただろ」

「か、感じてないっ」

　果純は頬を赤く染めながらも眉を吊り上げた。

　本当は感じていた。響也の柔らかな唇とそこから匂ってくる響也の肌の香りにくらくらとしていた。けれど頭ではわかっていても感情がすぐには追いついてこない。

　言い返した果純に、響也の唇がふと緩む。

「嘘つき」

　苦笑と共に囁き、またキスをされた。上気していた頬をさらに赤らめて、果純はプイッと顔を逸らした。赤くなった耳にキスをされ、果純は驚いたように響也を見上げた。その顔には余裕の笑みが浮かび、黒い瞳からは楽しんでいることが伺えた。それに果純は眉根を寄せた。

「と、年下なのに生意気」

「なら、その年下の男の本気を見せてやるよ」

　黒い瞳がさらに細まる。その瞳を見て、果純はびくりと体を震わせた。初めて見る、獰猛な笑みを浮かべた響也。弟としてでもなく、医者としてでもない。一人の女を求めている男の姿。

「っ!!」

　果純が言葉を口にする前に、響也はその唇をふさいだ。

　本気を見せる。その言葉通り、先ほどまでの優しさは微塵もない。まさしく奪うように荒々しく唇をふさぐ。深く交わるために角度を変えて何度も食らいつく。その激しさに、果純は息を乱した。果純が顔をそむければ、響也も追ってきてまた唇をふさぐ。それこそ息つく暇も与えてくれない。

「響……や、待っ……て…………んんっ」

「待たない。もう遠慮しねえって言ったろ」

　唇の端から息も絶え絶えに果純は言葉を紡いだ。その隙間を埋めるように舌が差し込まれてさらに深く求められる。わずかな抵抗も許さないように頬を両手で挟み込んで果純の口内を深く探る。歯列をなぞり、顎裏を舐め、舌を絡めとる。そのたびに体が痺れ、頭も痺れる。何も考えられなくなり、静かな部屋に互いの唇を吸う音だけが響いた。

「……はっ……堪んねえ」

　数分かけて果純の唇を堪能し、響也はようやく唇を離した。唾液で濡れ、吸われた果純の唇はぽってりとしていた。赤く艶めいたその唇を舌で舐めとり、また優しくキスを落とされた。

「ん……」

　耳たぶを食まれ果純は小さく吐息を吐いた。キスをした場所を辿るように、指が這う。指が頬を滑り、細い首を撫でた。そのままフリース素材のパジャマへと手が這う。肩から腕、腰を辿ってまた首に戻る。

　温かく大きな手がパジャマ越しに肌に触れた。生地の下にある肌を確かめるようにゆっくりと動く。腰を撫でた響也の手が、裾からパジャマの中へ入り込んだ。薄いインナーの生地の上から肌をまさぐられる。

　脇腹から胸の縁を円を描いて指がたどり、そうしてゆっくりと揉みしだいた。

「……っ」

　果純が唇を噛んで体を震わせた。

　パジャマを脱がそうと裾に手をかけた響也の腕を、果純は慌てて掴んで止める。

「おい。今更……」

「自分で脱ぐから」

　眉を吊り上げた響也に、果純は赤い顔をしてそう口にした。それを見た響也が微妙に眉をしかめる。

「脱がすのも楽しみの一つなんだが」

「だから嫌なのよ。ニヤニヤしながら脱がされるなんて」

　恥ずかしさを隠すように果純は響也を睨んだ。果純が一度言いだすと聞かない性格なのをよく知っている響也は、両手を上げると溜息を一つ吐いて半身を起こした。

　果純は響也の下から抜け出て、ベッドを降りた。響也に見られながらパジャマの上を脱ぐ。ズボンも脱いだ果純を見上げて響也は目を細めた。

「そのキャミソールもだぞ」

「え!?」

「なんだ。やっぱり脱がして欲しいのか？」

「じ、自分で脱ぐわよ！」

　勢いよく言ったものの、その勢いのままに脱ぐのは躊躇われた。その躊躇っている間に、響也は自分の衣服を脱ぎ、ベッドの下へと放り投げる。下着一枚の姿をした響也の目が脱げと言ってくる。

　響也の視線にさらされながら堂々と脱ぐことはできず、果純はベッドに背を向けてインナーのキャミソールを脱いだ。あらわになった背中に響也の視線が刺さっているのがわかる。そしてそれがショーツに向いているのも。だが、さすがにショーツまで脱ぐ勇気はなかった。

　首だけで振り返れば、ニヤニヤしたまま見上げてくる黒い瞳と合う。

「なんだよ、今更。さっきも風呂場で見たし、それに子供の時は風呂だってプールだってお互いに裸だったろ」

「子供の時とは違うでしょっ」

　言葉に響也は目を細めて笑うと、果純の腕を取って引っ張った。バランスを崩した果純が、響也の膝の上に座り込む。咄嗟に立ち上がろうとする果純の腰に響也が腕を回した。逃がさないようにやんわりと力を込められて動くこともできない。

「確かに、もう子供じゃないよな。お互いに」

　果純が浴室で思ったことを響也が口にする。言葉にされると改めてそう思う。触れるどこもかしこもが自分とはまるで違う。男性らしくしっかりとした骨格。広い胸、筋肉質な腕。手のひらは大きく、指は長い。その指が果純の肌を滑っていく。

　肩から二の腕、腰、太もも。そこからまた上へと撫で上げる。柔らかな唇が首筋に押し当てられてぞくりとした。

　いつまでも胸を隠したままでいる果純に業を煮やしたのか、響也がその両腕を掴んだ。わずかに抵抗したが、響也が耳を食んだ隙に取り払われた。あらわになった胸は、後ろからのぞき込んでいる響也にももちろん見えているだろう。それが恥ずかしい。恥ずかしいのに、隠すための腕は響也によって掴まれたままだ。

「綺麗だ、凄く」

　耳元で囁かれ、果純は恥ずかしさに顔を逸らした。果純の腕から離れた響也の手が胸を下から掬い上げた。柔らかさを確かめるように、もどかしいほどゆっくりとした手つき。先ほどの性急なキスとは違う緩慢な動きは、逆に落ち着かない。

　長い指がいたずらするように胸の頂点をかすめる。硬くとがった先端は敏感で、果純はビクリと体を震わせた。ゆっくりとした動きがじれったい。頭では恥ずかしくてやめて欲しいと思うのに、体はもっと性急な愛撫を求めている。自分の感情を持て余し、果純は小さく首を振った。その首筋に熱い唇が押し当てられてさらに体が震える。

「…………っ」

　何度も何度も揉まれて、甘い吐息が出そうになる。それを出さないのは、後ろに感じている響也の体のせいだ。

　弟だと思っていた。年下の男の子だと思っていた。それがいつの間にか男性へと変わっていた。顔つきや身長で大人になっているのはもちろん知っていた。けれど知っていただけで、本当はわかっていなかった。背中に感じるのは熱く引き締まった体だ。大人の男性の体。

　わかっていても理解できない。知っていても感情がついてこない。弟だという認識がいまだに果純の中にあって、それが声を出すのを拒否していた。

「声、出していいんだぞ」

　囁かれて思わず首を振った。

「ふ～ん。ここまで来て、まだ姉貴面するわけだ」

　囁く声が途端に低くなる。同時に響也の手つきが急に変わった。ゆっくりと胸を揉むだけだった手が、先端へと向かう。固くなっているそこを摘ままれて息が詰まった。両方を抓られて、痛みと快感が体の中心を走り抜ける。電流のようなそれは体の隅々にまで届き、痛みと快楽を全身に散らせていった。その快感がやまぬうちに、また突起を抓られて体が震える。

「…………ぅんん」

　声が漏れそうになって思わず両手で口をふさいだ。それでも甘い吐息は指の隙間から漏れ出てしまう。

　指で上下に弄られ、摘ままれる。時々いたずらするように胸全体を揺らされ、また突起を弄られる。体が勝手にビクビクと震え、甘い吐息が固く閉じた唇からすり抜ける。

　その吐息を聞きつけて、響也がくすくす笑いながら手を伸ばした。

「ここ、もうこんなに濡れてる」

　響也の手がショーツに触れた。じっとりと濡れて染みまで作っている。上から触れられただけでも快感に蜜がにじみ出てくる。響也の指がショーツの内側に入り込み、くちゅりと音をさせた。

「ほら、もっと感じさせてやるよ」

　耳元で悪魔のごとく低い声が響いた。
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　長い片思いだった。

　実家が隣同士で親も仲が良かったため、果純の両親とも家族ぐるみで交流があった。忙しい響也の両親に代わって、果純の両親が面倒を見てくれていた。そのため、物心ついた時から姉のような存在だった。

　果純を姉ではなく、異性として意識し始めたのはいつだっただろうか。

　その時期を思い出して響也は目を細めた。

　果純が十二歳、響也が九歳の時、果純の実父が病気で亡くなった。死というものがまだ理解できず、それでも果純の優しかった父親とはもう会えないのだと思うと、響也は祭壇の前で大声を出して泣いた。果純はそんな泣きじゃくる響也の手を握ってくれていた。涙を見せず、響也に『大丈夫だよ。私がいるから』と笑って声をかけてくれた。

　けれどその後、部屋の隅で一人で泣いているのを見かけた。

　まわりに見つからないように声を殺し、肩を震わせて大粒の涙を流していた。

　残された母親を気遣い、年下の響也に心配させないようにと人前で取り乱すことなく、陰で一人泣く姿に驚き、同時に悲しくなった。

　元々頑固で負けず嫌いの果純は、それからさらに弱音を吐かなくなった。仕事をする母親の代わりに家事全般を担い、幼い響也の面倒を姉として見てくれた。時々一人で泣いている姿を見たこともある。けれど皆の前では涙を見せずに気丈に振舞う果純。その姿を見て、響也は彼女を守りたいと思うようになった。

　そこから響也は変わった。

　あらゆるものから果純を守れるように、響也は頑強な心と体を手に入れようと頑張った。果純を物理的に守れるようにと空手を習いだし、どんな病気でも治せる医者を目指そうと心に決めた。

　果純を守れる男になるため、響也は努力をし続けた。

　その結果、小さな個人病院を経営するまでとなった。空手はやめてしまったが、学生時代は全国大会に出場した経験もあるほどだ。二十七歳の今では反応も鈍くなってしまったが、いまだに一般人に負けないくらいには強い。妙なやからが病院に入ってきた時も、腕を軽くひねって押さえつけ、そのまま警察に引き渡した。そのおかげで、子供たちには『戦うお医者さん』と呼ばれている。

　もちろん医師としての勉学を続けるために大学病院での勤務も考えた。給与面や休日についても優遇してくれるとの話もあった。しかし大きな病院となれば若手の響也には宿直や会議、出張や学会での発表など、祝日や日曜まで手を取られることが多くなる。響也は、果純のそばにいて、ほんのわずかな異常も見逃さないために医者になったのだ。医師として腕を磨くことも大切なことだが、それ以上に果純との時間を大事にしたかった。

　父親の知り合いであり、師事していた医師の後を継いで若いながらに個人病院を継承し開業した。平日は患者の病気と真正面から向き合うが、休日はよほどのことがない限り自由にしている。

　休日は趣味でもある車のメンテナンスをしたり、果純の買い物に付き合ったりしていた。

　ずっと告白できなかったのは、果純の父親と病床でした『大人になるまで見守ってやって欲しい』という約束があったからだ。

　子供の時から好きだったが我慢した。大人になるまではという約束を守って。しかし、年齢を重ねるごとに大人の境界線がわからなくなった。

　十八歳になっても大人になったという気はしなかった。二十六歳になって病院を継承し、ようやく大人として自立したと思えたのだが、その時果純にはすでに彼氏がいた。その彼氏と別れても、響也には目もくれず合コンへと出かける。

　弟としか見てもらえず、嫉妬を狙って女性と出歩いている姿を果純に見せつけたこともある。しかし、まったく興味がないのか一瞥されて終わった。

　焦ってもいいことなどないとずっと待っていた。そして今日、チャンスが巡ってきた。

　多少強引なのは仕方がない。それほどに焦っていたし、もう他の男に渡したくないと思った。

　気持ちとしてはリビングであのまま強引に奪いたかった。果純の体を隅々まで味わって、己の欲望を果純の奥深くに解き放ちたかった。それを止めたのは、他でもない響也の医者としての立場だ。

　響也の病院は、前任医師のお陰もあって子供からお年寄りまで誰でも来院する。看板には小児科と内科を掲げているが、親身になって診てくれるとの口コミから遠方からも患者が来るようになった。そこで少しずつ増えているのが、望まぬ妊娠を告げる患者だ。

　愛を確かめ合うために体を重ねることを否定はしない。けれど責任が伴わないのなら避妊はするべきだ。避妊道具は手軽に手に入る。それを使用せずに、授かった命を奪うという行為が響也には信じられなかった。

　ここで避妊具を使わずに果純を妊娠させてしまっても、責任を取る覚悟はもちろんある。結婚して果純と授かった子供を愛せるだろう。しかし責任だけの問題ではないのだ。

　最近は授かり婚でも後ろ指を指されるような風潮はなくなった。けれど古い世代にはまだ根深く残っている。そして後ろ指を指されるのは響也ではなく果純なのだ。

　それが堪らなく嫌だった。

　果純を何者からも守ると誓って医者になったのに、そんなことになっては本末転倒だ。それに果純の父に顔向けができない。

　避妊具は自室に置いてあった。果純とそういう関係になった時にと用意していたものだ。リビングに置いておけばよかったと後悔したが、ないものは仕方がない。

　無理やり自室に連れ込んで事を運ぶこともできた。が、やはり果純から望んできて欲しいとの想いがあった。

　果純が我に返って部屋に来ないことも考えられたが、響也は賭けに出た。そして勝利した。果純は自ら響也の部屋に来て、抱かれることを望んだ。姉と弟ではなく、男女の関係になることを決めたのだ。

　果純の裸体を見下ろして、響也はつばを飲み込んだ。それが胃に落ちると同時に、ほの暗い欲望が臓腑から体の隅々にまで広がっていく。手が震えるほどの歓喜と、それを上回る熱く泥濘のようにどろりとした卑しい感情。渦巻く欲望を落ち着かせるために再度つばを飲み込む。

　自身の膝の上でショーツ一枚だけを身に着けた果純は、響也の与える快感に眉根を寄せて耐えていた。

　長年姉としてふるまってきたせいか、果純はなかなか声を出さない。それでも中のいいところを指で擦れば小さく声を上げた。

　右手をショーツに潜ませて中を指で擦り上げ、左手は胸の突起を弄る。唇で耳を食んで吐息を吹き込んだ。

「んぅ……っ」

　小さくうめいてまだ唇をきつく引き結ぶ。けれど触れる体からは果純がビクビクと震えているのが伝わってくる。それだけではない。その表情からも快感に耐えている様が見て取れる。

「声、我慢するな。お前が感じてること、全部俺に伝わってるんだよ」

　耳元で囁くと肩が震える。何もかもわかっていると伝えるために、耳を舐めた。

「ふぅ……んっ」

　響也の指を感じて体を震えさせ、甘い声を上げ始めた果純が可愛くて仕方がない。

　果純は父親を亡くしてから、母親を支えるために気丈でなければならなかった。キリリと上がった目尻と細い眉が、外見をよけいにきつく見せている。けれど本当の果純は、傷つきやすくとても繊細だ。それは誰よりも果純を見てきた響也が一番知っている。だからこそ、響也の手でドロドロになるまで甘えさせてやりたい。

　その為には果純の姉としての矜持が邪魔だった。頑なに守るそれを、一度壊してやる必要がある。

「耳、駄目」

　耳を唇で食んでいると果純が小さく呟いた。

「そうか。耳がいいのか」

　駄目だと聞いてやめるわけがない。耳の外側を舐め、耳たぶを食んだ。果純の肩が小さく震えた。反対側を指でくすぐり、そのまま指を下へと滑らせる。赤い頬から顎を辿り、首筋をなで下ろす。首に添えた指先から、果純の確かな鼓動を感じた。そんなことが嬉しくて仕方がない。

　響也はくちゅりと音をさせて秘所から指を引き抜いた。ビクッと震えた果純が、止まった愛撫に小さな安堵の息を吐く。その眼前に、蜜に濡れた指をもってくる。

「こんなに濡らして、姉弟なわけないだろ」

　見せつけていた指に舌を這わせた。目を見開いた果純が途端に顔を朱に染めて響也の手首を掴む。だが、そんなことで止めるわけがない。

「いやらしくて甘い味がする」

　一層頬を赤くさせた果純が、顔を背ける。

　指の蜜を存分に味わう姿を果純に見せつけ、その指をまたショーツの中へと潜り込ませた。

「……ぁ」

　響也は蜜壺からあふれ出る蜜をたっぷりと指にまとわせて、秘裂の先端にある小さな丸い粒を擦り上げた。

「あぁ……やだ、やだ……待って、ああっ!!」

　敏感なその場所への愛撫に果純が叫ぶ。喉を反らして喘いだのをいいことに、そのまま唇をふさぐ。甘い声も吐息も奪い取り飲み込んだ。代わりに自分の唾液を流し込み、舌を絡ませて奥まで蹂躙する。

「んんうぅ……んんっ」

　眉を下げ苦しげに呻きながら、無意識に響也の左腕にしがみついてきた。蜜壺を指で突き、花芽を弄るたびに絡んだ細い両腕に力がこもる。

　上も下も蹂躙されて身悶えながら、それを与えている響也にすがるようにしがみつく。相反する行動は、果純が快楽に耐えられなくなってきている証拠だ。

　幼馴染でも姉でもなく、一人の女として響也の与える快楽に流されていく。

　こらえきれない声が、唇の端から零れ落ちる。それを掬い取るように唇をふさげば、さらにすがる腕に力が増す。

　蜜壺を探り、花芽を弄って深いキスを繰り返した。

　どのくらいそうしていたのか、唇を離すと果純は荒い息を吐きながらぐったりと響也に身を預けた。

　響也は果純の体をベッドに横たえさせ、その足元に回った。ショーツに手を伸ばす。チラリと見れば茶色い瞳がその行動をしっかりととらえている。舌なめずりしながらショーツに手をかけて脱がした。抵抗も見せずに抜き取ったショーツのクロッチ部分はぐっしょりと濡れている。

　ニヤニヤしながら濡れたショーツと果純の顔を見比べれば、果純は赤い顔をして顔をそむけた。いつもはツンとした表情が、か弱げな少女のようになるのが可愛らしい。もっと色々な表情が見たい。果純のすべてを暴いて見てみたい。

　響也は果純の足を広げて、秘所に顔を寄せた。黒い茂みが秘所を覆っている。濡れて艶やかに光っており、それもまた美しい。梳くように撫でると果純の足が震えた。

　その茂みをかき分けると秘裂が現れる。濡れた花弁を左右に開く。思わず感嘆のため息を吐いた。

　美しいピンクだ。健康な内臓の美しい色。蜜が照明を受けて輝いているようだ。さらに花弁を押し開く。小さく芽吹いた実が、外気に触れてかすかに震えている。息を吹きかければそれだけで果純の体が震え、中から蜜が溢れて響也の指を濡らした。その美しい光景にしばらく見惚れる。

　あふれ出る蜜は甘い香りを放っている。甘い果実を前にした時のように、口内に唾液が出た。それを飲み込んで、赤い舌を伸ばした。

「んんうぅっ!!」

　秘所に触れた瞬間、果純が声を上げた。

　甘い蜜を口内に取り込んで飲み下す。飲み下すとまた欲しくなる。そうして舌を伸ばして蜜を舐めとる。

　何度も同じことを繰り返す。蜜はとめどなく溢れ、果純の口からは甘い吐息が漏れ出た。

「ん、ああ……やだ、やっ……ああっ、あ……んんああぁ」

　口元に手をやりながらも、我慢できない声が蜜と一緒に溢れてくる。舐めとるたびに嬌声を発し、声を出すたび蜜が溢れた。

　響也はさらに秘裂を押し広げ、花芽をじっくりと観察した。

　小指の爪の先よりも小さな粒。性的興奮を高めるために、快楽に特化した器官であるそこには、剛直の二倍の神経終末が存在している。故に、ただ触れるだけでも快楽を得ることができる。しかし敏感であるがためにやみくもに触れれば痛みを与えてしまうこともある。

　男性には存在しない、ただ快楽のためだけに存在する小さな粒。そこにたっぷりと蜜をまとわせた指で軽く触れた。果純の体がびくりと大きく震える。構わず指で捏ねまわすと、果純が今まで以上の嬌声を上げた。

「やっぱり、ここが一番気持ちいいんだな」

「違っ……!!」

　くすくす笑うと果純は首を振って否定した。

「だから、お前のことは全部わかるんだって」

　途端に果純がまた唇を閉ざす。意地でも声を出すものかと引き結んでいる表情に、響也は小さく笑った。そんなふうにされると、逆に燃える。絶対に声を出させてやると思えてくる。

　響也は指を蜜壺に差し入れた。力を入れて侵入を拒んではいるものの、蜜で濡れたそこは長い指を容易く受け入れた。

「ふっ…………んんうぅ」

　閉ざした唇からくぐもった声が漏れる。響也は笑いながら舌を出すと、ゆっくりと花芽を舐め上げた。

「……!!」

　ぴちゃぴちゃと音をさせながら花芽を舐めとる。唾をまとわせて下から上へ。蜜と共につばを飲み込み、先端を硬くとがらせてツンツンと突く。指は蜜壺の中で忙しなく動かし、いいところを見つけてはそこを執拗に攻めた。

　与えられる刺激に、小さな芽が赤く充血し、わずかに大きくなる。膨れたそこを傷つけないように、それでいて執拗に何度も舐め上げた。

「……ぃひっ、んん……あぁ、駄目……やだ、やっ……」

　やむことのない快感に果純が閉ざしていた口を開く。シーツを握りしめ、響也が与える快楽に耐えている。

　その姿が愛おしい。そして同時にもっと見たいとも思う。

　響也は花芽を唇で食むときつく吸い上げた。

「やっ、んんあああああぁぁぁっ!!」

　果純は背を弓なりに反らして叫んだ。ビクビクと体が震え、やがて力なく足を投げ出す。響也の指と舌で達した果純をもっと見ていたい。もっと果純を味わっていたい。指と舌でさらに攻めていたいが、響也も限界だった。

　響也は体を起こし、蜜で濡れている口元を拳で拭った。ベッドサイドにあるゴムに手を伸ばす。果純がそれを不安げな表情で見ていた。

　袋から薄いゴムを取り出して、果純に見せつけながら自身のモノにゆっくりと付けていく。根元まで透明なゴムに覆われ、その先の行為に期待して剛直がさらに硬くなった。反り返るそれを、果純の秘所へと擦り付ける。先端が蜜で濡れてヌルヌルと滑る。それが堪らなく気持ちいい。まだ入れていないのにイキそうだ。

「あ……待って、響也」

「待てない」

「でも……あの、やっぱり」

　最後の一線を越えることにまだためらいがあるのが、果純が言いよどむ。響也は聞く耳を持たないとさらに先端を秘所に擦り付けた。

　部屋に入ってきた時から、こうなることは果純にもわかっていたはずだ。それに今更やめてやれるわけがない。もう入れたくて堪らない。果純を感じたくて仕方がないのだ。

「俺は果純が欲しい。もうずっと前から、果純だけが欲しかった」

　言葉にすればなんとも薄っぺらく聞こえる。しかしそれは二十年も積み重ねてきた想いだ。一夜の遊びはしても、誰かと本気で付き合ったことなどない。空手も医学への道も、すべては果純がいたからだ。果純を真剣に想い、振り向いてもらうための手段。

　真剣なまなざしを受けて、果純は真っ赤になって顔を腕で覆った。見えてみる耳や首までが赤い。

「隠すなよ」

「だって……こんな時どんな顔していいのかわからない。なんて言葉を返していいかわからない」

　普段の気の強さはどこに行ったのか。上から目線の言葉や態度はどこにもない。

「こんな時はお願いって言えばいい。言ったろ、お前が感じてるの全部、バレてるんだから」

「…………」

「本当は、俺が欲しいんだろ。だったらそう言えばいい。俺が欲しいって」

　剛直の先端を花芽に添える。蜜を塗りつけるようにぐりぐりと押しつければ果純は甘く啼いて首を振った。

「………………欲しい」

　耳に届いたのは蚊の鳴くような声だ。しかしその小さな囁きは、響也の体を熱くさせた。

　握っていた剛直を秘所に押し込む。くぷりと先端が中に潜り込んだ。

「ああっ」

　声を上げたのは果純だったが、響也も叫びそうになった。

　ぐずぐずに濡れた中は熱く、響也を押し包んだ。薄いゴム越しでもその熱さが伝わってくる。総毛立つほど気持ちよく、そしてそれが果純の中だと思うと堪らなく嬉しい。

　響也はさらに押し進めた。奥を押し広げては腰を引いて、挿れる時は前よりもっと奥を貫く。

「やっ……大きい……んああ」

　押し入るごとに熱が剛直に伝わってくる。柔らかくぬるぬるとした中は例えようもなく気持ちいい。さらに腰を進め、奥の壁に当たって一旦止める。

　ただ挿れただけなのに、果純はもう息も絶え絶えだった。そんな果純を響也は抱きしめた。繋がった状態で抱き寄せれば、体だけでなく心までが繋がったように思える。果純の手が迷った末に響也の背に回された。

　抱き寄せて抱き返す。体温が伝わり、一つに溶けていくような感覚。愛しい人と繋がるのがこれほど気持ちいいとは知らなかった。

「やっと、やっと一つになれた」

　呟いた言葉が震える。それ以上に心が震えた。嬉しくて、けれどどうやって言葉にしていいのかわからない。陳腐な言葉では言い表せない。それくらい嬉しくて堪らなかった。

「好きだ、果純」

　好意を告げれば、果純は横を向いたまま小さくうなずいた。ほんの一時間ほどで変わってしまった関係に、まだ頭がついてこないのだろう。それでも体は正直で、中はしっかりと響也を締め付けて離さない。

　果純からの好意の言葉はないけれど、今はそれでいいと思う。こうして響也の部屋まで来て繋がっている。それだけで今はいい。これから変えていけばいいのだから。

　響也は眉根を寄せて熱い息を吐いた。まだ動いてもいないのに、熱さと締め付けで快感が押し寄せてくる。

「動くぞ」

　返事を聞く前に響也は動いた。

　抜いて入れる。ただ一度動いただけで耐えがたいほどの快楽に頭が支配される。欲しくて欲しくて、ようやく手に入った女性だ。このまま何も考えずに犯したい欲望を飲み下して、響也はゆっくりと動いた。

　じっくりと味わい、形を覚えるようにゆっくりと入れて出す。挿れるたびに水音が響き、出すたびに蜜が溢れてシーツを濡らした。

「あ……あん、あっ……や……ああぁ」

　響也の動きに合わせて果純が嬌声を上げる。自分の攻めで果純が啼いていることが堪らなく嬉しい。同時にさらなる欲が溢れてくる。もっと深く、もっと淫らに、何もかも忘れて情事に耽りたい。

　果純の握りしめている手のひらに手を重ねる。指を組み合わせて強く握ると果純も握り返してきた。

　ぐいっと奥まで突いた時、果純が嬌声を上げて喉を反らした。中が締まり、一瞬意識が飛びかける。

　動きを止めて小さく息をついた。その額から汗がぽたぽたと果純の体に落ちる。白い肌に広がるそれが、まるで果純を自分の色に染めていくように見えた。堪らなく甘美で淫靡な光景だった。

　手を握り合ったまま、寄せては返す波のように何度も突く。ゆるりと、けれど強く奥を穿つ。強く弱く、奥を突き入口をくすぐる。すべての壁を剛直で擦り付け、そのどれもを記憶に刻み付けるようにゆっくりと抜き差しを繰り返した。

「ああっ！　駄目……も、駄目」

　ゆっくりした動きでも快楽は蓄積する。果純が声を上げて甘く啼く。嫌だ駄目だと言いながら、それでも中はぎゅっと締まったまま響也を離そうとしない。

　苦し気に眉根を寄せる果純に、もっと優しくしてやりたいと理性が訴えてくる。しかしそれを欲望に塗れた感情が拒否する。長年蓄積された愛という名の情熱は、体の芯に炎を宿したように尽きることなく果純に向かう。もう自分でも止められないほど、果純が欲しくて仕方がない。

　組んでいた指を振りほどくと、響也は果純の足を抱えた。そのままぐいっと奥まで挿れる。最奥のさらに奥まで届いた先端に果純が悲鳴を上げた。が、かまわず響也は素早く引き抜いてまた最奥を突く。

　何度も何度もそれこそ獣のように腰を振って、快楽を自身と果純にすり込んでいく。

　また果純が達して背を反らした。それでも響也は止まらない。

「ああっ、やだ……あ、もっと……ゆっくり」

「わかった」

　口ではそう答えているのに、体は勝手に腰の動きを速めた。

「や、あああっ、激し……んあっ、駄目だって……っ!!」

　果純の肢体と喘ぎ声。それが響也の欲情を煽り、理性を引きちぎろうとしてくる。自らも息を乱しながら、響也は腰を打ち付け続けた。

「好きだ……好きだ、果純」

　目で見て、触れて、言葉にして、それを耳で聞く。全身で果純を感じて響也は幸福感に包まれた。

「ああっ……やだ、あ、や……」

　上から見下ろす視線を遮るように、果純が両腕で顔を隠した。一度目に達した時は果純の秘所が目の前にあった。イっている顔をまだ見ていない。恥ずかしさに顔を隠す果純が可愛くて、同時にイってる顔が見たいと強く思う。自分が果純を絶頂に導いているのだとその目で確認したい。

「隠すなよ。イってる顔が見たい」

「駄目、やだっ……あ、響也……駄目だってば」

　顔を隠す両腕をベッドに押さえつけ、休む間もなく突き上げる。

「駄目！　そんなに激しく……したら、イっちゃう、から……ああっ」

「イけばいいだろ。このまま、俺の腕の中で、いやらしく啼いてイけよ」

「やだ、ああっ！　響也……駄目……あ、やっ……見ないで……、やだ……駄目、ん、ひぁああああっ!!」

　言葉とともに中がぎゅうっと締まる。耐え難い快楽。共に限界に達していた響也は、そのまま快感を享受して己を解放した。剛直の先端から熱いしぶきが解き放たれる。ゴム越しでもその熱さは感じられるのか、果純の中が白濁を搾り取るように収縮を繰り返す。それがまた異常に気持ちいい。

　荒い息を吐いて響也は果純に覆い被さった。

「あ……」

　剛直をゆっくりと引き抜くと、蜜が溢れてベッドにこぼれる。気にせず響也は果純を抱き寄せて、汗の浮かんだ額に口づけた。果純はまだ心ここにあらずといった表情でぼんやりとしている。そんなところも堪らなく可愛い。

　この可愛い彼女が手に入った。自分の腕の中にいることが嬉しくて唇にキスをする。焦点の合った茶色い瞳が響也を見つめてきた。またキスをした。

　見つめ合ってキスをし、視線が外れるとこっちを見て欲しくてまたキスをする。そうして何度もキスを繰り返した。

「好きだ、果純」

「……そんなに何度も言わなくてもわかってる」

「何度でも言いたい。毎日毎時間、いつでも言いたい」

「は、恥ずかしいの。あまり言われ慣れてないから」

「じゃあ、慣れろ」

「偉そうにっ」

　眉をつり上げる果純が可愛い。キスをすると焦って目を閉じるところも可愛い。瞼が開くとうろたえる瞳が見えて可愛い。

　そんな可愛い果純から、好意の言葉をもらっていないことに響也は気づいた。そして気付くと、どうしてもその言葉が欲しくなった。

「果純からは言ってくれないのか？」

「何を？」

「俺のこと好きなんだろ。好きって言えよ」

「はっ？　なんで好き限定なのよ」

「じゃあ、俺のことは嫌い？」

「……嫌いじゃ、ないわよ」

「じゃあ好きだろ」

「小学生じゃないんだから、意見が好きか嫌いかだけなんておかしいでしょ」

「じゃあ、果純は俺のことどう思ってる？」

「うーーん…………普通の上？」

「はあっ!?　それって、好き寄りの嫌いだろ」

「いや、それ意味がわからない」

「好き寄りの好きって言えよ」

「だから、意味がわからないってば！」

「じゃあ、好きって言え」

「だから……っ!!」

　何か言おうとする唇を響也は塞いだ。

「好きって言え」

　再度言って響也は半身を起こすと、汚れたゴムと外して剛直をタオルで拭い、素早く新しいゴムをつけ直した。

　この後に起きる行為を想像してさっと顔色を変えた果純が、響也の腕をかいくぐってベッドから降りる。ドアへと走った果純に数歩で追いつき、ドアを開ける前に壁際に追い詰めた。

　両手を壁につき、果純を見下ろす。照明が後ろから照らしているために響也の影に入っている果純の顔は暗い。それでもその頬がひきつっているのがわかった。

「き、響也。ちょっと待って」

「待たないって、何度も言ってるだろ」

　耳元で囁く。身長差から、果純の頭はちょうど響也の顎あたりにある。髪からいつも響也が使っているシャンプーの香りが漂ってくる。響也の自宅の風呂を使ったのだ。同じ香りがして当たり前なのに、それがまるで響也のものになったと訴えかけてきているように感じた。そうして一度感じてしまえば、心が否定するのを拒む。

　彼女は自分だけのものだ。

　その思いは砂糖菓子のように甘く、劇薬のように危険なものだった。

　果純の何もかもが好きで、手に入れたのにまだ欲しくて仕方がない。底の見えない渇望が響也を苛む。我慢して我慢してようやく手に入れた宝物だ。優しくして大事にしたい。けれど同時に黒い欲望が溢れてくる。

　もっと欲しい、もっと感じたい。響也だけを見て、響也だけを感じて欲しい。その唇から好意の言葉が出れば、どれほどの幸福感に満たされるだろうか。

「俺を好きって言うまで、離さない」

　果純の片足を持ち上げた響也は、後ろから秘所を剛直で貫いた。

「やぁあああっ！」

　ぐっしょりと濡れていた秘所は、簡単に響也を受け入れた。そのまま下から突き上げる。果純が壁に両手を突いた状態で嬌声を上げる。反った背筋を指でなで下ろし、脇から手を差し入れて胸を揉み上げた。硬く尖っている先端を摘まめば、果純は首を振る。髪が乱れて背中に流れた。白肌と茶色の髪、そして影の織りなすコントラストが美しい。髪から漂うシャンプーの香りがさらに欲情を刺激する。

「ああっ、やだ、やっ……また……イ、く」

　果純の絶頂に合わせて奥を突けば、果純は全身を痙攣させながら達した。が、響也は止まらずそのまま抽挿を続ける。空いた手を花芽に伸ばせば、果純は激しく首を振った。

「やだ……や、駄目……響也。まだ、イってる途中…………ん、あっ、あああっ!!」

　人差し指と薬指で花びらを器用に開き、その真ん中で硬くなっている小さな花芽を中指でくりくりと転がす。自身の動きに合わせて指を花芽にこすりつけた。果純は絶頂を迎えた直後なのに、またすぐに快楽の波にさらわれた。声を上げ、背を反らし、髪を振り乱して響也の与える快感をやり過ごそうとしている。しかしそんな抵抗むなしく、果純はあっけなくまた達した。

　間を置かず攻め続ける響也に、果純は息も絶え絶えで足もガクガクしてくる。

　再度達した果純からようやく響也は剛直を引き抜いた。崩れ落ちそうになる体を腕で支える。そのまま抱きかかえて、再びベッドへと果純を寝かせた。

「響也。も、無理」

「駄目だ。俺はまだ満足してない。それに、弟のわがままには付き合ってくれるって言っただろ」

　数時間前の果純の台詞を持ち出して、響也は笑った。逆に果純は顔を引きつらせる。

「響也は弟じゃないでしょ」

「そうだな、弟じゃない。果純が好きすぎておかしくなりそうな、一人の男だ」

　言いながら、響也は秘所に剛直をねじ込んだ。

「あああっ!!」

　ぐちゅと水音が響き、一気に奥まで突く。何度も達した中はぐしょぐしょで熱く、それでいていまだに響也を締め付けて離さない。

　響也は果純を抱き起こすと、果純に自分の体をまたがせた。ベッドに座った状態で繋がったまま腰を揺らす。果純が声を上げて喉を反らした。その白い喉に唇を寄せる。

「好きだ」

　何度告げても言い足りない。耳を通して脳へ、そこから全身にこの言葉が広がればいいと思う。果純の体すべてに染みこんで、響也のことだけしか考えられないようになればいい。

「あ……ああ、響也…………あんんっ」

　細い腕が響也の首にしがみつき、響也を抱きしめてくる。果純の両足が響也の腰を締め付けた。同じように果純の腰に腕を回して抱き寄せる。そのまま弾むように腰を動かして、とんとんと最奥を続けざまに突く。

　先ほどまでの荒く激しい動きはなく、互いに体温を分け与えるように密着して小さく小刻みに動く。それでも果純の熱は上がり、唇から熱い息が吐き出される。それが耳に吹きかけられる。

「好きだ、果純」

「……響也……」

　小さく零れた名前。果純の唇から漏れるそれは、特別な意味を持っているように聞こえた。好意の言葉はなくとも、そこにすべてが詰まっているように思えた。

　果純をさらに抱き寄せる。響也は顔を上に向けた。そうしていないと目尻から涙が溢れそうだった。

　ずっと恋して、欲しかった女性がこうして腕の中にいる。繋がって抱き合っている。想いを込めて名前を呼ばれた。

　医大に受かった時より、医者になれた時より、診療所を開けた時より、ずっと嬉しくて泣きそうだった。

「果純」

　震える声で名前を呼び、響也はさらにきつく果純を抱きしめた。
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　さらりとした手触りのシーツ。その心地よい感触に全身を包まれながら果純は意識を浮上させた。瞼を白く染めるのは窓から入ってくる太陽の光だろう。

　冬の夜明けは遅い。すでに七時を回っているに違いない。いつもならば休みの日でも、すでに起きて朝食を取っている時間だ。それでも今日はまどろんでいたかった。全身に倦怠感があり、まだ起きたくない。

　昨日は合コンで遅く帰ってきた。だからこんなに疲れているのだろうか。飲みすぎたかな。そんなことを考えながら寝返りを打つ。

　いや待て、と果純は眉根を寄せて自分の考えにストップをかける。

　合コンから帰ってきた後、何かがあった。何かが起こった。給湯器が壊れ、隣家にお風呂を借りた。そしてその後は？

　許嫁がいると思っていた響也がフリーだとわかり、姉弟というタガが外れた。響也との甘い時間。何度も何度も求められ攻められて、最後は気絶するように眠った。

　そう、響也の部屋のベッドで眠りについたのだ。

　はっとして果純は目を見開いた。その目の前に黒い瞳があって果純は思わず腰が引けた。その腰を捕まえられて、強い力で引き寄せられる。

「おはよう」

「……お、はようございます」

　まともに顔を見ていられなくて、果純は布団に潜り込んだ。その布団越しに大きな手が頭に触れる。

「体は大丈夫か？」

　問われて自分の体の状況を確かめる。

　全身に筋肉痛のような痛みがある。それに幾度となく攻められたせいか、秘所のあたりに痛みはないが違和感があった。どちらも時間が経てば治るものだが、響也の質問に何と答えていいのかわからず果純は黙りこくった。すると響也が布団を乱暴に捲り、果純の額に手を置いた。

　その真剣な瞳に果純は驚く。

「熱はないな。どこか痛いのか？　見せてみろ。ちゃんと診察してやるから」

「ど、どこも痛くないっ。大丈夫。ちょっと、だるいだけだから」

「脅かすなよ。昨日無理させすぎたのかと思っただろうが」

　額に置かれた手をどけながら言えば、響也はあからさまにほっとした顔で息を吐いた。

「無理させた意識はあるんだ」

「あ？　ああ、そりゃずっと欲しかったものが手に入ったらテンション上がるだろ。だけど、途中まではちゃんと果純の様子を見ながらしてたよ。呼吸とか動きとか細かいところまで見てた」

「途中からは？」

「………………記憶にございません」

　素直に頭を下げる響也に目を丸め、それから果純は噴き出した。

「笑うなよ。おぼろげにしか覚えてないんだ。それだけ夢中だったんだ。だから大丈夫かって聞いたんだよ」

「だって、おかしくて」

「しかたないだろ。もの凄く長い片思いだったんだから。だいたいどこから俺に許嫁がいるなんて話を聞いたんだよ」

「え？　お母さん」

「おばさんかぁ」

　話し好き、噂好きの果純の母親のことをよく知っている響也は、額に手を当てて苦笑する。

「お母さんは病院の看護師さんから聞いたって言ってたよ」

「看護師……ああ、そういうことか」

　響也はようやく得心がいったとうなずく。逆に果純は訳がわからずに目を丸くした。

「どういうこと？」

「イケメンで医者ってのはモテるんだ」

「それ、自分で言う？」

「事実だろ」

　聞かれて本当のことだけに違うとは言えず、果純は小さくうなずいた。そんな果純を抱き寄せて、響也は苦笑する。

「残念なことに、看護師の中には医者に媚びを売る女もごくまれにいるんだ。そういう相手には『結婚を約束した人がいる』って言って遠ざける」

「嘘をつくの？」

「嘘じゃない。本当のことだ」

「え!?　じゃあ、やっぱり響也には婚約者がいるってことじゃない！」

　二人ベッドで抱き合っている場合ではない。果純は慌てて響也の腕から離れる。しかし響也はさらに力を込めて果純を抱き寄せた。

「話は最後まで聞けって！　結婚を約束したのはお前だよ」

「はあ!?」

　それこそあり得ない話だと果純は眉をつり上げた。響也とそんな約束をした覚えはない。

「果純が言ったんだぞ。俺をお婿さんにしてやるって」

「う、嘘……」

　果純は首を振った。そんな記憶はどこにもない。

「それ、いつの話よ」

「俺が四歳で、果純が七歳の時」

「覚えてるわけないでしょ！」

「俺は忘れてない」

　響也は目を細めて笑うと果純に口づけた。

「忘れられないし、忘れてやることもできない」

「なっ!!」

「俺を婿にしろよ」

「そ、そんな……急に言われても」

「俺のことが嫌いか？」

「き、嫌いじゃないけど……」

「じゃあ好きだな」

「だから、好きか嫌いかしかないなんて、小学生じゃないんだから」

「じゃあ、好きになれ」

　果純はふいと顔を逸らした。逸らすと言っても響也の腕の中だ。痛いほど響也からの視線を感じる。

　それに嫌いじゃない、ではない。もうとっくに好きになっている。それも、もうずっと前から。響也のことを好きだと意識している。けれど言葉にするにはまだ恥ずかしい。ずっと秘めてきた想いを口にするためには、時間が必要だった。

　果純は七歳の時にした結婚の約束を覚えてはいない。けれど、それを響也がずっと覚えていてくれたことが嬉しかった。

「なにニヤニヤしてんだよ」

「べ、別にニヤニヤしてない」

「いや、してたな」

「してないってば！」

　言い返す果純の唇に、響也はまた口づけた。そうすると果純が黙ってしまうことを知っているからだ。

「ああ、そういえばまだだったな」

「なにが？」

「まだ果純から好きって言葉を聞いてない」

「そ、それはまだ無理」

「じゃあ、言うまで離さない」

　すっとすぼまった瞳に果純は身の危険を感じた。離れるより先に響也の腕に力がこもる。

「離すわけないだろ」

「響也、待って」

「だから、待たないって何度も言ってる」

　クスクス笑う響也の声が耳に届く。

「今日一日かけて、じっくりと果純の体に聞いてやる」

　囁かれたのは地獄の底から聞こえてきたのではないかと思えるほど低い声。それでいてとてつもなく甘い言葉だった。







第二章 淫らなお世話
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　リビングのソファに座り、響也はタブレットで車のカタログを見ながらにやついた笑みを浮かべた。表示されたページに載っているのは車体や内装の写真ではなく、エンジンの形や馬力などの詳細なデータを示す数字だった。

　車を購入する上で外装も重要なものではあるが、それ以上に大切なのがエンジンや馬力などのデータだ。パソコンを買う時にスペックを重視するように、響也はそのエンジンのステータスを確認していた。車好きならばまずここを確認する。

「どう思う？」

　響也は手元に置かれたスマホに語りかけた。

『どう思うって、もう買って明日納車だろ？　そういうのは買う前に聞けよな』

「しかたないだろ。一目ぼれだったんだ」

　たまたま車雑誌で見かけた車体とエンジンに一目ぼれし、その足でディーラーの元に向かって契約してしまった。それがもう数か月前の話だ。徹とおるはそれを知っていて、くすくすと笑った。

『まあ、わからんでもないな。あの車体で二百馬力、排気量は２．０Ｌ。今のお前なら悪くないんじゃないか。街中でも高速でも、ストレスなく走れるだろ』

　親友の長なが瀬せ徹の声が、スマホのスピーカー越しに流れる。徹は響也の中学からの友人だ。車を走らせることもいじることも好きで、高校を卒業してすぐに整備士として働いていた。

「今の俺か」

『昔のヤンチャやってた頃みたいに限界走行するつもりなら勧めないけどな。いいエンジンだし、ボディ剛性もしっかりしてる。そういう意味で、今のお前向きだってことだ』

　響也は昔を思い出して苦笑した。

　高校時代、同時期に免許を取った徹とはすぐに車の話で仲良くなった。元々知識のあった徹から車の整備や車幅を感覚的に覚える方法などを吸収し、テクニックを身に着けて乗り回した。十代の時には公道を走り回り、やがてサーキットで走るようになった。ゼロヨンと呼ばれる〇～四〇〇メートルの加速のタイムレコードでは、いまだに徹と響也の一位と二位の記録は破られていない。それくらいにはヤンチャをしていた。

　今は響也も落ち着いて極端なスピードで公道を走るような真似はしなくなったが、徹はいまだにサーキットで車を走らせている。

　しかし、そのヤンチャをしていた時代があったからこそ運転のテクニックは格段に上がり、今でもいざという時には体がとっさに動く。その腕のお陰で、事故に巻き込まれずに済んだことも一度や二度ではない。

「明日納車予定だから、いつも通り頼む」

『わかってる。サーキットを走れるくらいには改造してやるよ』

　改造とは言っても、軸がぶれないように車体やタイヤ周りを強化したり、スピードリミットを解除したりと法には触れないものばかりだ。

『んで、色はなんにしたんだ？』

　色々と頼んだ後に徹は面白そうに聞いてきた。

「白」

『だろうな。お前、白以外の車乗らねえもんな』

　即答する響也に呆れたような、尊敬するような徹の声が響いた。それに響也も笑う。

「約束だからな」

『約束ねえ。それで、その約束した相手とはどうなったんだ？　まだ姉弟の関係を続けてるのか？』

「あ……いや、それは……この間、上手くいったっていうか、強引に丸め込んだというか」

　ごにょごにょと急に自信なさげに呟く響也に、スピーカーの向こうから徹の豪快な笑い声が響いてくる。

『どっちにしても、上手くいったならよかったじゃないか』

「……まあな」

『とうとうお前の片思いが成就したんだな。彼氏彼女になって初のデートは新車でドライブだな』

「彼氏彼女？」

『違うのか？　お互いに好きだと告白したら、もう付き合うってことになるんじゃないのか』

　響也は言われてふと眉根を寄せた。

　結局果純からは好きだという言葉は引き出せなかった。しかし覚悟を決めて部屋まで響也に抱かれに来たのだから、好意的なのは間違いない。けれど、明確な言葉は聞いていない。

　あの夜から半月ほどたっているが、それからの進展は何もない。

「俺たち付き合ってるのか？」

『俺に聞くな。だいたい高身長でスタイルもいい、イケメンで医者。これ以上ないスペックなのに、なんでそんなに彼女に対してだけは奥手なんだよ。もっと自信持てよ』

「そうは言われてもな」

　強引に迫って丸め込んだことは間違いない。その場の雰囲気に流されたともいえる状況に、響也は頭を抱えた。

『もういっそ、結婚すればいいだろ。プロポーズの言葉も考えとけよ。新車買うんだし、いい機会じゃないか』

「それはいくらなんでも早すぎるだろ」

『馬鹿、遅すぎるくらいだ。何年片思いやってんだ。だいたいこういうのはタイミングなんだぞ。それを間違えると逃げられる』

「お前、やっと一歩前進した相手に何てこと言うんだよ！」

『くくっ、まあ頑張れ。次電話してくる時は、結婚報告よろしく。じゃあな』

「ちょ!?　待て、徹！」

　通話の切れたスマホに叫んだがもちろん返事はなく、響也は大きくため息を吐いて枕に顔をうずめた。

「結婚……」

　それはしたい。相手は果純以外に考えられない。けれどタイミングとはなんだ。自分のタイミングでは駄目なのか。

　女性と一夜を共にしたことはあるが、心にいたのは果純だけだ。一途に果純を想い続けてきた。いわば恋愛は初心者だ。プロポーズのタイミングと言われてもよくわからない。いつがよくて、いつが駄目なのか。

「あーー……」

　響也は頭を抱えて枕に顔をうずめた。考えれば考えるほどわからなくなる。

　考えて考えて考え抜いた末、響也は知恵熱を出して寝込むことになった。





＊＊＊　＊＊＊　＊＊＊






　日曜の昼下がり、果純は自室でスマホの写真整理をしていた。しばらくしていなかった間に、結構な数になってしまいメモリーを圧迫してしまっていた。手元に置きたいものはスマホの中にそのまま保存しておき、他はパソコンへと移動させる。

「うわー」

　果純は口をへの字に曲げてげんなりとした。半年以上前に別れた彼氏との写真が残っていたのだ。

　合コンで知り合い、向こうから告白されて付き合うことになった。車であちこちドライブへ連れて行ってもらった。お互いに強気で譲れない性格のためよく喧嘩したが、それでもデートは楽しかったしうまくいっていると思っていた。

　しかし、半年前に別れた。理由は向こうが二股をかけていると知ったからだ。相手は可愛く大人しい性格の女の子。果純とは真逆の見た目と性格だった。

　『お前は一人でも大丈夫だろうけど、あの子には俺が必要なんだ』という、どこにでもあるようなセリフを言われた。振りかぶってビンタをして別れを告げたことははっきりと覚えている。そしてその後『やり直してやるから戻ってこい』と上から目線で復縁を告げられた電話のことも。

　それから二か月たっているが、いまだに電話やメールが来る。元彼氏には、はっきりと付き合えないと言っているし警告もしている。ネットの情報を見れば、ストーカー相手には完全に連絡手段を断ち切ることは危ないと書いてあるので、着信拒否にはしていないものの着信音は鳴らないように設定していた。

　どこまで通用するかはわからないが、念のために護身術も独学で身に着けた。

　そのストーカーと化した元彼の写真をそのままにしていたのだ。元彼が映っているものはすべて削除した。景色やデート先の食事も消した。目についたものをサクサクと消していく。

　と、突然手にしていたスマホの画面が切り替わる。画面に表示されているのは着信を告げるもので、相手は『伊い藤とう慎しん吾ご』となっていた。元彼の名前に果純はまたげんなりした顔をして大きなため息をつく。そのまま出ずにいると、やがて着信画面が消えて元のフォトデータ画面に戻った。

「車だけはよかったんだけどねぇ」

　車高の低い青の車。新車ならば家が一軒買えるくらいの値段の車は、社長の息子という肩書があるおかげで購入できたのだろう。思い返してみれば、お金で片をつける男だった。手に入らないものなどないと思っている節があり、だからこそ思い通りにならない果純に執着しているのだろう。

　当時は優しかったし思いやりがあったが、今は絶対に付き合いたくない男だ。

　果純は画面に映る青い車をタップして、写真データを削除した。




「ああ、いいところに来た」

　日曜日だからとダラダラしていた果純は、空腹を覚えてキッチンに足を向けた。冷蔵庫を開けて中を漁っていると、後ろから声をかけられ、振り向けば母親の由ゆ美み子こが立っていた。

「なに？　何か買い物？」

「違う違う。ちょっと響也くんの様子、見に行ってあげて欲しいのよ」

　響也という名前を聞いて、果純の心臓がドキリと音を立てた。

　給湯器が壊れて響也の部屋で一夜を過ごしてから二週間が経っていた。由美子が時折差し入れに行っているが、果純は忙しいからと言い訳をしてあれ以来響也の家には行っていない。

　正直に言えば恥ずかしいのだ。姉の立場をずっと貫いてきたのに、あの夜は一人の女になっていた。響也の腕に抱かれて甘い声を上げ、何度もイかされた。嬉しかったし幸せだった。けれどその後に襲ってきたのは猛烈な恥ずかしさだった。

　どんな顔をして響也の前に立っていいのかわからない。今まで通りの気の強い凛とした姉の姿か。それとも女らしく寄り添うべきなのか。

「昨日の残りの肉じゃがを、朝響也くんの家に持っていったら、寝込んでたのよ。熱があったみたいで」

「熱!?」

「そうなの。大したことないって言ってたけど、やっぱり気になるじゃない」

　家族ぐるみで、それこそ響也が赤ん坊の時からの付き合いだ。由美子は響也のことも自分の息子のように思っている。響也の両親が海外勤務でほとんど家にいないことも原因の一つだろう。

　男の一人暮らしだ。医者という忙しい仕事でもあるし、簡単な自炊はしているが手の込んだものは作れないらしい。だから煮込み系の家庭料理を作った時は、必ずと言っていいほど響也に差し入れをしている。

　一人暮らしの病人は特に心配だ。食事をしているかどうかも気になる。

「わかった。ちょっと見に行ってみる」

　元来世話焼きの果純は、二つ返事で家を出た。

　隣家との境目のブロック塀は腰のあたりまである。よほど急ぎでなければまたいでは行かない。一旦自宅を出て、隣家の門から入る。響也の家の鍵は由美子から預かってきていた。慣れた手つきで鍵を開け玄関に入り込んだ。

　二週間前の記憶がよみがえって果純は顔を赤く染めた。首を振ってその記憶を追い出し、気を取り直して家へ上がる。

　ダイニングテーブルに、今朝由美子が届けた肉じゃがのタッパが置いてある。食べた様子はなく、火の気のないキッチンは寒々としていた。

　食欲がわかないほど熱があるのか。それとも立ち上がれないほどに調子が悪いのか。あるいは、と最悪の状況を想像して不安になった。

　果純は廊下に出ると階段を上がった。響也の部屋の前で呼吸を整えて、そっとノブを回す。扉をわずかに開くと静かな寝息が聞こえてきて、ほっと胸をなでおろした。息をしていることに安堵する。

　静かに中に足を踏み入れ、そっと歩み寄ってベッドを見下ろした。

　少し乱れた黒い髪。閉じられた瞼、長い睫。通った鼻筋と薄い唇。首元はうっすらと汗をかいているように見えた。

　一人の男性。けれどその寝姿は子供のようで、果純はくすりと笑った。男女の関係になっても、手のかかる弟には違いない。

「う……んん」

　小さくうめいた唇が薄く開く。その柔らかさを思い出して果純は思わず視線を外した。

「…………果純？」

　小さく名を呼ばれて慌てて振り向けば、薄っすらと開いた瞳が果純を捕らえている。果純は自分を落ち着かせるために息を吐くと、ベッドのそばに膝をついた。

「夢？」

「夢じゃないよ。熱があるって聞いたから来たの。大丈夫？」

「そうか。おばさんから聞いたのか」

　響也の額に手をやって熱を確認してみるが、手のひらに伝わるのは汗で湿った感触と少し低い体温だった。

「熱は下がったみたいね」

「風邪じゃないからな」

「体は平気？　辛いところとかない？」

「大丈夫。半日寝てたお陰で、逆に元気なくらいだ」

　言うと同時に、響也のお腹がぐぅと鳴った。二人で顔を見合わせ、二人して噴き出した。

「肉じゃがあるけど、食べられる？」

「おばさんの肉じゃがもいいけど、久しぶりに果純お手製の雑炊が食べたい」

　響也の言葉に果純はくすりと笑った。

　中学生の時に父親が亡くなってから、橘家の家事はもっぱら果純の役目となった。それは両親が仕事で忙しくあまり家にいない響也の面倒も引き受けるということにもなる。小学生の男の子はよく食べる。そして栄養価も考えなければならない。けれどそれほど凝ったものが中学生に作れるはずもなく、米と野菜を同時に食べられる雑炊をよく作っていた。

　冷蔵庫の余りもの野菜を切って入れ、米と一緒に煮る。毎回余っている野菜が違うため、食感と味が変わって飽きがこない。しかも味付けが適当でも、野菜のうまみが出て美味しいのだ。

　果純のレパートリーの中でも一番単純で時間もかからず、調理の腕も必要ない料理。

「わかった。すぐに作ってくるから、待ってて」

　果純は響也の部屋を出るとキッチンに向かった。果純用にと響也が買ってくれた薄いピンクのエプロンを着けてキッチンに立つ。

　テーブルの上に置いてある肉じゃがのタッパーを冷蔵庫にしまう。その時に庫内を確認したが、ほとんど空っぽなことに苦笑する。自炊をしているといっても簡単なものしか作らないのだろう。卵とウィンナーしかない。あとはしなびた野菜が少しとビールが並んでいるだけだ。

　果純はいったん自宅に材料を取りに戻った。大根と人参、白菜と玉ねぎ。冷凍庫にしまってあったしめじと鶏肉も解凍して使う。

　響也の家に戻り、一人鍋用の小さな土鍋を取り出して、大根と人参、白菜の芯と玉ねぎ、解凍した鶏肉をだし汁で煮る。沸いてきたら弱火にして野菜と鶏肉によく火を通し、白菜の葉やしめじを入れて煮込む。煮込んでいる間に炊飯器の中の米を軽く水で洗い、鍋に入れてさらに煮込む。醤油と塩で味をつけ、溶き卵を入れてお玉で全体を混ぜ合わせれば出来上がりだ。

　ほんの数十分でできる簡単料理。

　もやしや椎茸、エノキを入れてもおいしい。余り物の野菜をすべて使い切るのに役立つレシピで、果純も時々休日のお昼に作って食べたりもする。

　ねぎを散らして蓋をし、その土鍋と器、レンゲを一緒にお盆に乗せて部屋まで運んだ。

「お待たせ」

　部屋に入ると、響也はベッドに半身を起こしてスマホを見ていた。

「凄い、いい匂い」

　鼻をひくつかせながら響也がお腹をさすりながらそう言った。お盆を机に置いて、器に雑炊をよそおい響也に渡した。

「ゆっくり食べなさいよ。今朝から何も食べてないんだから」

　半日以上お腹に何も入れていないことになる。

「わかってる」

　言いながらも、大して冷ましもせず雑炊を口に入れた。はふはふ言いながら食べる様は子供のようで、果純はくすくすと笑った。

　よほどお腹がすいていたのか、作った雑炊は響也の胃袋の中に納まった。

「ごちそうさまでした」

「はい。お粗末でした」

　器を受け取って盆に乗せ、果純はもう一度響也の額に手をやった。食事をしたせいか少し体温が上がっているように感じるが、それでも許容範囲内に思えた。

「昔もこうやってよく看病してもらったな」

　響也は懐かしそうに眼を細めた。

　今でこそそうでもなくなったが、小さい頃の響也はよく風邪をひいて寝込んでいた。そのたびに由美子か果純がこうして看病していた。

「ふふっ、そうね。本当に手のかかる弟なんだから」

「弟ねぇ」

　意味ありげな視線を向けてきた響也に、果純は手をひっこめて視線を逸らした。

　二週間前の情事を思い出す。男女の関係になったとしても、こうして世話を焼いていればやはり弟だと思えてしまう。

「弟よ！　風邪じゃなくても、病人は大人しく寝てなさい」

　響也を無理やりベッドに寝かせ、お盆を持って部屋を出た。土鍋を片付けた果純は、熱いお湯で絞ったタオルを持って響也の部屋に戻った。

「響也、汗かいたでしょ。パジャマ着替えるついでに、これでさっと体拭いちゃいなさい」

　触れた響也の額はしっとりとしていた。温かい部屋で羽毛布団にくるまっていれば汗ばむだろう。言葉に響也は大きく息を吐いた。

「面倒くさい。このままでいい」

「駄目。着替えなさい」

「だって、寝てろって言ったじゃん」

「着替えてから寝るの！　いいから、言うこと聞きなさい」

　ほら起きて、と果純は羽毛布団を剥がす。それでも体を丸めていた響也は、再三の果純の言葉に唇を尖らせた。

「看病しに来たんじゃないのか？」

「着替えさせるのは看病の一環よ。わかったらパパッと着替えて」

　大きく息を吐いた響也が、ふと思いついたように目を瞬かせた。それからにやりと笑う。そのいやらしい笑みに果純は頬を引きつらせた。

「じゃあ、果純が体を拭いて着替えさせてくれよ」

「はあ!?」

　目を細めたまま意地悪く見上げてくる響也に、果純は眉を吊り上げて睨み下ろす。しかしそんなことで響也が怯むはずもなく、さらに面白そうに口の端を上げた。

「小学生の時もそうして看病してくれたじゃないか」

「それはそうだけど……」

「着替えさせるのも看病の一環なんだろ？　だから俺の体、拭いてくれよ」

　にやにや笑っている響也に腹が立つ。果純はさらに目を吊り上げた。

「わかった。そんなに拭いて欲しいなら、全身くまなく拭いてあげるわよ！」

　濡れタオルを握りしめ、果純は勢いづいてそう口にした。

　別にどうということはない。パジャマを脱がしてタオルで拭いて、新しいパジャマを渡せばそれで終わりだ。手早くすませば五分もかからない。

　果純はタオルを一旦ベッドの端に置いて、響也のパジャマのボタンに指をかけた。上から順番に外していく。紺色のパジャマの下から白い肌が現れたことに、果純はドキリとした。

　子供の柔らかな肌ではない。滑らかさはそのままに鍛えられた体躯が覗くと、目の前の響也が男性だと嫌でも理解してしまう。二週間前のことがあってから、さらに匂いたつような男性の色香が増した気がする。

　一度そうして意識してしまうと、なかなか元には戻らない。ドキドキと心臓が鳴り、だんだんと体温が上がってくる。触れなくても頬が熱くなっていくのがわかった。

　下から見上げてくる響也が唇に笑みを張り付ける。すべてお見通しだというその顔が気に入らない。年下なのに偉そうだと文句を言いたくなるが、その眼差しや唇、そして肉体美が二週間前の情事を思い起こさせる。

　官能的なあの夜の情事は甘く淫らで、思い出すだけで体が熱くなってしまう。間近から聞こえる響也の息遣いにさえドキドキし始めてしまい、果純の顔はどんどん赤くなっていく。

　指も震えて言うことを聞いてくれなくなった。ボタンが小さいこともあり、一つ外すのにもかなりの時間がかかってしまう。

「どうした？」

「な、何でもないわよっ」

　苦笑を含んだ問いかけに、果純は眦を上げて答えた。冷静になろうとすればするほど、響也の視線を感じてしまう。見下ろせば必ず目が合い、にやりと笑われた。それが腹立たしい。

　すべてのボタンを外し終えて、襟元から開いていく。

　空手はやめてしまったが、体を鍛えることはやめていない。毎日筋トレをしているというだけあって、響也の体は引き締まっていた。見事な肉体美に思わず見惚れていると、クスクスと笑われた。

　その声ではっと我に返る。

「見惚れてた？」

「そんなわけないでしょ。だいたい、そんなにじっと見なくてもいいでしょ」

「見えるんだから仕方がない」

　目の前にいる果純を見るなという方が間違っているのだが、果純はそれでも唇をとがらせた。それからふと自分の持っているぬれタオルに視線を落とす。

「そっか。見えなきゃいいんだ」

　ふと思いついて、果純は乾いたタオルを取ると響也に差し出した。

「なに？　拭いてくれるんじゃなかったのか？」

「ちゃんと拭いてあげるわよ。これは目隠し用」

「そんな目隠しをして、ちゃんと体を拭けるのか？」

「私が使うじゃなくて、響也が目元を隠すの」

　見えてしまうなら、見えないようにしてしまえばいい。果純は妙案だとばかりににこりと微笑んだ。




　汗でしっとりと濡れている肌をタオルで拭う。細身に見えて、しっかりと筋肉のついた体。胸筋から腹筋へとタオルを動かす。

　視線を上に向ければ、目隠しをした響也の顔がある。目元を隠していても整った顔立ちは隠せていない。すっと通った鼻筋に薄い唇。黒い髪はところどころ跳ねていて、それが妙に色っぽく見える。

「ん……」

　胸板をタオルで撫でた時、響也が小さくうめいた。果純は何でもない風を装ってそのまま体を拭き続ける。しかし、心臓は先ほどからドキドキ鳴りっぱなしだ。

　男の色気が漏れ出しているこんな男性的な人を、ずっと弟だと思っていた自分に驚く。年下に思える要素などどこにもない。それどころか、その色気に当てられて胸がずっと騒いでいる。しかも、かすかに吐き出される吐息や小さな声は、どうしても二週間前の情事を思い出してしまう。

　右肩から腕、手のひらを拭いていく。この大きな手のひらで胸をもまれた。長い指が何度も秘裂をなぞり、蜜壷の奥まで入り込んできた。今まで感じたことのないほどの強烈な快楽に流されて、喘ぎ啼いた。

「どうした？」

　響也の指をじっと見ていたら、下から訝しげな声が聞こえてはっとする。

「な、何でもないわよっ」

「ふ～ん、そう」

　目隠しをしているのに、何もかもお見通しという響也から顔をそらす。

　左肩から腕、手のひらを拭いて果純は詰めていた息を吐いた。

「終わり？」

「全部拭き終わったじゃない」

「下がまだだけど？」

　パジャマのズボンを指で示し、響也はにやりと笑う。

「全身くまなく拭いてくれるって、さっき言っただろ？」

「それは……っ」

　先ほど自分の口から勢いをつけて言った言葉だ。今更売り言葉に買い言葉だったと言っても響也は絶対に納得しないだろう。にやにやした笑みがそれを告げている。果純の手でズボンを脱がしタオルで拭うまでは、このにやにやは止まらない。

　ならば、と果純は唇に笑みを貼り付けた。響也がやめてくれと懇願するまで拭いてやろうと心に誓う。

　まず手始めにズボンを脱がす。鍛えているだけあって、太ももにもしなやかな筋肉がついていた。

　足の付け根から拭いていき、足首から足の甲。膝を立ててもらってももの裏やふくらはぎを拭く。そうして足裏や足の指に取りかかった。

　手の指と同じく、こちらも若干長い。きれいに整えられた足指の小さな爪。

「あ、待った」

「待たない」

　響也がストップをかけるが、果純は聞く耳を持たずに響也の足裏から拭き始める。途端に響也が体を震わせる。

　脇腹に触れても全くくすぐったいそぶりを見せなかった響也だが、足だけは別だ。足裏、特に指の間は我慢できないほどくすぐったがる。それを思い出して果純は意地悪く丁寧に何度もタオルを往復させた。タオル越しに足の指を揉みほぐし、指の間にタオルをねじ込む。

「待った果純、ちょっとストップ！」

「だから、待たないってば」

　ゴシゴシ拭き、時折優しく拭う。指の間を行き来するタオルの感触に、響也は身悶えた。さすがに暴れて果純を振り払うまねはしないが、枕を掴んでぎゅうぎゅうと抱きしめている。その悶え方が面白くて可愛くて、果純はクスクス笑いながら両方の足を拭いてやった。

　タオルを手にベッドを見下ろす。悶え疲れた響也はぐったりとベッドに身を横たえている。響也に勝った優越感に浸っていると、響也が果純を見上げてきた。

「エッチ」

「馬鹿。看病の一環よ。さあ、全身拭き終わったからさっさと着替えて……」

「まだ、拭けてない場所があるだろ」

　果純の終了宣言にかぶせるように響也が言う。

　確かに一カ所だけ拭いていないところがある。だが、そこは躊躇してしまう。大事なところであり、一番恥ずかしいところのはずだ。そこはさすがの果純でも手が出ない。

「全身くまなく、だろ？」

「まだ悶えたりないの？」

「お前のテクニックで悶えさせられると思ってるのか？」

「なっ!?」

　果純は眉をつり上げた。

　もともと負けず嫌いな性格の果純だ。そう言われて引き下がるのは癪だった。

「わかったわ。そこも、じっくりと丁寧に拭いてあげるわよ」

　果純の言葉に響也はにやりと笑った。
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　ぬるくなったタオルを洗い、電子レンジで軽く温める。ほかほかになったタオルを手に部屋に戻った果純は、そこでベッドに寝そべる響也にクスリと笑った。

　目元にタオルを巻き、組んだ手をおなかの上に置いて仰向けに寝ている響也は、まるでキスを待っている白雪姫のようだった。白雪姫ほど可憐なら少しは可愛げがあるのにと思うが、タオルで隠れていない口元は明らかに楽しんでいるのがわかるほどの笑みが張り付いている。常々弟扱いしていたから、年上の果純がうろたえる姿が楽しくて仕方がないのだろう。

　見えていないくせにと思うが、タオルを外せばもっと楽しげに笑う黒い瞳があることは承知しているので、やはり見えない方がいい。

「ほら、脱がすから腰上げて」

　ベッドのそばに立って命じれば、驚くほど簡単に腰を上げた。果純に腰を突き出す格好は見ているこちらが恥ずかしくなるほどに、はしたなくいやらしい姿に見えた。

　顔を赤らめながら果純は響也の下着に手を伸ばす。腰のゴムを引っ張って緩めながら、下着をずらす。

「!!」

　下から現れたものに果純は息を飲んだ。てっきり力なく頭を垂れる小さな一物が現れると思っていたのだ。しかし実際に姿を見せたのは、すでに勃ち上がっている剛直。堅さや大きさは二週間前と比べれば少し小ぶりだ。しかし、半勃ちの状態でも十分大きく、凶器的な形をしている。

「嘘でしょ」

　完全ではない大きさなのに、その存在感に圧倒される。

「…………」

　ゴクリと響也が生唾を飲む音が聞こえた。緊張しているのか期待しているのか、剛直は小さく震えながらも成長を続けている。ゆっくりと目の前で大きくなっていく謎の生命体。形は凶悪だが、よく見れば可愛さもある。

　果純がちょうど手を広げたほどの長さ。広がった傘とその下の細長い幹。手のひらサイズのきのこだ。そのきのこを温かな蒸しタオルで包み込む。

「うぁ……んっ」

　響也が小さく声を上げた。その艶めく声にどきりとする。

　見れば響也の頬は少し赤くなっており、薄く唇が開いていた。その姿は色っぽく、普段は見ることのできない響也の隠された姿だ。そのことに果純は自分を落ち着かせるために深呼吸してつばを飲み込んだ。

　人肌の温度ほどの蒸しタオルで、下から上へとゆっくり拭いていく。傘の下部分は手首をねじりながら撫で上げる。茎部分を上下に何度もこする。

　男性の急所であり大事な部分だ。丁寧に、痛みを与えないようにゆっくりと拭いていった。

　拭き終えて見下ろした時、それはすでにきのこサイズではなくなっていた。果純の手には収まらないほどの大きさ。傘はさらに大きくなり、幹は長く太い。側面に血管が浮かんでいて、ドクドクと脈打つように震えている。

　響也の頬はさらに赤さを増し、拭いたばかりの肌はしっとりとしていた。甘い息を吐き、かすれた声を出す響也は目隠しをしていることもあってとても扇情的で背徳感がある。まるで果純が響也を監禁して、一方的に快楽を与えているように感じてしまう。

　それは響也を独占していることに他ならない。

　体も心も、そして頭の中さえも果純のことでいっぱいのはずだ。響也の何もかもを独占し、支配している。端から見れば異常な光景だろう。それでも果純はその異常さに恍惚とした何かを感じた。

　嬉しい。そして楽しい。

　姉としてではなく、幼馴染としてでもない。ただの一人の女として響也を支配していることが、こんなにも甘美なものだとは思わなかった。

　果純はにんまりと笑うとエプロンを脱いだ。

「響也。そういえば脇の下拭いてなかったね。少し汗をかいてるっぽいし、両手万歳してくれる？」

　腰紐をベッドの足にくくりつけながら言えば、響也は素直に言葉に従って両腕を頭の上に上げる。その両手首をひとまとめにして、エプロンで素早くくくりつけた。

「うわっ、ちょ……なに!?」

　突然のことにたいした抵抗もできず、響也は両腕をエプロンで拘束された。響也は手首に巻かれたエプロンを解こうとしているが、しっかりとした厚手の布地であるためになかなかうまくいかないらしい。手を拘束されて、目元のタオルを取ることもできない。起き上がることももちろんできない。

　白いタオルで目隠しをされ、両腕をピンクのエプロンで拘束されている全裸の響也。その姿を見下ろして果純はほくそ笑んだ。

　なんとも加虐心を煽る光景だ。

　別に体を痛めつけて楽しみたいわけではない。ただ、果純の手によって響也が恥ずかしげに頬を赤くする姿を見たいだけだ。普段は絶対に見せないような響也の姿を見てみたい。

　果純はスカートをたくし上げ、響也の体をまたいで腹筋の上に座った。普段ならばそんなはしたないことはしないが、相手が見えていないとなればかまわない。それにこうすれば響也はさらに動けなくなる。

「おい」

　低い声に苛立ちの色が混じる。気にせず果純は小さく笑うと響也の頬に手を添えた。ピクリと一瞬体が震える。そんな小さなことさえ楽しくて仕方がない。

「痛いことはしないよ？」

「そういうことじゃない。これを外せ」

　顎で頭の上にある両腕を指し示す。果純は首を振ってから、響也が見えていないことに気づいてまた笑った。

「駄目よ」

「看病しに来たんじゃなかったのか？」

「もう熱は下がってるでしょ。だから看病の時間は終わり」

　響也の額に手を当てれば、果純の手のひらの方が少し熱く感じるくらいだ。

「弟らしく、私の言うことを聞きなさい」

「俺は弟じゃ……っ!!」

　言葉の途中で、果純は響也の唇を塞いだ。

「言うことを、聞きなさい」

　一言一句ゆっくりと言い直せば、響也はわずかに顔を背けた。

「ドＳ」

　言いながらも抵抗らしい抵抗はしてこない。その態度こそが果純の言葉に従うと言っている。

　言葉は気に入らないが、きっと響也の言うように果純はサディスト気質なのだろう。響也を押さえつけて馬乗りになっている状況が楽しい。恥ずかしそうに頬を赤くさせている姿を見るのが嬉しい。

「ふふっ」

　思わず唇から笑いがこぼれた。それを聞きつけた響也が唇をとがらせ眉尻を上げるが、そんなことを気にする果純ではない。

　両手で頬を覆い、口づけた。リップ音をさせて唇を吸う。離れた唇から、どちらともなく甘い息が漏れる。その吐息が消える前にまた口づけた。

　チュッチュッと唇を吸う音だけが響く。

　舌を差し込むと、待っていたと言わんばかりに絡みついてきて応える。互いの唾液を交換し、吸い合う。甘い息づかいが乱れた呼吸音となり、果純は響也の上で身悶えた。

　ただキスをしているだけなのに、体が熱くなってくる。外は真冬の寒さだが、部屋の中は適度に暖かい。というか、暑い。部屋の暖かさに体の内部からもたらされる熱さが交わって汗をかくほどだ。

　果純は着ていた長袖のニットを脱いだ。下から豊かな胸を支えるブラジャーが現れる。そのブラジャーも脱ぎ去った。スカートのファスナーも下ろし、上半身を通して脱ぎ捨てる。

　全裸の響也の上にまたがる、ショーツ一枚姿の果純。

　いつもなら羞恥心が先にきてこんなに大胆なことはできない。こういった情事は男性が主導で行うと思っているからか、強気の果純でもつい消極的になってしまう。けれど今は違う。

　響也は両手を拘束され目隠しをされた状態だ。しかも果純が上に乗っているので満足に動くことすらできない。

　お互い大人になってからはそうでもなくなったが、子供の頃はよく響也とプロレスごっこをして負かしていた。こうして体の上に乗って言うことを聞かせていたことを思い出す。

　二週間前、言葉は悪いが響也にいいように体を弄ばれた。お互いに合意の上であったし、間違いなく今までで一番気持ちよかった。しかし、弟だと思っていたことも確かだ。立場は常に果純が上で、どんな時でも響也は果純の言葉を尊重してくれていた。けれどあの日は、どれだけ駄目だと言っても行為を止めなかった。逆に、駄目だというたびに快楽を与えられて流された。

　それが密かに悔しかった。

　けれど今の響也はどれほどもがいても果純からは逃れられない。弄ばれた分、響也に仕返しをするのだ。同じように快楽を与え、記憶がなくなるまで攻め続ける。

　果純は数分先の淫らな未来を想像して唇に笑みを浮かべた。その唇を舌で湿らせる。その湿った唇を響也の唇に重ねた。

　柔らかく温かい唇が触れた瞬間、唇を食まれた。驚いて離れた果純は、響也を睨み下ろす。唇を食まれただけで快感が体の芯を走り抜けた。快感を与える側になりたいのに、こちらが先に感じてしまっては意味がない。

　果純は自分を落ち着けるように深呼吸すると、再度響也にキスをした。唇が触れ、その暖かさと柔らかさを感じる前に離れる。時間にすれば一秒もない、ごく短いキス。離れてまた触れ合わせる。また離れて触れる。

　触れる場所も、真ん中、右端、左端と少しずつ変えていく。視界を閉ざされた響也にすれば、いつどこに触れるかわからない。触れた直後に離れては、反応する隙もない。

　ただ唇を軽く触れあわせるだけの行為なのに、それが繰り返されればそれは快感になる。

　キスをしてまた離れた時、響也の薄く開いた唇から甘い吐息が漏れた。耳にかすかに届くほどの小さな吐息。けれど果純の心は大きく揺らいだ。響也に快楽を与えていることが堪らなく嬉しい。そして、楽しい。

　果純を愛撫している時の響也もこんな心境だったのかと思うと、拘束して無理矢理押さえつけていることに罪悪感がある。あるが、やめられない。もっと感じて、もっと喘いで欲しい。羞恥に頬を染め、悶えている姿を見たい。

　響也のさらさらとした黒髪を撫でながら、鼻や頬にもキスをする。タオルにもキスをする。閉じられた瞼、こめかみ、耳。

「好きよ、響也」

　二週間前、結局言わなかった言葉。しかし果純はするりと口にした。こう言われれば、果純なら恥ずかしくて赤くなる。

　さあ頬を赤らめて身悶えなさい。

　そう思いながら響也を見下ろす。しかし羞恥に頬を染める様子はない。逆に、唇に笑みを貼り付け余裕の表情をしていた。

「好き？　違うな。俺は果純を愛している」

　言われた言葉で、逆に果純は耳まで赤くなった。まともに響也を見ていられなくて視線をさまよわせる。すると響也がクスクスと笑った。

「見えていなくても、果純がどんな表情をしているか俺にはわかるんだぜ。耳まで赤くなって、うろたえてるんだろ？　可愛いな、果純は」

　赤くなりながらも、果純は響也を睨み付けた。もっとも響也には見えていないのだから、まるで意味のない行動だが。

　違うと言えないのが悔しい。きっとここで嘘をついても響也にはばれる。だから言い返せない。

「どうした？」

「別に、どうもしないわよっ」

　こうなったら作戦変更だ。果純はキスや言葉で響也をやり込めるのは無理だと早々に諦めた。

　頬から顎へと指先を滑らせ、そのまま首をたどり鎖骨へと下ろす。鍛えられたしなやかな筋肉は板のように固いと思いきや、意外と柔らかい。胸板を撫で、その真ん中で硬くなっている蕾を指で突く。

「……っ!!」

　息を飲む音が聞こえ、響也がびくりと反応する。

「ここ、気持ちいいんだ」

「果純はどうだ？　自分の乳首を俺に摘ままれたら、気持ちいいか？」

　響也の指が何かを摘まむように動く。その動きに、二週間前の甘く淫らな情事が思い起こされて果純の脳内で再生された。触れられてもいないのに体が勝手に反応する。果純の胸の上にある蕾が硬くなり、お腹の奥が熱くなる。

　密かに甘いため息を吐くと、響也がニヤリと笑った。

「触れられてもいないのに、感じてるのか？　本当に可愛いな、果純は」

　言われて一気に頬が熱くなる。

　見えていないのになぜわかるのか。本当は見えているのではないか。そう思って響也の目の前で手をひらひらさせてみたものの反応はない。

　果純は首を振って冷静さを取り戻すと、再び響也の胸に手を伸ばした。硬くなっている突起を指で突き摘まむ。親指と人差し指でくりくりと摘まんで引っ張った。

　響也の息が弾み、甘い吐息が零れる。それが嬉しくて、果純はその突起に唇を寄せた。ちろりと先端を舐めると響也の体が震える。

　ちゅっちゅと唇で食み、舌を巻き付ける。そのたびにお尻に当たる感触がどんどん硬くなっていく。感じているのだとわかれば嬉しくて、舌と指で交互に愛撫した。

　体を下へとずらしながら、胸筋、腹筋へと唇を滑らせていく。そうして響也の体の中心にある剛直へと来たところで手を止めた。

　先ほどよりも確実に大きくなっている剛直。完全に勃ち上がった姿はずっと凶悪で、恐ろしい形をしていた。

　中をかき回す大きな傘。蜜路を埋める太い茎。奥まで届く長さ。響也の剛直をこんな間近で見たのは初めてで、果純はゴクリとつばを飲み込んだ。これがこの間自分の中に入っていたのだと思うと恥ずかしい。なのにその快楽を与えてくれた姿に見惚れてしまう。

　そっと触れると剛直がびくりと震える。逃げようとする小動物のような素振りに、思わず果純はそれを握りしめた。

「うぁあっ」

　ぎゅっと握れば響也が快楽の声を上げる。その声が耳に心地いい。握っていた力を緩め、またぎゅっと握る。そうすると響也がまた声を上げた。それが楽しくて、嬉しくて堪らない。

　今まで響也に与えられるだけだった快楽を、果純が与えている。

「ふふっ」

　果純の唇からまた笑い声が漏れた。

「……楽しそうだな」

「楽しいよ。もの凄く」

　目を細めて笑う。乾いた唇を舌で濡らし、その唇を剛直に寄せた。

「うっ……く」

　傘の真ん中にあるくぼみにキスをする。チュッと音を立てて離れ、また唇を寄せる。傘が震え、茎の側面に血管が浮かび上がる。

　小さな姿から勃ち上がった凶悪な形へと姿を変える剛直。次はどんな姿を見せてくれるのかと、果純は唇を開けて傘を口の中に迎え入れる。そのまま茎まで飲み込んだ。途中で苦しくなって吐き出せば、ぬらぬらと照り光る様に恍惚とした表情を浮かべる。

　もっと別のも見せて欲しいと果純は茎に舌を伸ばした。下から上へと舐め上げる。傘の先端から透明な液を吐き出して震える様は小動物のようで可愛い。凶悪な見た目なのに、精一杯虚勢を張る姿が微笑ましい。

　どんどん形を大きくさせていく剛直に、夢中になって舌を這わせた。傘を咥えて透明な液を舐め取る。無色透明なのにしょっぱく、そして甘い。

「はあぁ……果純」

　響也は荒く息を吐き出し、苦しそうに眉間にしわを寄せている。響也が自分のこんな表情を見ていたのだと思うと嬉しくなる。そして同じように響也のその顔を見られたことに優越感を覚えた。

　付け根を舐めると、ぶるっと響也が身悶えた。そこから舐め上げて傘を咥える。手で根元をしごき、先端は口と舌で愛撫する。愛撫を与えれば与えるほど、剛直は熱く大きくなっていく。

「果純……待て、も……駄目だ」

　切羽詰まった声に果純は気をよくした。手と口を動かして、さらに愛撫を続ける。響也の息が乱れ、甘く切ない声が食いしばった唇から漏れる。

「あぁ、くっ……果純……離、せ……もう……っ!!」

　響也の全身に力がこもる。剛直が震え、一瞬膨張したかに思えた。次の瞬間、果純の口の中に白濁が勢いよく解き放たれた。

　苦みと独特の匂いが鼻を突き、果純は剛直から口を離した。口の中のものをどうしようと迷った末、果純は置いてあったタオルにそれを吐き出した。白い欲望と唾液が混じり合った液体がタオルに染みこんでいく。

　見下ろせば、怒張をなくしてくたりと萎れている剛直が目に入った。果純の唾液と白濁がまとわりついた姿は、雨に濡れた子犬のように哀愁を漂わせている。

　果純はその萎れた茎をタオルで綺麗に拭いてやった。そうするとその刺激でまたわずかに勃ち上がる。

「可愛い」

　思わず声に出してしまった。

　タオルをベッドサイドに置いて、まだ小さなそれに手を伸ばす。その手首を、大きな手のひらが掴んだ。

　え、と思って顔を上げれば、そこにエプロンの拘束もタオルの目隠しも取った響也が舌なめずりしながらこちらを見つめている姿があった。
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　何の抵抗もなく、長い指が蜜壷に入っていく。指が入った分、透明な蜜が溢れてしたたり落ちる。

「は……やあぁ、んっ」

　悩ましげな声が果純の唇から漏れる。チラリとその様子を見た響也は薄ら笑いを浮かべた。

　ピンクのエプロンで両手を拘束され、白いタオルで目隠しされた果純。下着もすべて取り払われ、生まれたままの姿でベッドに拘束されている。

　これは確かに、そそる。

　果純が夢中になっていたのも理解できる。けれど理解できるからといって、やられっぱなしというのは矜持に関わる。

　目隠しされて縛られ、挙げ句の果てに果純の口の中で果てた。身動きができず、いいように翻弄されてなぶられた。

　そんな異常な状況にも関わらず、興奮していた自分にも驚いた。だから我慢ができなかった。果純の両手の動きと熱い口内。射精感をこらえることができずに果純の口の中に欲望を吐き出した。

　射精の後にやってくるのは冷静状態だ。興奮から一気に冷め、性欲が著しく減退する。いわゆる賢者タイムだ。だが、先ほどの響也にはそれがなかった。薄い皮膜の中ではなく、果純の口の中で達したことに欲情した。普通なら数瞬で再度勃つなどない。少なくとも響也は今までそんなことはなかった。

　二週間前もそうだった。まるで思春期のように何度も勃って何度も求めた。それと同じことが今日も起きている。

　何度でもイける。

　それはつまり、何度も果純を味わえるということだ。それを思うと響也は堪らなく興奮する。

　倍返しどころではない。何度も何度もイかせて、快感を数十倍にして返してやる。

　響也は舌なめずりすると、果純の唇にキスを落とす。果純が見えていないため、優しく丁寧にキスを繰り返した。それと同時に蜜壷に指を深く埋め込む。長い指が奥まで届き、果純の感じるポイントを的確に探り当てて擦りつける。

　果純が快感に顔を背けると、それを追ってまた唇を合わせた。舌を差し込み歯列も舐め取る。さらに奥に進み、怯えるように身を潜めている舌を引っ張り出して絡めた。舌が絡み合い、キスもそれにしたがって深くなる。角度を変えて何度も唇を覆い、舌を擦り合わせて唾液を飲み下す。

　果純の唾液は甘く感じる。唾液だけではない。汗も蜜も、何もかもが甘く響也を誘う。それを体に取り入れれば、まるで媚薬のように体が熱くなりもっと果純が欲しくなる。

「んっ……んんっ、んああっ、響也……もう、駄目！」

　感極まった声を上げ、果純が体を震わせた。背を反らせ、体にぎゅっと力が入る。そして一瞬後に全身から力が抜けてベッドに体を投げ出した。

「またイったのか」

　何度目になるかわからない絶頂。羞恥心をあおるように耳元で囁くと、果純の頬が赤く染まる。

「だって、響也の指が……」

「指？　俺の指がなんだ？」

　意地悪く聞けば、果純は言葉に詰まった。

「気持ちいいって、そう言えよ」

「い、言わないわよっ！」

　強気な発言に苦笑し、響也は指を動かした。途端に果純が嬌声を上げる。

「果純の体は感じやすいんだ。ほら、ここも、こっちも気持ちいいんだろ？」

「あっ！　ん、やだ……や、ああぁ……そこ…………駄目」

　快感のポイントを突いてやれば、果純は簡単に白旗を揚げる。けれどそれで止まる響也ではない。さらに指を擦りつけ、指を出し入れする速度が増す。

「あ、ああ……やだ、や……もう、無理…………もぅ……んっ、やぁああああっ!!」

　果純の中から蜜がどっと溢れ、響也の指を濡らした。その濡れそぼった指で、花芽を擦る。

「やだ、待って。まだ駄目……それ、や……駄目……だって、ああっ」

　絶頂を迎えた体を苛むのは、さらなる快感だ。果純は首を振って快感に耐えている。その胸の上で揺れる硬くなった蕾に舌を這わせた。果純が体を震わせて叫ぶ。

　指で秘所を、口で胸の蕾に愛撫を繰り返した。果純の声に余裕がなくなり絶頂を迎える直前、響也はすべての行為を止めた。

「え…………」

　果純の口から掠れた声がこぼれ落ちた。

「どうした？　して欲しいことがあれば、言えばいい」

　濡れた指先で太ももを撫でる。ぴくりと足が震え、果純が甘い声を吐く。果純の熱が十分に下がったことを確認して、響也は再び果純の体に快楽を与える。そうしてまた絶頂の直前で愛撫を止めた。

「ああ……やだ、響也」

　悶え、太ももを擦り合わせて果純は首を振った。散々イかされた体は、絶頂を求めて果純の意識を苛む。けれど響也はそれを与えない。

「どうして欲しいか言えばいい。俺に気持ちよくして欲しいって、言ってみろよ」

　耳元で囁き、赤く染まる頬に唇を寄せた。ただそれだけのことなのに、果純が首をすくめて声を上げる。快感を求める体は、ほんの小さな刺激にも反応した。

「お願い……響也、お願い」

「だから、なにを？」

「……指が欲しい」

　響也はくっと笑うと、細長い指を果純の唇にあてがった。蜜で濡れた指に赤い舌が巻き付く。

「響也…………響也……」

　熱に浮かされたように果純が響也の名前を呼ぶ。響也は眉根を寄せた。自分の名前を呼びながら指に舌を巻き付けてくる扇情的な光景に胸が高鳴り、欲情がこみ上げてくる。

「それだけでいいのか？」

「…………して」

「だから、なにを？」

　再度問いかけると、果純はまた言葉を詰まらせた。指をわずかに離せば、舌が追ってくる。首を上げ、響也の指に夢中で舌を這わせている姿に生唾を飲み込む。奥歯を噛みしめて、衝動的に襲いそうになる気持ちを無理矢理抑え込んだ。

「響也…………ので、気持ちよく……して」

　点数にするなら及第点。もっといやらしく誘って欲しかったが、今の果純ではこれが精一杯なのだろう。

「了解」

　言って響也は果純の唇にキスを落とした。ゴムをつけ、果純の足を抱え上げて秘所に先端をあてがった。

「……あぁ」

　感嘆の声が果純の口から漏れる。腰を進め、秘裂に沿って剛直を擦りつける。

「や……ああっ、やだ……違っ!!」

　剛直で花芽を擦られて強烈な快感を感じながらも、それが求めていた行為でないことに果純は首を振った。

「気持ちよく、してやってるだろ？」

　剛直がこすれるたびに、粘ついた水音が響く。それと同時に、果純の嬌声も上がる。何度も限界寸前まで追い詰めた体は、あっけなく絶頂を迎えた。

「やぁ、あん……あああっ!!」

　何度も体を震わせる果純にほくそ笑みながら、響也はさらに腰を擦り付けた。

「ああっ、駄目……響也、待って……やだ……また、イっちゃう……から」

　響也の動きに合わせて、果純の呼吸も弾む。息を吐くたびに甘い声が漏れた。

「ほら、感じろよ。俺を」

「違う……響也、お願い……挿れて……あん、あぁ……響也……が、欲しいの……んあああっ」

　再度絶頂を迎えた果純が体を痙攣させて脱力する。その瞬間を狙って、響也は剛直を秘所にねじ込んだ。

「や、んああああぁぁっ!!」

　挿入しただけで果純が背を反らせて叫んだ。

　奥深くまで入れた剛直を抜き、また入れる。素早く抜き、最奥を突いた。ぐちゅぐちゅと水音が響き、響也の息づかいと果純の嬌声が部屋に響く。その嬌声が高まって果純が体を震わせる。

　もう何度目になるかわからない絶頂。けれど響也はさらに腰を進めた。

「ああっ、響也……待って、やだ……これ以上……無理……あ、やあっ！」

「欲しかったんだろ。もっと、味わえよ」

　肉同士がぶつかり合う音をさせて深く交わり合う。蜜が飛び散り、果純が背を反らせた。体を痙攣させながら、やまない快楽に激しく首を振る。絶頂を迎えてもさらなる快楽が襲い、熱が下がらぬうちにまた達する。

「やだ、やだ……これ以上……無理……も、駄目……また、イっちゃ……うんぁあああっ!!」

　ぎゅっと中が締まる。我慢の限界を迎えていた響也も、熱い息とともに自らの欲望を吐き出した。

　荒い息を吐きながら剛直をずるりと引き抜く。蜜でベトベトになった剛直と秘所の間に透明な橋が架かり、すぐに切れて落ちた。

　糸の切れた人形のように果純は力なくベッドに横たわっている。その和毛や太ももは蜜でびしょびしょだった。

　汚れたゴムを捨て、萎えた剛直をタオルで拭う。そうして果純の腕を拘束しているエプロンを解いた。目隠しのタオルも取り去る。そのタオルで果純の体液を拭おうとした響也の手が止まる。

　ゴクリと生唾を飲み込む。その目は果純を捉えたまま離れなかった。

「……きょう……やぁ」

　甘さを滲ませた気怠い声。赤らんだ頬。濡れた唇。潤んだ茶色の瞳。色香を漂わせる果純に視線が釘付けになった。

　自分の体を見下ろせば、先ほどまで萎えていた剛直がすでに硬く勃ち上がっており、果純が欲しいとすでによだれを垂らしていた。

　もう一度生唾を飲み込んで、響也は新しいゴムを剛直にかぶせた。

「……響也？」

　ぼんやりとしながらも、その行動に果純が眉根を寄せる。

「もう……無理よ」

「誘ったのは果純だろ。煽ったのも果純だ」

「……違うもん」

「違わねえよ」

　いやいやと首を振る果純に響也は苦笑する。急に幼子になったようだ。なのに体は成熟した女性。可愛く、そして美しく響也を惹きつけてやまない。

　その腰を捉えて引き寄せた。今度は目をしっかりと合わせたままぐいっと奥まで挿入した。美しい顔が快楽にゆがむ。腰を引き寄せながら自らも腰を振った。肉同士がぶつかり、剛直は更に奥まで侵入する。

「や、ああっ……駄目！　響也……壊れちゃう」

「壊さねえよ」

　言いながら、ゆっくりと抽挿を繰り返した。瞳が潤み、恍惚とした表情が浮かぶ。響也の与える快楽に酔いしれ、甘い声を出す。

　響也は果純を抱き起こすと、そのまま下から突いた。果純の自重で剛直が奥までみっちりと埋まる。果純が奥を突かれて呻き、響也は快楽の吐息を吐いた。腕を背中に回して抱きしめる。暖かく柔らかな体は心地よく、豊かな胸が胸板に擦り付けられてさらなる欲情を抱かせる。

　頭の後ろで一つに束ねられた髪を解いた。ふわりと広がった髪からシャンプーの香りが漂ってくる。

　二週間前は響也と同じ匂いだった。しかし今日は当然違う匂いだ。果純の家で使われているシャンプーの香り。

　同じ匂いだとまるで響也のものだと宣言しているようで堪らなかった。だが違う匂いだと、それはそれで欲情する。自分の匂いに染めてやりたい、果純の何もかもを奪って犯したいと思ってしまう。

　果純の中に入り込んで肉体的には一つになっているのに、まだ欲している。もっと深く、一つになりたい。

　もっともっと。

　無意識に果純の肩口に噛みついた。軟らかな肉の感触に、はっとして離す。白い肌にうっすらと歯形がついていた。果純に本気で食らいつきそうになっていた。

　守りたいと思っている人を、響也自身が傷つけてしまっていることにぞっとした。

「響也？」

　急に動きを止めて呆然とする響也に、果純が心配げに見下ろしてくる。その茶色い瞳を見上げ、響也は自嘲の笑みを浮かべた。果純を抱きしめていた腕を解放し、全身の力を抜いた。パタリとベッドに倒れ込む。

「響也？」

　再度問われて響也は腰を揺らした。堪らず果純が小さく喘ぐ。

「気持ちよくなりたいなら、自分で動くんだ」

　理性を保つために響也が取った行動は、果純自身に動いてもらうことだった。

「え!?」

「ほら」

　うろたえる果純を導くようにゆるりと腰を動かした。

「やっ……ん、んんっ………あ……」

　快感の後に来る突然の静止。熱くなった体は快楽を求める。果純が不満そうな表情で見下ろしてくる。それに首をかしげながらに目を細める。

　欲しければ、動け。

　暗にそう言い、腰を揺らめかす。わずかな動きは小さな快楽しか与えない。それがわかっていて焦らした。

　果純が迷った末に響也の肩に手を置く。視線が合いにやりと笑うと、果純は恥ずかしそうに顔を背ける。そうしてゆっくりと腰を上下に動かし始めた。

「……あ、や……ああ、あっ！」

　果純が腰を振りながら小さく声を上げる。そこから快楽を求めて激しさを増すのに時間はかからなかった。時に響也を焦らすように、時に激しく動かす。剛直で中を擦り付け、前後に上下に動いた。繊細で大胆な動きに、響也も快楽の息を吐いた。

　息を弾ませ、髪を振り乱して跳ねる。果純が気持ちよくなればなるほど、響也も快楽に追い詰められていく。眉根を寄せて、歯を食いしばる。その歯の隙間から熱い息が声と共に漏れた。

「ふふっ」

　体を弾ませながら、果純が笑った。見上げれば、果純は頬を紅潮させて妖艶に笑っている。

　上から見下ろす果純は綺麗だった。表情も肌の白さも、それが徐々に赤くなる様もすべてが見えた。けれど下から見上げる果純はさらに美しかった。照明が作り出す肌の陰影。豊かに広がる髪に彩られた顔。上からでは見られない優越感を浮かべた果純の表情。

　それを心から美しいと思った。

　だんだんと余裕のなくなってくる声に動きが激しくなる。嬌声も切羽詰まってきた。響也は果純の動きに合わせて腰を突き上げた。

「あっ！　やだ、駄目……動いちゃ……あ、んんっ!!」

　言いながら、果純は響也に負けじと更に腰を動かす。水音が増し、二人の息づかいが重なる。

「ああ、あっ……や、イく……イっちゃ……う…………ん、あっ、ああああっ!!」

　果純が絶叫して体を震わせながら達した。一瞬後に、力なく響也の体に覆い被さる。荒い息を整えようと、深呼吸を繰り返す。

　そんな果純の細い肩と腰に腕を回して抱きしめる。汗をかいてしっとりとした肌が手に心地よい。

「ああ……果純」

　名を呼んで腕に力を込める。そして、下から猛烈に突いた。

「きゃぅ……あっ、やああっ、駄目！　響也、駄目！」

　叫んで逃げようとする体を強く抱きしめる。

「逃がすわけないだろ」

　熱い息とともに耳に吹き込む。

「響也、も……駄目だって……あんっ」

　自由になる首だけを上げて果純は抗議の声を上げた。その唇を言葉ごと奪う。逃げられないように後頭部を押さえ、更に深く交わる。

　言葉も呼吸も奪われて果純が呻く。目尻から涙が零れた。塩味のキス。それすらも欲情に変わる。果純の嬌声を聞き、唇を味わう。密着した体は熱く、剛直は硬さを増して果純の中を穿つ。

「好きだ」

　キスの合間に、まるで免罪符のように口にする。

　傷つけたくない。けれど止まらない。蓄積された熱が解放を求めて体中を駆け巡る。それが一カ所に集まり剛直が膨張したように思った瞬間、響也は欲望を解き放った。

　果純を数度突き、白濁を一滴残らず被膜の中に吐き出した。

　荒い息を整えながら果純の頭を撫でる。ふわりとした手に心地よい髪の感触。それを楽しんでいる間に、果純がどうにか呼吸を整え終わって大きく息をついた。

「……馬鹿」

　息をついて一言目になじられて、響也は苦笑する。

「誘ったのも煽ったのも果純だ」

「違うもん。あれは看病の一環で……」

「嘘つけ。人に目隠しして裸にひん剥いて、腕を拘束しただろ。おまけに口で一発抜いてよく言うよ」

「あ、あれも看病よ！」

「じゃあ果純が病気になって倒れたら、裸にして体の隅々まで可愛がってやる」

　クスクス笑えば果純はガバッと体を起こした。

「それ、医者が言う言葉!?」

「医者かどうかは関係ない。果純流の看病の仕方を真似するだけさ」

　むっとする果純の尖った唇に、響也は軽くキスをする。

「次が楽しみだ」

　わめく果純を抱きしめて、響也は笑った。







第三章 ドライブデート
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　日曜日の朝、スマホのアラームが六時を知らせる。

「んん……眠……」

　目をつむったまま画面をなぞって目覚ましを止めた果純は、そのまま枕に顔をうずめた。

　今日は出かける約束をしていた。響也が新しく買った車のお披露目と慣らし運転をするためにドライブへ行くことになっていたのだ。自宅からだと二時間くらいかかる湖で、響也がよく行く場所だ。駐車場の先には公園や多目的広場があり、親子連れがキャンプやピクニックを楽しめるようになっているらしい。

　そう聞いていた果純はお弁当を作るつもりでいた。その為の早起きだ。

　もそもそと枕から顔を上げて部屋の時計を見る。時間は六時四分になっていた。休みの日だからもっと眠っていたいが、お弁当を広げて嬉しそうに笑う響也を想像すると頑張ろうと思える。

　その時、目の端でスマホの画面が光った。目覚ましのスヌーズ機能だろうと画面を指でなぞった。

『果純』

　その途端、スピーカーから男の声が響いてきた。驚いて目を見開き画面を確認した果純は、自分の軽率さに頭を抱えた。

　画面には『伊藤慎吾』と名前が出ている。

　半年前に別れ、二か月前から復縁を迫ってきている元彼。果純とは真逆の可愛らしい女の子と二股をした末に彼女を選んだはずなのに、なぜかその彼女と別れてまた果純に付きまとい始めた。

『お前、今日休みだろ？　車でどこかに出かけようぜ』

「はあ？」

　突然の誘いに果純は眉を吊り上げた。思いっきりビンタをされて別れた相手を、またドライブデートに誘ってくる神経がわからない。

『山でも湖でも、お前が行きたいところに連れてってやるよ』

「私たち、別れたのよ。もう電話かけてこないで」

『それは果純がそう思ってるだけだろ。俺は別れたつもりはない』

「彼氏ができたの」

　そう告げた途端、慎吾はなぜかくすくすと笑った。

『そんな嘘ついて俺に嫉妬させようなんて、果純も可愛いことするんだな』

「…………」

　きちんとした言葉を話しているのに、まったく相手に通じている気がしない。付き合っている時はこんな感じではなかった。少し強引ではあったが、もっとまともに話ができる人だったはずだ。

　果純は首を振ると大きなため息を吐いた。

「私はあなたとよりを戻す気はないの。もう二度と電話もメールもしないで。じゃあね」

　冷たく言い放って果純は電話を切った。しばらくするとまたスマホの画面が点灯する。画面に表示された名前に辟易としながら首を振り、果純はスマホをそのままに部屋を出た。

　その後も何度か電話とメールがあったが、すべて無視してお弁当を作った。

　昨日のうちに下ごしらえを済ませていたので、卵や野菜の肉巻きを焼いたりするだけだ。おかずを冷ましている間に果純は用意していた具材をパンにはさんでいく。

　冬のピクニックは、おにぎりよりもサンドイッチのほうが冷たくてもおいしく食べられる。定番のポテトサラダやツナマヨ、トマトとキュウリなどの野菜系をサンドイッチケースに詰めた。完全に冷ましたおかずをお弁当に詰め、最後に作っておいた玉ねぎスープを温めて保温機能のあるスープジャーに入れてしっかりと蓋をした。

　鼻歌を歌いながらお弁当とレジャーシートを大き目のトートバッグに入れた果純は、キッチンの窓から見える空を見上げてわずかに眉をひそめた。

　見事な曇天だ。天気予報では雨の心配はないと言っていたが、念のために折り畳み傘もバッグに入れておいた。

　約束の九時になり、荷物を持って外に出ると家の前に白い車が停められていた。

　磨き上げられた車体は流線型で見るからに速そうだ。普段は五人乗りだが、後部座席を倒せば荷室空間が広がりたくさん荷物が乗せられる。またいざという時は車内に寝泊まりすることもできるというスポーツタイプの車だった。

　運転席からサングラスをかけた響也が降りてきて、果純に歩み寄る。近くで見る響也はやはり格好いい。サングラスが怖いくらい似合っていて、パッと見は強面に見えるのが難点と言えば難点だ。

「おはよう」

「おはよう。また凄い車買ったのね」

「凄いか？」

「うん。目が鋭くて鼻が大きい」

「ライトとエアダクトな」

　果純が感想を述べると響也は一つ一つ丁寧に訂正する。車にこだわりがある分、そういうところは見逃せないらしい。

「格好いいね！」

「最上の褒め言葉だな」

　響也は嬉しそうに笑い、果純の持つ荷物を受け取って助手席のドアを開けた。

「さあどうぞ。乗り心地も最上だぞ」

「ふふっ、ありがとう」

　乗り込むとドアが閉められる。荷物を後部座席に乗せ、響也も運転席に乗り込んだ。




　途中に休憩を挟みながら首都高速を走る。乗り心地も最上だと言った通り、車のシートはゆったりしていて長時間乗っても疲れない。響也の運転技術もあるのだろうが、揺れも少なく安定した走りだった。

「響也って運転うまいよね」

「まあな。昔徹と走り回ったから、そのお陰ってのもある」

　親友の名前を出して響也は笑う。

「スピードは出さないの？」

　追い越し車線を猛スピードで走り去る車を見て果純は聞いてみた。響也が大学生の頃はそれこそ毎晩のように徹と走りに行っていたのを覚えている。速さを求めて改造しては走り、サーキットへも足を運んでいた。速さ自慢も何度も聞いたし、実際に乗せてもらってその速さに恐怖を覚えたこともある。

　けれど、今は制限速度を守って走っている。当たり前の話なのだが、昔の血が騒いだりしないものなのだろうかと不思議に思う。

「スピード重視の走りは卒業したんだ」

　横をすり抜けていく車を見ながら響也は小さく笑った。

「アクセルを踏めばどんな車でもスピードは出る。重要なのはアクセルじゃなくて、車をコントロールできるテクニックとブレーキング。それに気づいたから今は安全重視走行」

「確かに安全運転だよね」

「果純が乗ってるから余計にな」

「私？」

「自分の未熟さで果純に怪我なんかさせたら、俺は自分を一生許せなくなるから」

「え、そんなに!?」

「当たり前だろう。運転も慎重になるくらい、果純が好きだってことだよ」

　響也の言葉に果純は目を見開き頬を染めた。それを隠すように窓の外に目を向ける。すべてわかっているのか、響也は笑いながら果純の手を握ってきた。

「う、運転に集中しなきゃ駄目でしょ」

「そうだな」

　笑いながら、響也の指先が果純の手の甲をするりと撫でていった。ただそれだけの行為に背筋がぞくりとする。

　ほんの小さな快感に果純は体の奥が熱くなってくるのを止められなかった。




　駐車場に止めた車から降りた果純は、大きく伸びをして空を見上げた。そして大きく息を吐く。

「これはさらに見事な曇天」

　朝よりも曇っている。さらに風も強くなっていて寒い。果純はダウンジャケットのファスナーを上げ、マフラーをしっかりと巻きなおした。

　湖の手前の公園にやってくると、さらに風が強まった。湖面を吹き抜ける風が冷気を孕んで体温を容赦なく奪っていく。

「寒っ」

　呟いた果純の言葉が白い靄となって風に流されていく。冷たくなった手のひらに温かい息を吐きかける。その手を取り、響也がコートのポケットへと誘った。響也の手のひらとポケット内の温かさに頬を緩めるが、その頬は風で冷たくなっていく。

「いつもならもっと温かいんだが」

「日差しがないんだし、風もこれだけ強ければ仕方ないよ。寒くてもいいじゃない。こうして二人で出かけられることが私は嬉しいんだから」

　ポケットの中で果純の小さな手を響也が握った。大きな手に包まれて果純は照れを隠すように湖を見つめる。

　あいにくの天気と風のせいか、周りには誰の姿もなく二人きりだった。ボートも風が出ているために一艘もこぎ出していない。ひっそりとした湖の波の音が風の合間に聞こえて心を癒してくれる。湖畔に繋がれたボートが揺れて、踊っているようにも見えた。

「ここは俺も好きな場所なんだ。春は花、夏は緑が綺麗に湖に映える。秋は紅葉、冬は空気が澄んでいて景色が凛としている。いつ来ても癒されるが、冬が一番好きなんだ。この冷たい空気を肺いっぱいに取り込むと、頭がすっきりして悩み事が吹き飛ぶ」

　言いながら響也は深呼吸を繰り返した。果純も息を吸い込む。キンとした冷たい空気が肺を満たしていく。吐き出せば白い靄が広がり、果純は自然と笑みを浮かべた。

「本当だ。気持ちいい」

「だろ？　初デートはここでって決めてた」

「初デート!?」

　果純は驚きすぎて素っ頓狂な声を上げた。

「だってそうだろ。付き合って初めてのデートだから初デート」

　思い返してみればそうなるのかもしれない。響也とはよく出かけていたし、ドライブも今日が初めてではない。けれども姉弟でなくなってから出かけるのは初めてで、そう言われればその通りだ。

　改めてデートだと言われると、響也のことを意識してしまう。ポケットの中の手が大きくて、男性の手なんだなと思う。それが徐々に恥ずかしさに繋がってくる。

「そういえばまだ聞いてなかったな」

　手をきゅっと握られて頬を赤らめたまま隣を見上げれば、不敵な笑みを浮かべた響也が見下ろしていた。それに思わず眉根が寄る。こういう顔をした時の響也は大抵妙なことを考えていることが多い。

「俺たち、付き合ってるんだよな？」

「そ、そうなるわね」

「お互いに好き合ってるってことであってるな？」

「うん。あってるんじゃない？」

　言葉で再認識させられる。そっけない態度を取っているものの、脳内では響也との情事のシーンが何度も再現されている。自分のあられもない姿、甘く切ない声。響也の肉体美、迫る姿と低い声。恥ずかしさに一気に体温が上がる。思わず視線を逸らすと、響也が顔を覗き込んで目を合わせてくる。

「でも俺まだお前から聞いてないんだけど」

「何を？」

「好きって言葉」

　首を傾げた果純に響也は薄っすらと笑いながら答えた。その表情に頬を引きつらせた。

「言ったことあるわよ」

「いつ？」

「響也が熱を出して看病しに行った時、好きって言ったじゃない」

　響也を悶えさせようと、耳元で囁いた。エプロンで両手を拘束し、目元はタオルで覆っていた。跨る果純は裸も同然で、その光景を思い出して果純はわずかに頬を染めた。

「あれは無効」

「は!?　なんで？」

「ちゃんと目を見て言って欲しいから」

「そんなの……」

　確かに目を見て言ったことはない。けれど態度を見ればわかるはずだ。何度もキスをして体を触れ合わせているのに、好き以外の感情があるわけがない。

「べ、別に言わなくたって、わかるでしょ」

「わかってても、言って欲しいんだ」

　迫られて果純はうろたえた。

　好きだと思っている。言ってもいいとも思っているのに、そこで果純の中の天邪鬼な部分が邪魔をする。

「…………」

　唇は『す』の形を作っている。なのに言葉が出てこない。何度もそうして唇を突き出すようにしていると、響也がその唇に素早く唇を重ねた。ほんの少しだけ触れた唇。温かさはすぐに風に紛れてなくなっても、感触はずっと残っている。

「ちょっと！」

「ずっと口を突き出しているから、キスをねだってるのかと思って」

「そんなわけ……」

「して欲しくなかった？」

　笑顔で聞かれてぐっと言葉に詰まる。けれどすぐに眉尻を吊り上げた。

「そういう問題じゃないの。外でするものじゃないから、こういうことは」

　誰かに見られたらどうするのだと文句を言えば、響也はどこ吹く風で肩をすくめた。

「誰に見られても俺は平気だけど。逆に、果純が俺のものだって言ってるみたいで優越感」

　言ってから響也はふと空を見上げた。

「降ってきたな」

　言い終えぬうちに、果純の鼻にも雨粒が当たる。

「やだ。せっかくお弁当作ってきたのに無駄になっちゃった」

　この寒さに雨が重なれば、お弁当を外で食べることなどできない。せっかく作ってきたのにと果純はため息を吐いた。

「あの大荷物は弁当か」

　果純が持ってきていた荷物を思い浮かべて響也がなるほどとうなずく。

「とにかく、車に戻ろう」

　響也は駐車場に走り出した。その後を果純も追う。

　雨が降ってくるのと同時に、数台の車が駐車場を後にしていた。あいにくの天気で元々少なかったのがさらに減っている。

　リモートキーで解除された助手席のドアを開けて、果純は滑り込むように入るとドアを閉めた。同じように運転席に入ってくると思っていた響也は、なぜか後部のバックドアを開けていた。

　果純の持ってきていた荷物を取り、後部座席を倒してトランクルームを広げた。見守っていた果純を手招きする。わけがわからないまま助手席から後部へ移動した果純は、そこでいそいそとレジャーシートを広げている響也に唖然とする。

「ほら、乗って」

「え、でも靴が」

「そのままでいいから」

　しかしそういう響也は靴を履いておらず、荷台の端に置いてあるビニールの上にそろえてあった。果純は躊躇した末に荷台に上がり、スニーカーを脱いで同じように端にそろえて置いた。響也がバックドアを閉めれば冷気が遮断されて外よりは温かく感じる。

「ここで弁当を食べれば無駄にならない」

「いやいや！　だって、新車なんでしょ？　匂いとかつくし、汚したりしたら」

「匂いとか汚れは後でどうにでもなる。でも果純が作ってくれたこの弁当は、今しか食べられない」

　その通りではある。雨や風が吹いても車内なら温かい。それに、もともと荷台が広く作られており、後部座席を倒した荷室は広々としていた。長身の響也はさすがに頭がつかえているが、果純は普通に座っていても頭の上にまだ少し空間が残っている。

　嬉々として弁当を広げる響也が子供のようで、果純は苦笑するとそれを手伝った。

　車のシートが汚れないように、レジャーシートの上に取り出したお弁当を広げていく。

　サンドイッチケースには三種類のサンドイッチ。お弁当箱には卵焼き、エリンギのレモンバターソテー、小松菜のナムル、ごぼう・人参・いんげんの肉巻き、うずらの煮卵、唐揚げが詰められていた。プチトマトとブロッコリーが隙間に入れられていて、華やかな色どりだ。自分でもよくできていると思える。だからこそ無駄にしたくなかった。響也がその気持ちを汲んでくれたのが嬉しい。

　チラリと見上げると、瞳をキラキラさせて響也がお弁当を見下ろしていた。まるで小学生のような姿に頬が緩む。

「どうぞ、召し上がれ」

「いただきます！」

　おしぼりで手を拭いた響也が両手を合わせてからサンドイッチに手を伸ばした。その間に果純はスープジャーの蓋を開ける。玉ねぎとコンソメの香りが車内に広がる。鼻をひくつかせた響也が、やはり瞳を輝かせて果純の手もとを見ていた。スープジャーを渡せば、一口飲んで満足げな吐息を吐き出す。

「旨い。それに体が温まる」

　子供のような表情でおじさんのようなことを言う響也に苦笑しながら、果純もお弁当に手を伸ばした。





２






　車に叩きつける雨の音が車内に響く。雨は一向に止む気配はなく、さらに激しさを増している。お弁当はとっくに食べ終わって片づけており、食後に外へ散策に行きたいところだが無理そうだ。

　窓から外を見上げた果純は、せっかくのドライブデートなのにと眉を下げた。

　天気を確認しようとスマホに手を伸ばした果純は、幾つもの着信が着ていることにまた眉を下げた。名前は見なくてもわかる。

「どうした？」

　果純の様子を見て取って響也が首を傾げた。

「元彼からの電話がしつこくて」

「ああ？」

　響也の不機嫌さを隠さない低い声に果純はまた溜息を吐く。

「浮気したから別れたのに、いまだに彼氏面してくるのよ」

「着信拒否にすればいいだろ」

「それがね、ネットで調べたら着信拒否は設定しない方がいいって書いてたの。ストーカーには逆効果だって」

「なんだそりゃ」

　どう説明しようか迷っていると、果純の手にあるスマホの画面が光った。タイミング悪く、また慎吾から電話がかかってきたのだ。

「本当にしつこいったら」

　一人呟いた果純から響也がスマホを奪い取った。

「ちょ……っ!!」

　慌てる果純の目の前で、響也は通話ボタンを押した。

「もしもし」

『!!　誰だ!?　お前！』

　スピーカーから慎吾の声が漏れ聞こえてくる。

「いや、お前こそ誰だよ」

『俺は果純の彼氏だ』

「元彼だろ？　果純は今俺とデート中。邪魔するな」

『なっ!?　ふざけるな！　今日は俺がドライブに誘ってやったんだぞ！　いいから果純を出せっ』

「誘ってやったって、どれだけ上から目線だよ」

『なんだと！』

「そういうことなんで、じゃあな」

　まだ何か叫んでいる慎吾の声を無視して、響也は電話を切った。

「弱い犬程よく吠える」

　慎吾の感想を口にして苦笑すると、ふと思いついたように果純を見つめた。

「な、なに？」

「あいつとドライブデートするつもりだったのか？」

「そんなわけないでしょ。向こうが勝手に言ってるだけよ」

「だよな」

　安心して嘆息した響也はまた果純を見つめた。

「どんな車に乗ってたんだ？」

「え？　慎吾のこと？　んー、えっと…………低い青い車？」

「それだけじゃわからんだろう。セダンかクーペ、あるいはハッチバックとか」

「ちょっと、なに言ってるかわかんない」

　車のことがさっぱりとわからない果純にとって、響也の言葉は意味のないカタカナの羅列に過ぎない。眉根を寄せて首を傾げると響也は苦笑した。

「じゃあそいつの車の写真、ある？」

「え、なんで？」

　果純は首を傾げながらもスマホを受け取って写真データを開く。つい先日不要なものは削除したので残っている可能性は少ない。スマホの画面を上下になぞっていた指がはたと止まる。

「あったか？」

「あるにはあったけど、こんなのでわかる？」

　果純は画面を響也に向けた。が、響也は眉根よせて首を傾げた。

　画面に映し出されているのは斜め前から映された青い車体。その車に寄り添うように果純が映っている写真だ。これで一体何がわかるのかは知らないが、果純は求められるまま響也に自分のスマホを渡した。

　スマートフォンはすでに携帯電話の域を越えている。いわば個人情報の塊だ。他人に簡単に預けるものではない。しかし見られて困るものが入っていない果純にとって、響也に見せるくらいは何とも思わなかった。

　響也の指が画面上を滑らかに辿る。天気の悪い車内は暗い。その暗い中で、響也の端整な顔と長い指がスマホの光に浮かび上がる。なぜかそれが艶めかしく見えた。そう見させているのは果純の脳内にある響也との情事のせいだ。思い出すだけで官能がよみがえってきて体を苛む。

　果純は意識を逸らそうと、車の窓の外を見る。窓は外気温との差で結露ができていた。一部だけ指で擦って落とすと、そこから空を見上げた。

　山の天辺を覆うような黒く低い雲があった。木々は風に煽られて枝葉を大きく揺らしていた。やみそうもない雨のせいか、駐車場には二人の乗ってきた車だけが停めてあるだけだった。貸し切り状態だが、あいにくの天気ではそれも喜べない。

「果純。これ、ありがとう」

　言われて振り返れば、響也がスマホを差し出してきていた。

「あんな写真で何かわかるの？」

「俺にはわからないが、徹にならわかるだろう。アイツは車の専門家だ」

　響也から徹の話はよく聞いていた。高校からの付き合いで、いいことも悪いことも共にしてきた友人であり、響也にとって最も信頼している親友だ。

「車にいたずらとかするの？」

　車種を特定してどうしようというのか。果純は悪い方に考えて眉をひそめた。それに響也が噴き出して笑った。

「そんなことするわけないだろう。ただ、相手の情報を知っているのと知らないのとでは全然違うからな」

　今の世の中は情報で溢れている。だからといって適当に流せば必要な情報でさえ見逃してしまう危険性があった。だから一つ一つの情報は丁寧に、そしてしっかりと把握する必要がある。

　響也の説明に果純はなるほどと納得する。

　例えば果純の家の前に車が止まっていたとする。普段なら気にもしないかもしれない。しかしそれが慎吾のものだとわかれば、響也はすぐさま駆けつけてくれるだろう。似たような車でもちゃんと情報を集めていれば、大事に至る前に解決できる。

　知ることで責任が発生することもある。だが知らずにいるよりははるかにいい。

「そういえば、今日はスニーカーなんだな」

　ふと響也がそろえておいてある靴を見てそう呟いた。

「行き先が湖って聞いてたし、微妙な天気だったから」

　さすがに湖に行くと聞いてヒールを履いてくる度胸はない。服装も散策しやすいようにとひざ丈のスカートにスニーカースタイルだ。車内は閉め切ってあるせいもあり温かく今は半そでニット姿だが、上から長袖のパーカーとダウンを着込んできていた。歩いて暑くなっても脱ぎ着できるようにとの考えからだ。

「俺、果純のヒール姿好きなんだけどな」

「え？　響也の前でヒールなんて履いたことあった？」

　ヒールを履くのは主に合コンの時。仕事ではパンプスだし、響也と買い物に出かけたりする時は大抵カジュアルな格好で、靴も歩きやすいスニーカーやパンプスを選んでいる。

「果純の足は綺麗な形をしているから、ヒールが似合うんだよ。今日はデートだし、履いてくるかと思ったんだけどな」

「き、綺麗って……」

　響也のストレートな褒め方に、果純はどぎまぎする。

「また今度ね。機会があったら履いてあげてもいいわよ」

　恥ずかしさを誤魔化すためにそっけなく言いながら、果純はスマホの画面に目を落とした。天気予報のアプリを開いて雨雲レーダーを確認する。しかし、水色の帯はこの辺り一帯を包み込んでいて止み間も見当たらなかった。

　それをなんとなく見ながら、果純の脳内はシューズボックスの中にあるヒールのことだった。合コンの時用にと派手なものばかりだった気がする。これを機に、少し落ち着いた色合いのヒールを購入してもいい。

　大手のショッピングサイトを開こうと画面をタップする。そのスマホが響也の手によって取り上げられた。

「ちょっと！」

「せっかく二人きりなのに、スマホばかり見るなよ」

　先ほどまで果純のスマホをずっと弄っていた響也に言われたくはない。

「スマホを触ってる指って、よく見るとエロいよな」

「な、なに言ってるのよ。そんなことあるわけないじゃない」

　ついさっき響也の顔と指先を見て艶めかしいと思っていただけに、動揺を隠せない。視線を逸らしながら否定する果純に響也は意地悪く笑う。

「嘘をついても、俺にはすぐにわかるんだぞ。果純のことなら、どんなことだってわかる」

　響也の胸元に引き寄せられる。広いといっても車内だ。手を伸ばせばすぐに捕まえられる。

「俺に抱きしめられて、心拍数が上がってることとか」

「そんなことないわよっ」

「嘘つき。ほら、また少し早まった。体温も少し上がったな。緊張してるのか？　それとも、なにか期待してる？」

　耳元で囁かれた低い声。吹きかけられる熱い息に鼓動が速まる。それにつれて体温も上昇していて、響也の言葉通りになっているのが悔しい。けれど、自分で止めようと思っても止められない。

　背中に手が回されて、ゆっくりと押し倒された。顔の横に右手が置かれ、真上から響也が見下ろしてくる。徐々に近づいてくる顔に思わず目を閉じた。が、いつまでたっても唇に触れるものはない。不安になって目を開ければ、間近に響也の瞳があった。

「何を期待した？」

　鼻が触れ合いそうな距離から問われて、頬がカッと熱くなる。キスされると思って目を閉じたなどと言えば、響也のことだ。調子に乗るに違いない。今も瞳が細まっていて、楽しんでいることがわかる。

　むっと唇を尖らせた果純は、腕を伸ばして響也の頭を引き寄せた。唇が重なる。驚いた表情をする響也に、してやったりと果純は笑った。

「何を期待してるの？」

　今度は果純から聞きながら響也のズボンの前に触れる。一瞬体を震わせた響也が、ゴクリとつばを飲み込んだのがわかった。喉仏が上下に動く様に色気を感じる。薄く唇が開き、そこから赤い舌が覗いた。唇を舐めて湿らせ、口内へと戻っていく。また喉仏が上下に動く。

　なんでもない光景だ。いつも見ているはずなのに、異常に卑猥に思えた。

　思わず果純もつばを飲み込み、ズボンに触れていた手を動かす。

　響也が悩ましげに吐息を吐いた。

「触って……欲しい」

　響也が甘い吐息と共に懇願する。果純はその言葉に微笑んでうなずいた。

　そのままの体勢では響也を可愛がれない。果純は響也に横になるように指示した。それに素直にうなずく響也が可愛くて仕方がない。

　寝転がるといっても狭い車内だ。長身の響也は足を完全に伸ばすことはできない。ひざを曲げて仰向けになった。困ったのは果純だ。荷室は響也が斜めに寝転がっていて、その隣で同じように横になることはできない。迷った末に果純は響也の体を跨いで腰を下ろした。

　改めて響也を見下ろす。といっても、顔は見えない。果純は響也の足側に頭を向けていたからだ。果純の顔の下に響也のズボンがある。見ているだけではわからないが、触れれば布越しでも硬い感触がわかる。手のひらで擦るとさらに硬くなっていく。

　鼻歌を歌いだしそうなほど上機嫌でそれを撫で続けた。硬さが増し、やがてズボンの前が膨らんでくる。どんどん質量を増していく剛直に、ズボンの中はいかにも窮屈そうに見えた。

　果純はベルトを外すと、ズボンの前を寛げた。下着を押し上げている剛直に触れる。布一枚を隔てていても、それが熱く脈動しているのがわかった。下着をずらすと、待っていたかのように飛び出してくる。

　果純はそっと頭から根本にかけて指で撫でおろした。

　本当に不思議な物体だ。興奮度合いで伸び縮みし、中に骨があるわけでもないのに硬く、それでいて柔らかい。

　顔を近づけると、響也の匂いが漂ってきた。それはフェロモンのように果純を惹きつける。更に匂いを嗅げば雄独特に匂いがする。

　撫で続けていると硬さは増し、側面に血管が浮かんだ。握るとびくりと震え、響也からうめきが漏れる。

「ふふっ」

　果純の唇から自然と笑いが出た。

　この間もそう思ったが、自分はＳ気質らしい。こういう小さくて可愛いものは愛でるよりも、苛めてみたくなる。気持ちよさげに震え、焦らしてよだれを垂らしたりするところを見るのが好きなのだ。

　剛直を握りしめる。握力で締め上げたり緩めたりする。途端に響也の息が乱れた。

「何を期待しているの？」

　笑いながら再度果純は聞いた。

「唇で触れて」

　即座に返ってきた答えに苦笑しながら、果純は剛直の先端にキスをした。それからゆっくりと口を開けて剛直をくわえ込む。

　雄の匂いが口内に広がる。甘く苦くしょっぱい。いろんな味が舌を刺す。それが楽しくて嬉しい。剛直を中程までくわえ込み、唇をすぼめながら先端まで戻る。

　何度もそうしているうちに、よだれが剛直の側面を伝って根元まで濡らした。根元を右手で扱きながら、先端に舌を這わせた。つるりとした表面から水滴が生まれる。舐め取ればまた出てくる。それを夢中で舐めた。

「？」

　背中に違和感を感じて視線を向ければ、響也の手が果純の背中を這っていた。背中のある部分で指先がうごめいている。あっと思った時には、胸が圧迫感から解放されていた。

「嘘でしょ」

　ブラジャーのホックを外されたのだ。それも服越しに。そんな芸当ができるとは思いもしなかった。

　果純が止めるより早く、響也の手がニットの裾から胸元に入り込んだ。素肌に直接触れる響也の手は温かく心地よい。だがその手が与えるのは心地よさだけではない。

「あっ……」

　豊かな胸を下から支えるように揉み込まれて声が出る。先端を摘ままれて体が震えた。快感に甘い声を出した時、目の前で剛直が揺れた。

　傘を張り出しそそり立つ剛直が勝ち誇っているように見えて、果純は頬を引きつらせた。快感を享受するよりも響也に与えたい。気持ちいいと言わせたい。

　果純は剛直に舌を伸ばした。根元から側面、先端へと丁寧に舌を這わせる。たっぷりとつばを塗りつけ、手で扱き舌で可愛がる。

「くっ……は、あ……っ!!」

　こらえきれない声が響也の唇から漏れた。その低い声を聞くと堪らなくなる。もっともっと快楽を与えたい。手と唇で扱き上げ、先端を吸った。

　響也の手が果純の胸元から引いていった。思わず勝ったと心の中で叫ぶ。別に勝負をしていたわけではない。それでも優越感が果純の中に芽生えた。

　だが、響也が果純のスカートの中に手を差し入れた瞬間、それは消え去った。

「響……や、んんっ!!」

　待てという言葉は、訪れた猛烈な快感によって奪われた。

　響也の足下に果純の頭があるということは、逆も同じなのだ。目の前にある果純のお尻。それを響也が見逃すはずがなかった。

　ショーツ越しに花芽を指がくすぐる。響也の体をまたいでいるせいで、足を閉じることすらできない。

「あっ……やだ、駄目！」

　指が花芽を何度もかすめる内に、快感が体を支配する。果純は耐えきれずに声を上げた。

「あまり声を上げるなよ。ここ、一応外だぞ」

　はっとして果純は口をつぐみ、思わず辺りを見回した。

　狭い車内の窓は二人の体温によってすべて白く結露している。ただ、果純が空を見上げる時に擦った場所からは外の様子がうっすらと見えた。

　寒い冬の雨の日に、わざわざ車でここまで来る人は少ない。しかし少ないというだけで、いないわけではない。駐車場にぽつんと止まった車。不審に思った人が近づいてくれば、声だって聞こえるに違いない。窓は白くなっていて中は見えないが、一カ所だけ結露が拭かれて薄くなっている。そこから覗かれれば、二人の痴態が見られてしまう。

　すぐさま上から退こうとした果純の腰を、響也の腕が押しとどめた。

「ちょ、響也！」

「まだ、駄目」

「なに言ってるのよ！」

「このままじゃ無理。ズボンに収まらないし、無理矢理押し込めば痛いんだよ。だいたい、こんな風にしたのは果純だろ」

　果純は言葉に詰まって口を閉じた。

　もともと窮屈そうにしていた剛直を取り出し、さらに硬く大きくさせたのは果純だ。だからといって誰かが来るかもしれない場所では続けられない。

「だから、声を上げないほうがいいって言ったんだ。声さえ聞こえなきゃ、誰も近づいては来ない」

「そんなこと言ったって……」

「見られたくないなら、早く俺を満足させればいい。それとも、できないか？」

　むっと果純は頬を膨らませた。できないかと問われれば、果純の中で対抗心がめらめらと燃え上がる。

「できるわよっ」

　果純は眉をつり上げ、響也の立ち上がっている剛直へと手を伸ばした。
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　相変わらず雨は降り続けている。しかし車の天井をたたきつけるほどの雨は収まり、今はしとしととした弱い雨に変わっていた。

　その車内で果純が必死になって響也の剛直を扱き上げる。襲い来る快感に耐えながら果純を見上げた。

　必死になっているのも、響也が先ほど口にした誰かが来るかもしれないという言葉のせいだ。心底楽しそうにしていた表情は消え、不安に駆られている。その怯えた表情が堪らない。

　早く達して欲しいと思いながら響也を攻めているのだろうが、そう簡単に出すわけにはいかない。早漏は男の矜持に関わる。

　それに、と響也は唇の端に笑みを浮かべた。

　この時期にここを訪れる人は少ない。特に今日のような寒くて雨の降る日には。春夏秋冬、色とりどりに姿を変えて楽しませてくれる場所ではあるけれど、この時期は一番人が少ない。雪景色ともなればカメラを片手に来るものは多いが、初冬のしかも雨の日だ。ハイキングに来るにしても今日は寒すぎる。雨で地面がぬかるむし、いくらここまで車で直接来られるといっても利用客は少ない。

　一年中来ているだけに響也はこの場所のことをよく知っていた。だから駐車場に一台車が残されていても、誰も気づかないし気にもとめない。

　そのことを知っていながら、果純には教えない。逆に人が来るかもしれないと恐怖心を植え付けた。

　丸い尻が目の前にある。パンストとショーツは果純の左足首に引っかかっている。本人の意識が外に向いている間にさっと脱がした。

　手早く脱がす技術は医者になってから磨かれた。子供のお尻に注射をさせるためには、どれだけ手早く脱がすかが勝負となるからだ。響也がさっと脱がして看護師に注射をさせる。プロの連係プレイの前では、子供は泣くことも忘れてされるがままとなる。

　そんな日々の努力がこんなところで役に立つとは思わなかった。

　裾を広げてスカートの中に頭を突っ込む。ひざ丈のスカートでもフレアならば響也の頭を完全に覆うくらいには裾が長い。その中は果純の匂いでいっぱいだった。

　甘酸っぱい匂い。それを嗅ぐだけで剛直が硬くなる。それを果純が扱いて口にしていると思うと堪らない。

　響也の体をまたいでいるせいで、秘所はぱっくりと割れていた。更に指で広げれば果純が腰を震わせた。

「さ、触っちゃ……あっ、やだ。駄目……」

　剛直を手に握りしめながら、周りを気にして果純が小声を出す。

「声、出していいんだぜ？」

「できるわけないでしょ……ああっ」

　秘裂に指を這わせれば果純が声を上げ、瞬時に口を塞いだ。

「ん……んんっ、響也……やだ、やめて……あっ」

　響也はゆっくりと指を秘所に差し入れた。ゆっくりと一秒間に一センチメートル進ませるくらいにゆっくりと指を入れ、同じ時間をかけて引き抜く。

　果純の中は熱く濡れそぼっている。きっともっと明確な快感を欲しているのだろう。果純の腰が揺れる。だが響也はことさらゆっくりとした動きで、果純の中へ指の出し入れを繰り返す。

　焦れったさに果純が腰をゆるりと振った。

「何を期待してる？」

　最初に聞いたのと同じ問いかけ。あの時果純は自ら響也に触れてきた。キスするだけで終わらせるつもりだったが、あんなことをされては終われなくなった。本能に従って果純にお願いまでしてしまった。

　今回はどうするだろうと見守っていると、果純はまた響也の剛直を扱きだした。

「別に……何も」

　濃密な触れあいで体は熱くなっているはずだ。その証拠に、秘所からは蜜が溢れている。響也の指もびしょびしょに濡れていて、シャツにまで蜜がしたたっている。

　強気な態度を崩さない果純がいじらしい。同時に寂しく、そして腹立たしくもある。

　幼馴染の関係が崩れてからすでにひと月以上経っている。けれど果純の態度はいまだに幼馴染のままだ。こうして体を開かせていてもまだ果純を手に入れられた気がしないのはそのせいだ。

　だから苛めてしまう。

　二人の関係性を忘れるくらい啼かせて快楽に溺れさせる。じっくりと攻めて堕とす。その時だけは果純が自分だけのものになった気がする。

「何も期待していない、か。本当に？」

　中指に人差し指を絡めて秘所に差し入れる。相変わらずゆっくりとした動きだが、指が増えたことに果純の肩が震えた。ゆるゆると引いて差し込む。次いで一度だけ早さを伴って抜き差しする。

「んんふっ……ん」

　はっきりとした快楽に、果純が剛直を咥えたまま声を上げた。しかしまたゆっくりとした動きを繰り返す響也に腰が揺れる。中で指を動かす。壁を引っ掻き、かき回した。そのどれもがゆっくりとした動きで、快楽と呼べるほどのものではない。

「こんなに濡れてるのに、何も期待してないってのか？」

　蜜で濡れぬらぬらと光る指。人差し指と中指を離せば、その間に透明な橋が架かる。擦り合わせれば粘つきが増し、更に幾本もの橋が架かった。

「気に入ったところがあるなら、言ってもいいんだぞ」

　言葉に果純は首を振った。どこが一番感じるのかは、見て触っている響也にはよくわかる。期待に震える小さな赤い粒を避けて秘所に指を差し込み這わせた。全体に撫でさする指は、意地悪くそこだけを触らない。

　一度触れられて感じてしまえばまた欲しくなるはずだ。

「んんっ……あっ、やだ、や……あっ」

「声、出てるぞ。誰かに聞かれても、いいのか？」

　ここは自宅ではなく、いつ誰が訪れても不思議ではない公共の駐車場。しかし外は雨で他に誰もいない。しかも車の中とあっては覗くものなどいるわけがない。それでも響也は果純に意地悪く吹き込む。

「んんっ……」

　果純がまた唇を閉ざす。きっと悩ましい表情で、必死に声を我慢しているのだろう。想像するだけでそそる。

　初めて体を重ねた日は果純自身が声を出すことを拒んでいた。しかし今そうさせているのは響也自身だ。

　感じたくなくて声を我慢するのと、感じたいのに声を出せないのでは天地ほどの差がある。欲情をそそるのはもちろん後者だ。

　果純が響也の剛直を咥えた。喉の奥まで剛直を入れて無理矢理声を抑えながら響也をイかせる作戦だろう。唇が上下に動いて締め付けながら、熱い舌が先端に巻き付いてくる。

「…………っう」

　襲ってくる快感に歯を食いしばる。繋がっている時とは全く別の快楽だ。熱い舌も唇も、響也をイかせるためだけに必死に動く。それが果純だと思うと愛欲が一段と高まる。

　気持ちよくしてもらった分、気持ちよくさせたい。できれば理性を失うほど響也に陶酔して欲しい。

　響也は果純の腰を引き寄せると、秘所に顔を埋めた。舌を伸ばして蜜壷に差し込む。

「んんっ!!　んむっ、うっ……んんんっ!!」

　声を上げられずに果純が剛直を咥えたまま快感に震える。その唇の震えは響也にも伝わって耐えがたいほど気持ちいい。響也も負けじと舌を動かす。もっと奥へと届くように、秘所を指で押し広げた。蜜をすくい取って飲み込む。

　甘い。

　さらに秘所を広げて花芽を眼前に晒す。小さな豆は恥ずかしそうに皮を被っている。それを剥いて舌をあてがった。

「むぅんんっ……あっ、駄目。響也！」

　こらえきれなくなって、果純が剛直から口を離して声を上げた。

「声、出てる」

　一言告げれば途端に果純は口をつぐむ。けれど舌を動かすとまた声を上げた。手で口を押えているのか、くぐもった声がする。それでも片手で響也の剛直を握ったままなのが意地らしい。

　それが可愛くて花芽だけを徹底的に攻めた。

「あ！　んん……、やっ、んっ……駄目、ああっ……んむっんんっ……やあっ」

　片手では押さえきれなくなって剛直から手を離し両手で口を押え始めたが、それでも指の隙間から声が漏れる。ビクビクと体を震わせながら必死で声を我慢している姿はそそる。

「あっ、イく……イっちゃう……んん、ぁあぁぁっ！」

　体を震わせながら果純が絶頂する。蜜が溢れて響也の顔にしぶきを飛ばした。それを舐めとって、響也はスカートをたくし上げた。

　響也の上でぐったりとしながら呼吸を整える果純が、とろんとした目で見てくる。瞳に熱がこもり、はっきりとした色欲が浮かんでいる。その視線の意味に気づいて響也は笑った。入れて欲しい。暗にそう告げる顔。だが、響也は首を振った。

「今日は入れないぞ」

　最後まですると思っていたのか、果純は呆けた顔で響也を見上げてくる。

「声、我慢する……」

　魅力的な誘い文句だ。だが、狭い車内、公共の場であることを差し引いても入れるわけにはいかなかった。それ以上に大事なことがあるからだ。

「避妊具がない」

「あ……」

　部屋には置いてあるが、さすがに車に乗せてはいない。だいたい、響也としてはほんの少し触れあうだけで終わらせるつもりだったのだ。

「今日、安全日だから」

「駄目だ」

　果純の言葉に響也は真剣な顔つきで首を振った。

「そもそも安全日なんて存在しない。セックスすれば妊娠する可能性はいつだってある。あんなものは男がしたいだけで言い出した世迷い言だ」

「責任とれないから駄目なの？」

「馬鹿!!」

　果純の言葉に響也は思わず叫んだ。あまりの剣幕に果純が目を見開いた。響也は息を吐くと、拳を握ったり開いたりして自分を落ち着かせる。

「子供ができたら責任は取る。だけど、順序が違うだけで後ろ指を指す人間もいるんだ。後ろめたい気持ちで子供を身ごもって欲しくない」

「…………」

「医者としての言葉じゃない。果純が何よりも大事で、大切にしたいから言ってるんだ」

「こんな風にしておいて、言う言葉？」

「それは……調子に乗ったのは認める。ごめん」

　目を眇めた果純に、響也は素直に謝った。

「入れない代わりに、気がおかしくなるまでイかせてやるよ」

「それは……あっ!!」

　有言実行と、響也はするりと秘所を指で撫でた。

「でも、声は我慢しろよ」

　苦笑しながら響也はうそぶく。

　果純に快楽を与えながら、響也も十分に楽しんだ。




　東京へ向けて高速道路を順調に走る。

　一目惚れで購入した車は何のストレスもなく、響也の手足となって走ってくれる。徹が施してくれた改良点もいい働きをしてくれる。滑るような走りに満足しながら助手席にチラリと視線をやった。

　果純が首をかしげながら眠っていた。よほど疲れたのだろう。

　結局あれから数時間、誰の邪魔も入らずに果純を啼かせ続けた。最初は声を我慢していたものの、次第に我慢できなくなり最後には叫ぶように嬌声を上げて失神した。

　果純は気を失う寸前まで入れて欲しいと懇願してきたが、響也はそうしなかった。医者としても男としても、安全日などというものは信頼してはいない。

　子供は欲しい。果純との子供ならきっと可愛いだろう。だけど、それは今ではない。結婚して、きちんと生活できる環境ができてからが望ましい。

「タイミング……」

　徹の言っていた言葉を思い出す。誰にとってのタイミングなのか。響也ならいつでもいい。では果純はどうなのだろうか。そう考えて響也は首を振った。

　そんなもの聞かなければわかるわけがない。だが、プロポーズはいつがいいかなどと口が裂けても言えない。

　考えすぎてまた熱が出そうだ。

　響也はとりとめのない考えを振り切った。今は安全に果純を送り届けることを一番に考えなければならない。

　チラリとまた果純に視線を向けた。

　安心した寝顔。響也を信頼しているからこその表情だ。今までは果純自身が響也との関係を拒んでいた。しかしそれがなくなった今、もう遠慮することなどない。この安らかな時間を守るためなら何だってする。

「もう誰にも渡さない」

　元彼の慎吾という男にも、他の誰にも手出しはさせない。何があっても果純を守る。

　響也はハンドルをきつく握りしめ、更にアクセルを踏み込んだ。







第四章 豪雨の追跡
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「ねぇね、みて」

　舌足らずな言葉で幼い男の子が、少し年上の少女に絵本を差し出す。

「あ、これ」

　少女はそれを見て頬を緩めた。

　絵本は少女が大切にしているもので、最後には王子様とお姫様が幸せになるというよくある物語だ。大好きな絵本なので、男の子と一緒によく読んでいた。

「これキョウ、こっちねぇね」

　白馬にまたがる王子と薄い紫色のドレスを着たお姫様を指さして男の子が笑う。それに少女は頬を膨らませて首を振った。

「嫌よ。私、馬には乗れないもん」

　迎えに来られても困ると少女が言えば、男の子は目を見開いた。その瞳にみるみる涙が溜まっていく。

「馬は駄目だけど、馬車ならいいわ」

「ばしゃ？」

　これよ、と少女は絵本に描かれている白い馬車を指さした。

「白い馬車で迎えに来てくれたら、私が響也をお婿さんにしてあげる」

「おむこ？」

「そう、お婿さん。お父さんが言ってたの。響也がお婿さんにきてくれたら、お父さんとお母さんと私、それに響也とこれからもずっと、ずーっと一緒にいられるって」

「ずっといっしょ」

　男の子は太陽のように輝く笑顔を浮かべた。それに少女も笑う。

「だから約束よ」

「ばしゃ」

「そう」

　二人は小さな手で絵本に描かれた白い馬車を撫でた。

「響也は私を白い馬車で迎えに来てね」

「うん」

　絵本の上で二人の小指が交わる。約束、と何度も口にして二人は笑い合った。




　果純はベッドから身を起こすと深いため息を吐いた。

　幼い頃にした響也との約束を果純はすっかり忘れていた。今更夢に見て思い出すとは思わなかった。しかし確かに約束を交わした記憶がある。

　響也が言っていた、婿にしてやると約束したのは間違いなく今夢で見た話のことだ。

「七歳よ。覚えてるわけないじゃない」

　そして響也は四歳だ。一体どれほどの記憶力を持っていればそんな幼い頃の約束を覚えていられるのか。

　果純はそう考えて首を振った。

　響也はきっと何度もあの絵本を見てはその約束を思い出していたのだろう。それだけ大事にしていた果純との約束。年上なのにすっかり忘れていた自分が恥ずかしい。

　自室の窓から見える隣家を見下ろす。駐車場には白い車が停めてあった。思えば響也は車を幾度か乗り換えているが、色はすべて白だった。果純との約束である『白い馬車』を意識しているとしか思えない。

『電話をくれれば、すぐに迎えに行く』

　響也はいつも果純に言っていた。そしてその通り、いつでも果純を白い車で迎えに来てくれた。

　それはつまり、いつでも婿に──果純と結婚する気持ちがあると言うことだ。

　結婚。

　彼氏が欲しいと合コンには行っていたものの、その先のことを考えたことはなかった。今までぼんやりとしか考えていなかった未来の話。それが急に現実味を伴って果純に襲い来る。

「私は、どうしたい？」

　口に出して自分に聞いてみた。もちろん自分が答えなければ何も耳には届かない。けれど、自分の中でとっくに出ている回答だった。

　聞くまでもない質問だ。

　好きなのだ、響也が。ずっと一緒にいたいと思っている。響也となら、どんなことでも乗り越えられそうな気がする。

　父親の死を乗り越えた時のように。

　十二歳の時に父親が病気で亡くなった。父が大好きだった果純にとって、何よりも辛いことだった。けれど響也がいたから乗り越えられた。本当なら泣いて泣いて、遺体にすがりついて泣きわめきたかった。けれど自分よりも幼い響也が泣いているのを見て、自分がしっかりしなくてはと思った。年長者として弟の面倒を見なければ、と。

　もう姉弟としての関係は終わってしまった。けれど新しい関係が始まっている。それは何よりも大切にしたい響也とのつながりだ。

　数日前の情事の痕跡を指で辿る。体中に散ったいくつもの赤い痕は、そこに響也の唇が触れたことを意味していた。好きだと言って唇を合わせた。優しく触れ、激しく求めた。一つ思い出すと、次々と記憶が呼び起こされる。

　響也はもうずいぶん前から果純に答えを求めていた。それこそ白い車を買った当初から今でも果純からの好意の言葉を響也はずっと待っている。

　次は果純がそれに応える番だった。

　すぐそこに迫っている未来にドキドキする胸を押さえながら、果純は白い車を見下ろした。
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　駅前で立ち止まり、果純は鞄からスマホを取り出した。電話帳から響也の番号を選んで、はたと手を止める。

　画面の左上のデジタル時計は午後の八時を数分過ぎた時刻を示していた。雨が降っていることもありあたりはいつもより暗いが、それでもまだ夜になったばかりという感覚は否めない。

　響也には遅くなるようならいつでも電話しろと言われているが、まだ八時だ。それに友達と遊びに行って遅くなっただけなのに、響也を呼び出すのも憚られた。

　きっと響也なら電話をすれば、それこそ飛ぶ勢いで迎えに来てくれるだろう。あの白い車に乗って。でもだからこそ果純は首を振ってスマホをコートのポケットに入れた。

　車の色に込められた意味を思い出してしまった今、何でもない顔をして助手席には座れない。きっと嬉しさと恥ずかしさで、挙動不審になってしまうに違いない。そして目ざとい響也はそれに気づくだろう。

　まだその時ではない。心の準備が整っていない。

　果純はもう一度首を振って歩き出した。

　東京といっても端のほうは都会の喧騒とは程遠い。駅前は栄えていても、少し歩けば人は減り街灯の明かりがやけに眩しく感じる。

　響也にヒールを履いているところを見たいと言われて靴を新調した。今日はその予行演習のつもりで履いていた。デートの時に靴擦れをしたら、響也のことだ。すぐに気づいてデート自体をやめようと言い出しかねない。

　妙なところで医者としての目線が出てくる響也を思い出して、果純はくすりと一人で笑った。いまだに弟のようで可愛いと思う。けれど同時に男性として頼りになるとも思っている。

　果純はそのまま雨の道を上機嫌で歩いた。が、その機嫌のよさはすぐに吹き飛んだ。

　道の向こうに見知った車が停めてあった。青く低い車体。まさかと思う。けれど何度見てもその車は記憶の中に刻まれたものと酷似していた。

　ヒールの音をさせながら足早に夜道を歩く。雨が周りの雑音を消していて、余計に耳に届いた。まるで自分だけが一人取り残されたような感覚に陥る。

　鞄を持ち直し、傘を深めにかぶって顔を隠しながらさっさとその車の横を通り過ぎようとした時、運転席のドアが開いた。

　茶色の髪をした背の高い男が出てきた。見知った顔をわざと見ないようにして、横をすり抜ける。その腕を男が掴んだ。

「無視するなよ」

　響也よりも少し高い声。

　果純は傘の端を上げて男を睨みあげた。元彼の伊藤慎吾だ。

　ドライブデートで響也が彼氏だと宣言して以来、繰り返し来ていた電話もメールもパタリと止まった。てっきりそれで終わったものだと思っていたのに、のこのこと姿を見せたことに憤りを感じる。

　睨みあげれば、慎吾の茶色の瞳が静かな光を湛えていた。外に出た慎吾の茶色い髪も黒のコートも雨に濡れていく。それにかまわず慎吾は果純を見下ろしていた。

「話がしたいんだ」

「私は話すことはない」

　浮気されて別れた時点で話は終わっている。今の慎吾との関係は友人でもなく知り合い以下だ。何も話すことなどなかった。

「今日話して終わりにする。だから、俺に時間をくれないか」

　眉を吊り上げていた果純は殊勝な慎吾の態度と言葉に目を瞬いた。見上げれば黒い瞳は真摯な光を湛えている。

　ストーカーと化す前の慎吾はまともだった。威圧的だったり高圧的な態度は時々あったが、将来的に会社を経営する立場にいるものならば必要なスキルでもあったし、鼻につくほどではなかった。話題も豊富で面白く、きちんと話を聞いてくれた。

　それを思えば、この短期間の慎吾は情緒不安定の末に少しおかしかったのだと思えた。

「わかったわ」

　話をして終わらせられるなら、それでいいと果純はうなずいた。

「ありがとう。こんな天気だし、車の中で話そう」

　助手席のドアを開けて果純を誘う。そこに紳士的な態度はあっても、おかしなところは見受けられない。果純は一瞬躊躇したものの、慎吾に従って助手席に座った。

　低い車高の車。響也の車とは違う乗り心地に落ち着かない。シートでごそごそしていると、運転席に慎吾が身を滑り込ませてきた。

　冷たい音が響き、ドアがロックされる。果純はそれに目を見開いた。慌ててドアロックを外そうとした手を掴まれ太ももの上に押さえつけられた。

「離してっ」

　キツく言えば慎吾の手は離れていく。その間に果純はドアロックを外そうと試みた。しかし外れない。運転席側からしかロックの解除ができない仕様になっているらしい。

　そうこうしている間に慎吾がシートベルトを締めて車をスタートさせた。果純も慌ててシートベルトを締める。

　逃げ出したい気持ちはあるが、動く車の中でシートベルトを締めないわけにはいかない。そのこと響也からも口酸っぱく言われ続けている。万が一の事故の時に身を守るのはシートベルトだけだと。それに、車が動いている間は身の安全は保証される。さすがの慎吾も車の運転をしながら果純をどうこうすることはできない。

　車に乗ったのは失敗だったのかもしれない。けれど車はすでに走り出している。響也曰く『走っている車から飛び出していいのは、スタントマンだけだ』と力説されていたし、今更降りることはできない。

　流れていく風景を見る。せめてどこに向かっているかは確認しなくてはという思いからだ。

「どこに行くの？」

　車を走らせた慎吾に尋ねる。それに答えず、慎吾はスピードを上げた。

「ねえ、どこに向かってるの？」

「二人きりになれるところだ」

　果純は眉をひそめた。

　別れ話だ。ファミレスや居酒屋でできる話ではない。だが、二人きりというなら車内は当然二人だけの空間だ。

　二人だけの空間。

　その言葉が頭に思い浮かんで、果純はぞっとした。響也となら望んでその空間に身を置く。けれど慎吾と二人きりになることが不安だった。

「車を止めて。話ならどこでもできるでしょ」

　コートのポケットにあるスマホを握りしめて果純はそう言った。しかし、慎吾は車を止める気配はない。

「慎吾、車を止めて！」

　語気を強めながら隣を睨みあげた果純は息を飲んだ。

　横から見てもわかるほど、黒い瞳には狂気が宿っていた。真摯な光はどこにもなく、唇にはいびつな笑みが浮かんでいる。

　果純はコートのポケットの中でスマホを操作する。もともと響也に電話をかけようとしていた。画面のロックを解除すれば、通話を押すだけでつながるはずだ。

　もともと東京都の端にある町だ。少し走れば道の両サイドには木々が生い茂るような道となる。やがて田畑が周りに広がり、行き交う車はどんどん少なくなっていく。こんなところまでのこのこついてきた自分が許せない。そもそも車に乗るのではなかった。

　道路の端に設置された看板に『群馬』の文字が見える。その文字を果純は記憶にとどめた。

「慎吾、どういうつもり？　すぐに私を降ろして」

「何度も言ったろ。お前は俺のものなんだよ」

「ふざけないで。浮気してたくせに！」

「だからこそだ。果純の大切さがよくわかったんだ」

「私にはもう彼氏が……」

「そんなの、子供ができればどうでもよくなるだろ」

　果純は目を見開いた。

「孕むまで、犯し続けてやる」

　慎吾の暗い瞳の色にぞっとした。慎吾は本気で言っているのだ。そしてそれを実行するためにどこかへ向かっている。

「冗談でしょ」

　それに慎吾は答えない。果純は顔を青くしながらポケットの中で携帯を操作した。慎吾に見つかって奪われる前に、果純は自分の指の感覚だけで響也に電話を掛けた。スピーカーから流れる音は小さく、走行音にかき消されてしまう。それでも指に伝わる音の振動は呼出音を示していた。その震えが止まる。

「どこに向かってるの」

「言ったろ。二人きりになれる場所だ」

「とにかく、車を止めてドアロックを解除してっ」

　響也に届くようにと声を張り上げれば、慎吾は眉をひそめた。果純の手がコートのポケットに入っていることを確認した途端、急ブレーキがかかる。肩に食い込んできたシートベルトの痛さに顔をしかめていると、慎吾が果純の腕を掴んで引き上げた。抵抗したものの、男と女では力が違いすぎる。ポケットの中のスマホを取り上げられる。ちらりと見えた画面には、通話中の文字が光っていた。

「響也！　助けて！　今群馬に向かって…………っ！」

　言葉は続かなかった。慎吾の振り上げた手のひらが、果純の頬を打ったのだ。思い切り殴られて口の中が切れたのか、血の味が口内に広がった。

「来るわけねえだろ。こんな雨の夜に、こんなところまで」

　慎吾は笑いながら車をＵターンさせると、今度は東京に向かって車を走らせた。

「どこに行くのよ」

　群馬に背中を向けて、また東京を目指し始めた慎吾に果純は焦った。響也に伝えたのは群馬とだけだ。群馬は広く、道筋も幾通りもある。響也には果純がどの道を通っているのかなど知る由もない。しかもその道を群馬ではなく、東京に向かって走っているなど思いもしないだろう。

　響也に電話をしたものの、助けは絶望的だった。

　悔しさに涙がにじむ。それを振り切って果純は顔を上げた。

　絶望に瞳を閉じてしまえば何も見えなくなってしまう。しっかりと顔を上げて状況を読み、必ず逃げ出してやるのだ。チャンスはきっとくる。

　雨はやむ気配はなく、さらにひどくなっている。バケツをひっくり返すほどの勢いで、ワイパーはハイモードのままだ。さすがの慎吾もこの雨では運転にも慎重になっていて、それほどスピードは出ていない。ドアのロックをいじってみるがやはり解除できなかった。

　果純は街灯が照らす道路を見つめながら、いつか来るチャンスを見逃さないよう手のひらを握りしめた。




　無言の車内は居心地が悪い。慎吾の隣に座っていればなおさらだ。

　座席の後ろに投げ捨てられたスマホは、目の届く範囲には見えない。音でも鳴ってくれればわかるのだが、着信は全くない。

　投げつけられたせいで壊れてしまったのかもしれない。この狭い車内で外とつながることのできるアイテムが壊れれば、たとえスマホが見つかったとしても意味がない。

　沈黙したままのスマホに果純は暗い気持ちになった。それでもどこかにチャンスはないかとライトに照らされた道路を睨み続ける。

　その瞳に、対向車線のライトが見えた。

　対面道路とはいっても周りは畑と田んぼだらけだ。時計を見れば九時半。雨の弱まる気配はなく、すれ違う車はほとんどなかった。それなのにこの大雨の中、前方から車が二台猛スピードでせまってくる。

「馬鹿か、あいつら。こんな雨の中であんな運転。事故るぞ」

　慎吾の呟きに、果純も心の中で同意した。

　雪ほどではないが、それでも雨の路面というのは想像以上に滑る。ハンドル操作を少し誤るだけで制御不能になり、重大事故を引き起こしかねない。

　それなのに水煙を上げながら猛スピードで、しかも二台連なって走っている。どちらかがミスをするだけで、二台ともが事故を起こすだろう。

　巻き込まれては堪らないと、慎吾はスピードを落とした。

　先頭の車のライトを見ていた果純は、はっとして身を乗り出した。近づいてくる先頭の車。土砂降りの雨で暗い中でも、その輝くような白い車体はよく見えた。

　さらに身を乗り出した時、慎吾の車のライトに照らされて運転席が浮かび上がった。

　その姿を見て心臓が痛いほど高鳴った。涙がこみ上げてくる。

「響也！」

　思わず叫んでいた。その声に、慎吾がぎょっとする。

「なんでここが!?」

　うろたえる慎吾にかまわず、果純はさらに身を乗り出した。すれ違う一瞬、ガラス越しに目が合う。

「嘘だろ！」

　慎吾がまたしても叫ぶ。次の瞬間、果純の肩にシートベルトが食い込んだ。慎吾が急ブレーキをかけたのだ。もともとスピードを緩めていたことが幸いして、スピンすることなく停まる。

　前に視線を戻せば、響也の後ろからついてきていた車のライトが回転する。車が百八十度回転して慎吾の進路をふさいでいた。後ろを見れば響也も同じように半回転して止まっている。慎吾の車の前後をふさいで停められていた。車を自在にコントロールする自信がなければできない芸当だ。

　二台の車に挟まれ、慎吾は逃げ場をなくした。
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　ちらりと時計を見る。午後九時を回っていた。

　響也は自室から見える果純の部屋の窓を見やる。しかしそこに明かりはなく、主がいないことを告げていた。

　スマホの画面を見て着信やメールがないことを確認した響也は、イライラと長い脚を組み替えて大きくため息を吐いた。

　果純には遅くなる時には電話をしろと口を酸っぱくして言っているが、実のところは遅くなるような用事など作って欲しくない。仕事は仕方がないにしても、遊びで遅くなるのは正直嫌だ。

　自分だけを見ていて欲しい。どこにもいかずにずっとそばにいて、自分だけの果純でいて欲しい。そう願うのは果純を独占したいからだ。二人だけの部屋で、言葉と体で愛を確かめ合う。実際には無理なことはよくわかっている。響也にも果純にも仕事があり、交友関係も広い。どんなに独占したいと思っても無理なのだ。

　けれど、果純の帰りをただ待つだけのこんな夜には願わずにはいられない。

　足を組み替えてまた重い溜息を吐いた時、着信を告げる音が響いた。そのメロディは果純専用のもので、響也はスマホをひっ掴んですぐさま画面を指でなぞった。

「もしもし」

　勢い込んで出たものの、果純からは何の反応もない。眉をひそめた響也はスマホを耳から離して画面を確認する。間違いなく果純からの電話だ。もう一度スピーカーに耳を当てた。

『響也！　助けて！　今群馬に向かって…………っ！」

　飛び込んできた声に、響也は思わず椅子を蹴倒して立ち上がった。

　果純の切羽詰まった声。そしてその後に聞こえた押し問答と何かを叩く音。果純の小さな悲鳴を最後に電話は唐突に切れた。

　電話が切れる一瞬の間に聞こえたのは、果純と男の声。そして車のエンジン音。

　この間果純に送ってもらった元彼の車の画像を徹にも見てもらったことがある。車全体が映っているわけではないのに、一目見ただけで車種はもちろん、年式やグレードといった専門的なことまで教えてくれた。それと特徴的なエンジン音も。

　スピーカー越しではあったが、腹の底に響くような独特なエンジン音は聞き間違えようがない。

　響也は財布とスマホだけをもって自宅を飛び出した。車の運転席に身を滑り込ませエンジンをかける。猛獣の唸り声に似た音とともに車が目を覚ます。そのハンドルを握る響也の瞳は、猛獣よりも鋭く光っていた。狂気を宿した瞳が細まる。

　響也はスマホを手に取ると徹に電話を掛けた。

『はいはい』

　のんびりとした声が応答する。

「緊急だ。すぐに追いかけて来てくれ」

「お？　おおっ！　わかった！」

　何も聞かずにすぐに了承の答えが返ってきて、響也はこんな時でも苦笑する。即答するのは、荒事が大好きな徹らしい。場所は伝えなくともお互いに携帯のＧＰＳを作動させている。

　この大雨だ。何が起こるかわからない。自分や徹が事故る可能性もなくはないが、果純の乗った車がどうにかなっていた場合、響也一人では対応しきれない場合がある。それに、一台だけで相手の車を止められるとも限らない。人数はいたほうがありがたい。こういう時、即座に動いてくれる親友というのは本当に頼りになるものだ。

　幹線道路を走り抜けて少し走ると、途端にあたりは街灯が少なくなり畑が多くなる。それに従って行き違う車の数も減った。

　ルームライトに水煙を上げながら追いついてくる車のライトを確認して、響也は笑みを浮かべた。それは果純には見せないような恐ろしく獰猛な笑みだ。

『よう、響也』

　助手席に置かれたトランシーバーから徹の声が聞こえてくる。

　二人の車には一緒に走りに行く時用にと、トランシーバーをつけていた。範囲は狭いが、並んで走ったりする分には十分に使えるし、免許や届け出も必要ないので重宝していた。それがこんな形で役に立つとは思いもしなかったが。

「こんな雨の日に悪い。果純が連れ去られた」

『そりゃ大変』

　のんびりとしていた声がワントーン低くなる。

『未来の嫁さんの危機じゃ、放っておけないな』

「ああ、頼む」

　響也はそう言ってアクセルをさらに踏み込んだ。

　徹の黒い車が響也の後ろに連なって走る。ぴたりとくっついて走る様は、周りから見れば恐ろしいほどの距離間で、いつ事故を起こしてもおかしくないような近さだが、二人にとってはいつもの事だった。お互いのことを信じていて、そして何があっても対処できるテクニックを持っているからこそできる芸当であった。

　雨はさらに激しさを増している。窓ガラスをコーティングしているおかげで水滴は後方に飛んでいくが、それがなければワイパーをしていても前が見えないほどのひどい降りとなっている。それでもアクセルからは足を離さず、前を睨みつけるように見る。体に伝わるタイヤからの接地感覚とハンドルの振動だけが頼りだ。

　果純の居場所を示すＧＰＳの赤い点は、群馬には向かわずこちらに戻ってきている。追手の裏をかいて群馬を目指さず東京への道を戻ってきているのだろうが、ＧＰＳを見失わない限り巻けるわけがない。

　ＧＰＳの光点は真っすぐこちらを目指してきている。もうすぐ視認できるはずのところまで来ていた。

「いた！」

『見えた！』

　響也が叫ぶと同時に、トランシーバーからも徹の声が響いた。地面を這うようなライトの位置から見て、間違いなく慎吾の車だ。

「徹は進路をふさいでくれ。俺は退路を断つ」

『了解』

　二台で慎吾の車の前後を挟むことを伝えれば、徹は即座に言葉を返した。打てば響くような答えに響也は目を細める。と同時に徹の車が速度を落とした。

　前からくる車のヘッドライトが大粒の雨を浮かび上がらせる。車内は暗く中は見えない。それでも運転席と助手席に誰かが座っているのが確認できた。

　反対車線を走る車が目前まで来た。助手席の窓に果純の姿を捉え、安堵とともに怒りが湧き起こってくる。すれ違いざま果純と目が合った。果純が目を見開き、身を乗り出した。

　その姿を見送った直後、響也はブレーキを踏んだ。荷重が前に移動する。ハンドルを少し回し、さらにかかとでアクセルを踏む。後輪がスリップし始めると同時に、つま先でブレーキを踏んだ。ギアチェンジをしながら、持続的にアクセルとブレーキを踏んでは離す。

　響也と徹の車の二台が同時に百八十度ターンして、慎吾の車の前後をふさいだ。雨でスリップしたように見えるが、二人とも完全に車を制御した上での行動だ。

　数秒の出来事。慎吾に逃げ場はない。

　響也は土砂降りの中車を降りた。途端に痛いほどの雨が体を打ち付ける。ニットの服がどんどん水を吸って重くなるが、構わず助手席側に駆け寄った。窓から中を覗けば焦った様子で首を振る果純と、顔を青くしながらも笑っている慎吾に眉を顰める。だが即座にドアのロック解除ができないことに気づいて眉を吊り上げた。

　慎吾を睨みつけながら運転席側に回り、ロックを外すよう指で示す。が、慎吾は青い顔のままうすら笑いを浮かべ、逆に響也と徹の車を指さして手のひらをひらひらさせて退けと言ってきた。

　響也は目を細めてこぶしを握り締めると、コンコンと窓を叩いた。

「開けろ」

　青ざめたままにやりと笑う慎吾。響也に開けることができないと踏んでの笑いだろう。だが、それは甘い話だった。

　響也は来ていたトレーナーの袖を伸ばして拳を覆うと、思い切り窓を叩いた。派手な音をたてて窓ガラスが粒状に砕け散る。

　コツがわかっていれば、専用の器具がなくとも車の窓を割ることはできる。それを知らない慎吾は、化け物を見るような目で響也を見上げてきた。しかしそんなことにかまわず、窓から手を差し込んでドアロックを解除する。

　解除した途端、果純が助手席から転がるように出てくる。

　慎吾を引きずり出して殴りたい気持ちはあるが、それよりも果純のことが心配だった。

「果純！」

　走り寄ってきた果純を抱きとめる。走る様子や触れた感触からも異常は認められない。大きな怪我がないことに安堵の息を吐いた。そうすると、慎吾に対して抑えきれない怒りがわいてくる。

　慎吾を怒りのままに睨み下ろす。

「ひっ！」

　鋭い眼光だけで、慎吾がひきつった声を上げる。

「殴るのはやめとけよ。お前が加害者になっちまうからな」

　こらえきれない怒りを慎吾にぶつけようとした響也は、どこかのんびりとした徹の声に振り向いた。

「ヒーローはお姫様を救ったらさっさと帰れ。こいつは、俺がちゃんと躾といてやるから」

「だが！」

「お前がやると、そいつを半殺しにするだろう。大事な彼女に暴力現場を見せるつもりか？」

　そこで響也ははっとして腕の中にいる果純に目をやった。

　響也を信頼して見上げてくる茶色い瞳。かすかに震える果純に、これ以上嫌な光景を見せたくはない。

「大丈夫。きちんと落し前はつけさせる」

「だがどうするんだ？　俺はこれ以上こいつに関わりたくはない」

「俺がこいつに、車の本当の恐ろしさを教えてやるだけさ」

　にやりと唇をゆがめた徹の目が全く笑っていないことに響也は頬をひきつらせた。どうやら変なスイッチが入ってしまったらしい。慎吾の車がいわゆるスポーツカーなのも一因だろう。これだけいい車を乗り回しているのに、まったくと言っていいほど慎吾にテクニックがないこと。それに、犯罪まがいなことに車が使われたのが許せないのだろう。

「窓の修理代だけはこっちに回してくれ。こいつに余計な貸し借りを作りたくない」

　緊急事態ではあったが、窓を壊したのは響也だ。後でどうこう言われたくはない。

「了解」

　響也の性格を知っている徹は二つ返事でうなずいた。
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「……ごめんなさい」

　東京に向けてひた走る車の中で何が起きたのかをポツリポツリと話す果純が、最後に小さく謝った。

「謝るな。果純は被害者だろ」

　行きとは違い、細心の注意を払いながら車を運転していた響也は、手を伸ばして果純の頭に置いた。

「でも……私が慎吾の車に乗ったから」

「まあ、確かに軽率だったな。だがこれでわかっただろ。本気の男をなめるなって意味」

　あの日──初めて果純と夜を共にした日に言った言葉だ。それに果純はうつむいて拳を握り締めた。

「響也が来なかったら……きっと、私…………」

　来るはずのない未来を想像して震える果純に響也は車を止めた。助手席にいる果純を抱き寄せる。

「俺がいる。ずっとそばにいる。果純がどこにいても駆けつけるし、どんなものからでも守ってやる」

　震える果純の髪をなでた響也は、その髪がぐっしょりと濡れていることに今更ながらに気付いた。あの豪雨の中にいたのだ。二人ともずぶ濡れだった。暖房を入れているとはいえ、冬の雨だ。衣服も濡れて体温も奪われている。

　車内灯をつけて果純を改めて見下ろした。

　髪はもちろん、コートもその下のセーターやスカートまでびしょびしょだ。黒いストッキングは足に張り付き、ヒールの中まで濡れているようだった。

　唇の色はまだ赤いが、それでも寒さによって色が悪い。微かに震えているのは怖さだけでなく、寒さによるものだと判断を下す。

「悪い。ずぶ濡れで寒いだろ」

「寒くないよ。それよりもシートを濡らしちゃって……」

「そんなことはどうでもいい。車なんてどうとでもなる。果純が体調を崩すほうが問題だ」

「私は大丈夫……」

「大丈夫じゃない。ずっと体が震えてるだろ。体が震えるのは熱を発するためだ。体が冷えている証拠なんだよ」

　果純を座席に戻すと、響也は車を走らせた。

「くしゃみも出てないのに」

「雨に濡れてくしゃみが出るなんてのはフィクションだ。そんな人体のメカニズムは存在しない」

　眉根を寄せた果純は、響也の言葉にさらに唇を尖らせた。

　その時、ルームミラーに車のライトが映った。ちらりと確認すれば徹の黒い車で、響也は唇をゆがめる。その間にも二台の距離は縮まっていて、徹が猛スピードで走っていることが目に見えてわかった。

『よう、響也』

　スピードを落として響也の後ろについた途端、トランシーバーから徹の声が響いてくる。と同時に、慎吾の喚く声が聞こえた。

『し、死ぬ。絶対死ぬ……』

　ほんのわずかな距離でも、徹の車の底力を感じたのだろう。慎吾の力ない声がそれを如実に表している。

『それじゃ、久しぶりにぶっ飛ばしてくるわ』

「生きて帰って来いよ」

『ははっ、俺の腕とこの車を信じろ。じゃあな』

『待て！　止めろ、降ろしてくれ！　まだ死にたくないっ』

　横をすり抜けて走り去っているテールランプ。トランシーバーの効果範囲はせいぜい数百メートルといったところだ。すぐに声は聞こえなくなり、テールランプも雨によって見えなくなった。

「だ、大丈夫なの？」

「平気だろ。徹の腕は確かだ」

「そうじゃなくて。慎吾に訴えられて、警察に捕まったりしない？」

「ん？　ああ、大丈夫。別に暴力を振るうわけじゃないからな。少し怖い目に合うだけさ」

　実際には、少しでは済まないだろう。

　徹の車はまさしくモンスターだ。メーカーから売りに出されている時点で馬力も排気量も桁違いなのに、徹はそれをさらに改造している。まるで新幹線だ。しかもレールはなく、走るのはおそらく高速道路。雨で滑りやすく、しかも夜の見通しがきかない道を新幹線並みの速度で走る。その助手席に乗るのは響也でも願い下げだ。

　徹の車に乗って最高速を経験した者の末路は二つ。トラウマになって車に乗れなくなるか、その道に目覚めて車の魔改造に夢中になるか。どちらにしても、果純にはもう関わってこなくなるだろう。それほどに徹の車は暴力的だ。だが力に頼らない、徹らしい解決方法だ。

「徹は誰よりも車の事を知ってる。限界走行も含めてな」

　響也は大丈夫だと繰り返し、改めて親友の有難さに心から感謝した。
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　暖かい部屋で濡れた上着を脱ぐ。そうすると想像以上に肌が冷たくなっていた。

「とにかく、すぐに風呂に入って温まるんだ」

　果純は隣で髪をタオルで拭いている響也を見上げた。その響也はすでに上着代わりの濡れそぼったトレーナーを脱いでる。果純の上着と一緒に部屋にあるハンガーにかけていく。

　そのハンガーの向こうにある壁は幾何学模様のシックな黒い色をしていた。部屋の真ん中には、その存在を誇示するかのような大きなベッドが置かれている。

　ファッションホテル──いわゆるラブホテルだ。

　自宅まではまだ一時間ほどかかる。けれどその間にもどんどん体は冷えていく。果純は大丈夫だと言い続けたのだが、響也が許さなかった。

　結局、たまたま見つけたラブホテルへと入った。ここならば部屋も暖かくお風呂もある。濡れたまま車の中にい続けるよりはいいだろうと響也が判断したのだ。

　廊下こそ派手な薄紫に彩られておりいかがわしい雰囲気満載だったが、部屋の中はシティホテルのようにごく普通だった。もっとも、ベッドのサイズだけは普通とは違っていたが。

「とにかく、風呂に入って体を温めてこい」

　響也が言い終わらぬうちに、果純はその逞しい胸に抱きついた。同じように雨に濡れていたのに、響也の肌は暖かい。

　いつもはすぐに背中に回される腕が、戸惑うように肩に置かれた。

「一人はやだ」

　口では強がっていても、いざ一人になると思うと不安になる。

　見知っているはずの男性が、言葉の通じない恐ろしい怪物に見えた。もし響也が来なければ、今頃慎吾に犯されていたはずだ。それこそ監禁されて、たいした抵抗もできずに何日も犯され続ける。身も心もボロボロになるまで。

「俺はここにいる。心配せずにお風呂に入って来い」

「やだ。一緒がいい」

「俺だって健康な男なんだぞ。一緒に風呂なんて入ったら、それこそ襲っちまうぞ。お前だって、そんな気分じゃねえだろ」

「……襲われてもいい」

「本気の男をなめるなって言ったこと、忘れたのか？」

　低い声がさらに低くなる。果純はさらに響也を抱きしめる腕に力を込めた。

「響也なら……いい」

　響也の胸板に頬を押し付ける。耳に聞こえる心臓の音がいつもより早く感じた。それがまるで自分を求めているように聞こえて嬉しくなる。

「響也がいい」

　肩に置かれていた手が背中に回り、ぎゅっと抱きしめられた。いつもよりずっと強い抱擁。その腕のきつさが嬉しい。拘束されていればいるほど、自分は響也のものだと意識する。

　ごくりとつばを飲み込む音がする。耳から入る情報は、響也の興奮や状態をすべて教えてくれている。

　見上げれば黒く澄んだ瞳の奥に、淫靡な光が宿っていた。唇が近づいて目を閉じる。触れた唇は火のように熱い。

「っ!!　まずは風呂だ。話はそれからだ」

　響也の唇が熱いと思ったのは、果純が異常に冷えていたせいだ。すぐに気づいた響也が手早く自分の服を脱ぎすてて、果純の衣服も脱がしていく。

　雨に濡れて重くまとわりついていた衣服が脱がされるたびに、慎吾とのしがらみが落ちていくようで身も心も軽くなる。

　生まれたままの姿で、二人して浴室に入り熱いシャワーを頭から浴びた。熱い雫を浴びながら、互いの唇を求める。二人の間にある隙間を埋めるように、互いの体を抱き寄せて密着させた。お湯とは違う、人肌の暖かさが心地よい。

「たまんねぇ」

　唇の合間から、響也の甘く低い声が漏れる。それはシャワーの音に紛れることもなく、果純の耳に届いた。切なさに体をよじれば、響也の大きな手が背中を撫でる。その手が上に上がり、後頭部に添えられた。引き寄せられて唇がさらに深く交わる。よだれが唇から漏れ、熱い雫に流されていく。

　濃密なキスと湯気にあてられて、果純のつむった瞼の裏がチカチカし始める。足から力が抜けそうになると果純の腰を響也が支えた。

「俺の熱気にあてられたか？」

「…………うん」

「この状況で煽るなよ」

「だって、響也が欲しくて」

　言った瞬間また口づけられた。

　痺れるほど舌を吸われてくらくらする。唾液を吸われ、逆に響也のものを与えられて飲み下した。うっすらと目を開ければ、黒い瞳が果純を見下ろしている。その奥の隠微な光に腰をくねらせた。お腹に響也の硬くなった欲望の象徴が当たり、ぞくぞくと背筋を快感が走り抜ける。

　限界まで上を向き、響也の唇を求める。後頭部に回された手が濡れた髪に絡みつき、引き寄せられて更に唇が深く交わった。

　つま先立ちをしていた果純の膝ががくがくと震える。その足の間に響也の太ももが割り込んだ。響也の足に支えられて不安定さから解放されて安堵していると、太ももが擦りつけるように前後に動いた。

「んんっ！」

　花芽が太ももに擦れて快感が背筋を走り抜ける。

　背中と後頭部に手が回されているため、果純は満足に動くことすらできない。深い口づけを交わしたまま、太ももが花芽を擦り続ける。

「んん……あっ…………ああ、んっ」

　唇の端から声がこぼれ落ちる。それはシャワーの音にかき消されることなく、浴室内にこだました。シャワーの水音とともに聞こえるのは、愛欲に塗れた甘い声だ。

　それに触発されたのか、響也が更に太ももを押しつけて擦り上げる。容赦なく擦られて激しい快楽が襲ってきた。全身の力が抜けそうになる。それでも離れたくなくて、響也の首にすがりつく腕に力を込めた。

「気持ちいいのか？」

「ああっ……うん。気持ちいい……あっ！　いい……響也」

　自らも腰を動かして快感を享受する。快楽が熱となって体中を駆け巡る。だんだんと何も考えられなくなり、やがて目の前が白くスパークした。

「や、ああっ……響也！　あ、やぁ、あああああっ!!」

　叫んで絶頂し、果純は力なく響也の体に身を預けた。

　響也が浴室内の椅子に座り、その膝の上に果純を座らせる。響也の顔がすぐ近くにある。一時も離れたくなくて、果純は響也の首に腕を回した。そのまままた口づける。

　ちゅっちゅとリップ音が鳴り、離れては触れる。そうして深く交わりまた離れる。

「そう急くな。俺はここにいるから」

「だって」

「俺がそばにいる。これからもずっとそばにいるから」

　果純は泣きそうになりながら響也を見上げた。その黒い瞳に映っているのは果純だけだ。これからもそこに映るのは果純だけであって欲しい。

　それは強烈な独占欲だった。

「好き。響也、好き」

　言葉でつなぎ止めるように何度も口にしてキスをする。そうするたびに果純の背中に回された腕が小さく震え、抱く腕に力が増していく。その力強さが、苦しさが今は嬉しかった。

　髪を洗い、体も洗って風呂から上がると、響也は自分の事はそっちのけでガウン姿の果純の髪を乾かしてくれた。髪くらい放っておいても乾くと主張したのだが、風邪をひいたら困ると一蹴されてしまった。その響也は、腰にバスタオルを巻いただけの姿だ。果純ではなく響也の方が風邪をひかないか気になる。

　それに髪を乾かすよりも、早く響也と一つになりたい。今すぐにでも。けれど、真剣な顔と手つきで髪を乾かす響也を見ていると、言葉は出てこなかった。

「……避妊具、持ってる？」

　代わりに出たのは、ひどく生々しい言葉だ。

「持ってない」

　響也の言葉に果純は落胆した。

　初めてのドライブデートの時、避妊具を持っていないからと言って抱いてもらえなかった。安全日だと言っても頑として譲らなかった響也だ。今日もきっと抱いてもらえない。けれど今日はどうしてもして欲しい。熱いくさびで穿たれ、響也のものなのだと体に刻みつけたい。

「そんな顔するな。大丈夫だから」

　そう言うと、響也は洗面台にあるアメニティの箱を探った。

「あ……」

　隠すようにして置かれている見慣れたゴムの避妊具を見て果純は声を上げる。

「こういうホテルには、あちこちにこうして置いてあるんだ」

　どや顔で言われて、果純は逆に目をすがめた。

「よく知ってるのね」

「馬鹿、そんな顔するな。避妊は必要だし、こういうのは男が知ってないと困るだろ。女は知ってても言えないし、言わせて恥をかかすわけにはいかないからな」

　確かに知っていたとしても、女性がそれを口にするのは憚られる。ラブホテルの事をよく知っていると言っているようなものだ。

「響也は……どこで知ったの？」

「俺は徹に教えてもらったんだ。いざって時に知ってると役に立つだろってな。だからそんな顔するな」

　響也が果純のとがった唇に人差し指を当てた。

「俺は、ずっと果純一筋だ」

　ドキドキと心臓が高鳴った。実際は違うかもしれない。女性を連れている姿を見かけたことがある。それでも響也の言葉が嬉しかった。

「……好き」

　素直な言葉が出た。

　天邪鬼な自分ではなく、心から素直な気持ちが言葉として出た。一度言葉にすると、思いが奔流となって溢れてくる。

　櫛で髪を梳かしていた響也の手が止まる。鏡越しに目が合った。恥ずかしさで思わず目を逸らす。ちらりと鏡に目をやると響也はまだ果純を見ていた。

　響也は果純を背中から抱きしめると、艶やかな茶色の髪にキスをした。そのまま耳元へ唇を寄せる。

「俺は愛しているって言ったろ」

　果純が好きだと口にすれば必ず『俺は愛している』と返ってくる。せっかく素直に好きだと言えたのにと果純は唇を尖らせた。

「なんでそんなに張り合おうとするのよ」

「決まってるだろ。果純よりも、俺のほうが好きの気持ちが上だからだ」

　なんだそれは、と思う。好きという気持ちに上も下もない。感情とは目に見えるわけではない。どちらがより好きかなど感覚的なもので、はっきりとはわからない。なのに響也はさも当然のように自分が上だと言ってくる。

「私のほうがずっと好きだと思うけど？」

「いいや、俺だ」

　即答する響也にムッと唇を尖らせた。

「俺は朝も昼も晩も、いつだって果純の事を考えている。会いたくて、触れたくて、抱きたくて」

　耳に届く低い声。脳までとろけそうな声と言葉にくらくらする。

「俺は果純じゃないと駄目なんだ」

「私もそうよ。響也じゃないと──響也がいいの」

　逞しい腕に手を添えて果純は響也を振り返った。唇に柔らかく温かい響也のそれが触れた。優しく触れる唇に、体までとろけそうになる。

「ベッド、行こ」

　どちらからともなく誘い合い、手を取り合ってベッドへ向かった。

　二人が寝転がってもまだ余るほど広いベッド。果純はそのベッドの手前で立ち止まると響也を突き飛ばした。予想もしていなかった果純の行動に不意を突かれ、響也はそのままベッドへ転がり込んだ。その上から覆い被さり唇を合わせた。

「今度は私が響也を感じたい」

　お風呂ではいいように感じさせられた。好きでも悔しいことには変わりない。

　唇を吸いながら、顎から首にかけて手を滑らせていく。鎖骨から胸板へ、そして緊張と興奮で硬くなっている胸の先端へ。少し強めに摘まむと、響也の体がわずかに跳ねた。

　果純の唇に笑みが浮かんだ。響也が感じているのだと思うと嬉しくて仕方がない。

　そのまま顎から喉仏へキスをしながら、唇を滑り下ろしていく。

「…………ぁうっ」

　胸の先端を唇で食むと、響也が小さく呻いた。飴でもなめるようにじっくりと、時に歯を立てて刺激を与える。

　徐々に熱がこもる響也の吐息に果純はチラリと視線を走らせた。響也の腰に巻かれたバスタオル。その前が盛り上がっている。興奮していることが見て取れて、果純も思わず鼻息が荒くなる。

「俺を攻めながら、果純も感じてるのか？」

　肌にかかる鼻息だけで果純の状態を知り得てしまう響也に、呆れると同時に嬉しくなる。こんなにも自分のことだけを見てくれている人がいることが嬉しくて幸せだ。そしてその人と体を一つにつなげられることも。

　果純は手を伸ばしてバスタオルの盛り上がっている部分を撫でさすった。

「くっ……あぁ」

　響也が声を上げる。撫でれば撫でるほど盛り上がりは大きくなり、声も上がる。苦しげな声に果純はバスタオルを解いた。

　天を突くほど勃ち上がった剛直。そそり立つ様は堂々としている。なのに先端からよだれを垂らしている姿が可愛らしい。

　ぬるぬるとした先走りを剛直全体に塗りつける。そうして握りしめながら扱いた。

「はぁ……う、あぁ……」

　右手で響也の剛直を扱きながら、唇で胸の飾りを吸い上げる。唇で食み、軽く歯を立て、舌を巻きつけた。その間も右手は動かす。剛直から溢れ出る先走りで、ぬるぬるとすべるそれを上下に扱く。

　響也の息が上がり、限界を迎える前に果純は手を止めた。

「おいっ」

　絶頂する直前で放り出されて、響也が不満の声を上げた。

「まだ、駄目」

　果純はくすくす笑うと、響也の足元に跪いた。そのまま剛直に唇を寄せる。

　もう三度目になる口での愛撫。けれど同じように舌を這わせても反応が違う。慣れるということはなく、逆に楽しくて仕方がない。

　ゆっくりと口の中に迎え入れる。自分の唾液と先走りの甘い味が口の中で複雑に絡み合い、新しい味を果純に与えてくれる。それは媚薬のように果純をとろけさせる味だった。

「うっ……はあ……凄ぇ気持ちいい」

　響也を気持ちよくさせている。快感にふける声を聞くだけで、秘所からとろとろと蜜が溢れてくる。

　唇を滑り下ろし、剛直を限界まで飲み込む。しかしめいいっぱい咥えこんでも根元までは入りきらない。先端とくびれを唇と舌で愛撫し、そこから根本までは手で扱いた。

「くぅ…………うっ、はぁ……」

　隠し切れない快楽の声が、響也の食いしばった歯の間から漏れた。果純はさらに口と手で扱きあげる。くちゅりくちゅっと唾液を絡めた剛直を擦るたびにいやらしい音が響き、先端からは雫がとめどなく溢れた。響也の呼吸が乱れ、剛直がさらに硬くなる。

「くっ……果純……イ、きそう……もう、やばい」

　荒い呼吸の合間のかすれた声と呼吸音。時折混じる低い快楽の声に果純の背筋が震え、ぞくぞくとした快感が背筋を這い上ってくる。

　唾液が唇から溢れて流れ落ち、指の滑りを良くする。いやらしい水音をさせて根元を扱き、先端は舌を絡めて吸いあげた。

　響也の息がさらに乱れ、吐き出す息に隠し切れない熱が混じる。剛直が口の中で震え、感じているのだと思うと嬉しくて果純は夢中で手と頭を動かし続けた。

「果純……もう……っ」

　切羽詰まった声が漏れ聞こえ、響也の腹筋が震える。同時に剛直がさらに硬さを増し、口の中で大きくなったように感じた。

「っ……ぅくっ！」

　瞬間、剛直の先端から白濁が解き放たれた。脈打つように数度に分けて白濁が果純の口の中へ吐き出される。

　最初に口にした時は苦いだけだった。しかし今は響也のものだと思うとその苦みすら愛おしい。ごくりと飲み干せば、響也の一部を食べた気になる。好きな人の一部を体の中に取り込んだという考えは猟奇的で、けれど同時に独占欲が満たされた。

　果純は自らガウンを脱ぎ捨てて、響也の体をまたいだ。剛直を手に腰を沈める。が、一瞬早くその腰を響也が支えた。

「何してる」

「このまま入れたい」

「駄目だ」

　果純が願いを口にすれば即座に拒否された。

「響也の体温をじかに感じたいの」

「何度言っても、駄目なものは駄目だ」

　かたくなに拒否をする響也が果純を支えたまま体を反転させた。果純の背中がベッドに埋まり、見上げたそこに響也の端正な顔がある。

「今度は俺に果純を感じさせてくれ」

　響也はそう言って果純にキスを落とした。





４






　白いベッドに果純が仰向けに横たわっている。それを響也は上から見下ろした。

　美しいと思う。茶色い髪、同じ色の瞳。細い肩、豊かな胸。くびれた腰、小さなへそ。黒い繁み、白い太もも。細い足首、整った足指。上から順番に見下ろした後に、今度は下から上へと視線を上げる。

　つり上がった目尻と眉、赤らんだ頬。茶色い瞳と目が合った。

「あまり見ないで」

　小さな唇が言葉を紡ぐ。瞳が伏せられて、長いまつげが頬に影を落とす。

　果純の裸体を見たのは今日が初めてではない。何度も、そしてどこもかしこも見てきた。秘所はひだの一枚一枚、恥ずかしげに芽吹く花芽もその奥の泉も。すべてを見られたのにまだ恥ずかしがる果純の反応に響也の方が悶えそうになる。

　美しさと可愛さを併せ持つ幼馴染。長年思い続け、ようやく手に入れた。その矢先にさらわれた。

　もう誰にも渡さない、絶対に。

　その思いを強く意識する。

「好きだ、果純」

「うん。私も大好き」

　果純の言葉に、しかし響也はわずかに眉をひそめた。

「前言撤回」

「え？」

「好きどころじゃない。愛してる。心から」

　果純は頬を染めながらも唇を尖らせた。

「だから、どうしてこういう時まで張り合いたがるのよ」

「本当のことだからな」

　にやりと笑って響也は黒い瞳を細めた。

　年下だから、一つでも果純より優れているところが欲しい。知識も体力も性欲も、そして愛情でさえも。

　これを言えばきっと果純は笑うだろう。けれどこれが響也の矜持であり、年下なりの意地だ。年齢にこだわっていたのは、果純だけではなかったということだ。

　顔の横に手をついて果純を見下ろした。茶色い瞳が見上げてくる。視線を合わせたまま響也はその唇にキスを落とした。

　目を閉じず、見つめ合いながら甘いキスを繰り返す。その瞳に少しずつ淫靡な光が宿っていく様を見ていると、響也も腹の底から黒い欲望が湧き出してくるのを感じた。きっと自分にもそういった光が浮かんでいるのだろう。それを意識すると体は更に熱くなる。

　柔らかな唇と舌で堪能し、そのまま中に割り入れる。歯列を撫でて更に奥へ進ませた。待っていたかのように果純の舌が絡みついてきた。応えてくる熱く柔らかなそれに自らの舌を擦り付けて絡め、吸い上げた。

　互いに甘い息を吐き出し、互いの唾液を交換して飲み下す。

　唇を離して見つめ合い、またキスをする。唇だけでなく瞼や額、頬にも。赤い耳に口づければ果純が小さく甘い声で鳴いた。

　手のひらに吸い付くようなしっとりとした肌。その感触が楽しくて、肩から二の腕を何度も手のひらでなで下ろす。そうしている内に果純の口から甘い息が漏れ出た。ただ撫でているだけでも敏感に反応する。

　その肌にキスを繰り返しながら、顎から首筋へと唇を滑らせた。鎖骨の下、胸の膨らみの際に強く吸い付く。

「んっ」

　白い肌に赤い痕が残された。ただのうっ血だ。しかし、それがまるで果純が自分のものだと言っているように見えて満足げに笑う。そしてまた赤い痕を点々と残していく。

　改めて見下ろすと胸の周りに赤い痕が多い。そのことに自分で笑ってしまう。その跡を指でたどる。ただ一カ所唇が触れていない場所がある。そこは触れていなくとも赤く色づき、期待に震えて身を固くしていた。

「んああっ」

　そこをただ指で突いただけで果純が声を上げる。柔らかな胸を揉み上げながら、人差し指と中指で突起を捏ねる。更に硬くなった先端に舌をあてがった。硬く、けれど柔らかな先端は舌の動きによってわずかに形を変える。舌を巻きつけ唇で食んだ後、口をすぼめてキツく吸い上げた。

「や、あ……あっ、ああっ！」

　ほんのりと色づいていた先端が更に赤くなる。それをまた舐め上げた。

　果純の声により甘さが増す。ビクビクと体を震わせながら、太ももを擦り合わせていた。快感に体が疼いているのだろう。響也はそれをわかっていながら胸にだけ愛撫を続ける。

「き、響也……」

　耐えかねたのか果純が甘い声で呼びかける。

「なんだ」

「もっと……触って」

「触ってるぞ」

　素っ気なく答えれば果純が唇を尖らせた。

　どこを触って欲しいのかなど言われなくてもわかっている。わかっていて意地悪くとぼけた。

　果純は眉をつり上げ、次いで下げた。それからまた眉をつり上げて下げる。まるで百面相だ。考えたことがそのまま表情に出る果純の心を読むのは簡単だった。

「俺に、どこをどんな風に触って欲しいか言ってみろよ」

「わかってるくせに」

「わかってるよ。果純のことなら何だってわかる。でも、だからこそ言わせたいんだ」

　果純の声で、果純の言葉で聞きたい。そう告げれば果純は視線をそらせながらまた唇を尖らせた。

　年上なのに子供っぽい表情。三十歳になるというのに、どこかあどけなさが残る仕草が可愛らしい。

「私の……恥ずかしいところを触って」

「胸は恥ずかしいところじゃないのか？」

「恥ずかしいに決まってるじゃない！」

「じゃあ、今触ってる」

「だ、だからっ、そうじゃなくて」

　快感に苛まれる体はもっと強い刺激を欲している。けれどそれを口にするのを理性が止めている。揺れる気持ちが唇に現れていた。開いたり閉じたりする果純の赤い唇に、響也は首をかしげながら目を細めた。

「…………女性器」

　その唇から出てきたのは卑猥な言葉ではなく、医学的な名称。響也は目を瞬いた。求めていた言葉ではない。だが間違ってもいない。医師の響也にとっては卑猥な言葉よりも馴染みはあるし、その文字を見る機会も多い。だが決してそそられるものではない。

「そんなに触って欲しいのか？」

　問えば伏し目がちにうなずかれ、響也は更に目を細めた。

「じゃあ、触ってやるから広げて見せて」

「え!?」

　期待した言葉を聞けなかった。だったらせめていやらしい姿態を見たい。驚く果純に薄笑いを浮かべれば、また小さな唇を開閉させながら迷い出す。

　迷った末、果純は両足を開いた。

　響也の目の前に果純の秘所がある。もっとも秘所を守るための外側の花びらによって隠れていて、大事な部分はまだ見えない。

「もっとよく見せろ。自分で開いて、俺に見せてみろ」

　秘所に息を吹きかければ黒い繁みが揺れた。その小さな刺激にさえ果純は体を震わせた。花びらの隙間から透明な蜜がしたたり落ちる。

　細い指が伸ばされる。広げた足の間、閉じられた花びらを自ら押し開いた。

「……ああ」

　響也は感嘆の声を上げた。

　やはり果純のここは美しい。大小二枚の花びら、その奥の泉もその上で小さく芽吹く花芽も蜜で濡れて美しく照り輝いている。

「そのまま広げてろよ」

　言い置いて、響也はその場所に舌を伸ばした。下から上へ舐め上げる。

「ひゃ、んっ……あああっ」

　ピチャピチャと音が響く。ただの水音とは違う、粘りを含んだ音。広げられた秘所のひだの一枚一枚まで丁寧に舐める。そのたびに蜜が溢れてベッドを濡らした。その蜜を舌ですくい上げて飲み込む。

　指の力が緩むたび、警告代わりに押し広げている指を軽く噛んだ。力が抜けそうになると、こうして叱咤するように噛みつく。

　頑張って花びらを押し開く果純に響也は一人笑う。

　果純の名前を漢字で書けるようになって意味を知った時、なんて美味しそうな名前だろうと思った。

　純粋な果実。その名にふさわしく、溢れる蜜は甘い。響也を惹きつけてやまない。

　目で見て指で触り舌で味わう。蜜壷に舌を差し込まれ、たっぷりと舐めて吸った。甘い吐息が耳に届くと、蜜が中から溢れ出す。

　黒い茂みを撫でながら、花芽にも舌を伸ばした。

「ひぁあっ！」

　果純が声を上げる。手を伸ばして胸の先端を摘まめば、果純は体を震わせてまた甘い声を出す。

　蜜だけでなく声まで甘い。耳から入った声が脳をとろかせる。声が聞きたくて、蜜を味わいたくて舌を動かした。

「あっ、やっ、あぁ……やだ、駄目。もう……駄目」

　蜜の量が増えた。イきそうになってるのだろう。体が痙攣するように何度も震える。響也は目の前にある小さな丸い粒を食んで思い切り吸った。

「ああっ、んぅ……はっ、や……だ、ぁああああっ!!」

　あっけなく絶頂し果純は息を乱しながらベッドに身を投げ出した。荒い息を整える胸が上下する。

　絶頂後のぐったりした果純の秘所を押し開き、再度顔を近づけた。舌を伸ばしてまだ充血して赤くなっている花芽を舐め上げる。

「やぁ！　待って……イってる最中は……駄目……ひっ、やだ……やっ」

　過敏になっている果純が叫ぶ。その足を押さえつけて舌と指で愛撫を繰り返した。

「やだ……んんっ……響也、駄目。もう……また、きちゃう、から……ん、やあああっ」

　叫んで達し、それでもやまない愛撫に果純の瞳から涙が溢れた。無理矢理熱を上げられて達し、終わることのない攻めに何度も絶頂する。

「きょ……や、ああ……やだ、響也……も……無理……んああっ」

　ビクビクと体を震わせながら、秘所から蜜がしたたり落ちる。シーツは色が変わるほどぐっしょりと濡れていて、響也の指や唇もびしょびしょだった。もう何度イかせたのか、響也にもわからない。

　果純のぼんやりとした瞳からは涙が流れ、半開きの唇からはよだれが垂れていた。そんな果純の姿も美しいと思う。きっと果純がどんな格好をしようと、どんな醜態をさらそうとこの気持ちがなくなることはない。

　ずっと好きだった。そしてこれからも愛し続けるだろう。

　果純を横目に響也は痛いほど反り返っている剛直にゴムを付けた。

　薄い膜に覆われ、これから来るであろう快感に剛直が身を震わせる。更に硬く、大きくなったように見えた。

　蜜で濡れた秘所に剛直の先端でこすりつける。痺れるような快感が襲ってくる。早く入れたいと思っていると、果純が腰を揺らした。響也は苦笑する。

「いつからそんなに甘えん坊になった？」

「甘えられるのは嫌？」

「馬鹿。嬉しいに決まってんだろ」

　優しく笑って唇を合わせる。唇を深く交わらせたまま、響也は腰を進めた。

　圧迫感と快感に果純が背を反らせる。柔らかく、けれどぎゅっと締め付けてくる中の熱さに思わずうめき声を上げた。

　薄い幕一枚を隔てていても、その熱さと柔らかさは感じられた。今まで以上に蕩けていて、それこそ剛直が溶けていきそうなほどだ。

　すべてを果純の中に収めて、響也は熱い息を吐いた。気持ちがよすぎて、入れただけでイきそうだった。

「中、凄いな。ぐちゅぐちゅに濡れて、熱くて溶けそうだ」

「響也が好きだから、いっぱい濡れてるの」

　目を瞬き果純を見下ろした。濡れた瞳がしっかりと響也を見上げていて、先ほどの言葉が幻聴ではないこと知る。都合のいい夢ではない。そのことを確認してドクリと心臓が強く脈打った。

「あっ、や……また大きくなってる。も、無理だから、あまり大きくしないで」

　熱い血潮が剛直に流れ込んで硬く太くなったことを体内で感じ取ったのだろう。響也は眉根を寄せると首を振った。

「無理に決まってるだろ」

「なっ!?」

「そんなに可愛く煽っておいて、冷静でいられるわけがない」

　言いながら響也は腰を動かした。ゆっくり抜いて、同じように入れる。引き抜くと剛直がひだを引っかいて果純が快感に体を震わせる。ゆっくりと差し込めば蜜で溢れてぐちゅりと水音を立てながら響也を迎え入れた。

「果純」

　耳元で名前を呼ぶ。それに応えるように中が締まって響也を締め上げた。

　奥まで埋め込み、最奥を抉るようにかき回す。途端に果純が喘いだ。角度や速度を変則的に変えて中をかき回す。果純の腰が跳ねた場所は的確に、そしてしつこく攻めた。

「ああ……」

　どちらからも快楽の声が漏れる。熱い息を互いに吹きかけ、その唇を貪る。舌を絡ませながら腰を動かした。

「んんっ……ん、んむぅ」

　喘ぎ声とつばを飲み込んで、響也は唇を離した。抽挿を繰り返しながら果純を見下ろす。色欲に濡れた瞳が響也を見上げてくる。

「もっと、感じろ。俺を」

　響也は剛直をゆっくりと引き抜く。抜けるギリギリまで腰を引き、その直後一気に奥深くまで突いた。そのまま速度を上げて腰を前後に振る。

「ひあっ、やぁああああっ！　やっ、駄目。激し、すぎるっ」

　叫びながら果純の体が大きく震えた。絶頂した果純の秘所から蜜が溢れた。けれど響也は止まらずにそのまま腰を打ち付ける。肉同士がぶつかり合う音が響き、蜜がそのたびに弾けた。照明を受けてキラキラと光る滴があたりに散る。

「響也！　やぁ……も、無理」

「無理じゃない。お前はそう言ってからが一番感じるみたいだからな」

　何度も体を重ねてわかった。果純は限界だと言ってから、更に感度がよくなる。体も熱くなり、中の締め付けも一層強くなる。

「響也……あんっ、ああ……また、イっちゃう」

「イけよ。何度でも」

「あ、イくぅ……イっちゃう！　ん、あああああっっ!!」

　嬌声が上がり、果純の体ががくがくと震えた。もう何度達したかわからない。それでも響也は止まらない。

「もっと感じろ。俺の全部をやるから。俺のすべてがお前のものだ」

　腰を打ち付けながら言葉を紡ぐ。果純が響也を見上げた。茶色い瞳に映るのが自分だけだということに独占欲が満たされ、同時に抑えきれないほどの情熱がほとばしる。それは欲望であり劣情であり愛情だった。

「悪い、果純。俺ももう……限界」

　体力や性欲ではなく、理性が焼き切れそうだった。

　そうして響也は果純の足を抱えると、猛然と腰を振った。容赦なく壁を擦り付け、奥を突いて中を蹂躙する。果純がその凶暴な腰つきに声にならない叫びをあげた。あっという間に絶頂し、けれど休まることのない快楽に再び襲われる。果純が泣き叫んで何度も響也の名を呼んだ。耳から入るその声すらも快感となって欲望を刺激する。

　強制的に熱が上げられ、それでも身を苛む快楽に果純は声を上げる。もう何度も達しているのに、再び高みに持ち上げられて背を反らせた。ひときわ高く嬌声が上がり中がぎゅっと締まる。

「響也！　やあっ……もう無理！　やっ……だ………め、ふんんんっ」

　言葉も喘ぎ声もすべてを奪うように唇をふさいだ。快楽を追い求めて腰を動かし、舌を絡めて強く吸った。全身を蹂躙されて果純の背が反りかえる。

「ひっ……ぃああっ！　ゃああっ………ぅん、ああああっ！」

　言葉にならない悲鳴を上げて果純が絶頂を迎えた。震える果純ののけ反った腰を抱いて、響也はその最奥を強く突いた。

「くぅああっ……果純！」

　どろりとした欲望の塊がゴムを突き破る勢いで剛直から弾け出た。

　乱れた呼吸を落ち着けながら、響也はベッドを見下ろした。四肢を伸ばし、ぐったりと動かない果純。激しさに気を失ったらしい。

　首筋に指をあてて脈を確認し、響也は大きくため息を吐いた。

　果純から好きだと言われて舞い上がった。何度も口にされて歯止めが利かなくなった。その結果が果純の気絶だ。守ると言いながら、自分自身で失神にまで追いやったことへの罪悪感。それと同時に、果純と気持ちも体もつなげられたことへの満ち足りた思いが心の中にあった。

「もう本当に離してやれねえから、覚悟しとけよ」

　朱に染まる頬を手の甲で撫で、響也は目を細めてそう呟いた。







エピローグ








　電車から降りた果純を迎えたのは、冷たい寒風だった。寒さに襟元をかきあわせ、マフラーを引き上げる。足早に改札を抜けて駅舎を出ると、闇夜にもはっきりとわかる白い車が道の端に停めてあった。頬を緩めた果純が車に向かうと、響也が運転席から降りてくる。

　その整った容姿に、同じように駅舎から出てきた女性たちの視線が集まる。それを気にした風もなく、果純がヒールの音を響かせながら近づけば、響也は助手席側に回り込んで果純の為にドアを開けた。

「ありがとう」

　言って助手席に身を滑り込ませれば、丁寧に扉が閉められた。

　車の前を回って運転席に戻る響也を視線で追う。

　木曜日の病院は午後から休診のため、予約や簡易手術がない限りはこうして響也が仕事帰りの果純を迎えに駅まで来てくれる。

　慎吾の件があってから、響也は時間がある限りこうして果純を迎えに来る。果純としては響也の体のほうが心配だ。なにしろ医師というのは激務である。しかも子供の相手が多い響也は余計に神経と体力を消耗する。空手をしていたこともあり、子供たちに人気で『戦うお医者さん』と言われて慕われている。それだけに響也の病院は患者の数が多い。そこに果純の面倒まで見ていては、いつか倒れてしまうのではないかと思ってしまう。しかし、何度言っても聞き入れてくれない。

　あれから慎吾からは連絡がない。響也によれば、徹に刺激されて走りの世界に魅了されているらしい。限界走行に挑むべくサーキットに通っている。そのせいか果純への執着がなくなったらしい。

　果純としては安心できる情報なのだが、響也としてはまだ不安が残っているという。慎吾がいなくなったからと言っても他の男がいなくなるわけではない。いつ横からさらわれるかわからないとのことだ。

　そんなに心配しなくても、果純としてはもう響也と離れるつもりはない。

　ドアを開けて響也が運転席に座ると、果純はシートベルトを締めた。




　レストランで簡単な夕食をとった二人は、初デートできた湖を訪れていた。すでに時刻は夜の十時を過ぎている。平日の夜に訪れるものは少なく、駐車場には響也を含めて数台の車しかない。その車内で後部座席を倒してフラットにした荷室で毛布にくるまりながら、果純は後部ガラスから見える夜空を見上げた。

　真冬の夜は冷える。しかし、毛布にくるまっていれば寒くはない。背後から響也が抱きしめてくれていて、その温もりが伝わってくる。響也の大きな手に自分の手のひらを重ねた。

　心が温かいと、体まで温まってくるように感じる。

　窓には内側にも曇り止めが施されており、結露になることなく外の景色がはっきりと見えた。冬の空気は澄んでいて、雲のない夜空はどこまでも透き通って見えた。

「あ！」

　数個の流れ星を認めて果純が声を上げた。

　冬の流星群として有名な、ふたご座流星群を見に行かないかと響也に誘われたのが一週間前だ。当日も翌日も仕事ではあったが、果純は二つ返事で了承した。

　日々に忙殺され、夜空を見上げなくなって久しい。流れ星を見たことなど、小学生の時に偶然見つけた時の一度きりだけだ。それだけに、果純は今夜のことを楽しみにしていた。

「あ、また見えた！」

　果純ははしゃいで背後にいる響也を振り返る。

「今見た？　……って、なんで響也は私を見てるのよ」

　響也の視線は車の外ではなく、隣の果純にずっと向けられていた。

「はしゃぐ果純の方が、流星群よりずっと綺麗だ」

「なっ!?　なに言ってるのよ」

　照れを隠すように眉を吊り上げ、果純はまたガラスの向こうの夜空に目を向けた。何度体を重ねても、こういう雰囲気はやはりまだ恥ずかしい。

「それで、響也は星に何をお願いするの？」

　気を紛らわそうと果純はそう響也に聞いた。

「願い？」

「そう、お願い。流れ星が消える前に願い事を三回唱えれば叶うって話があるでしょ？」

　子供のころには信じていた言葉だ。今はただの迷信だと思っているが、星空を見上げると思わず願い事を考えてしまう。

「願い、か」

　響也の唇に笑みが浮かんで果純は身構えた。

「そんな事を信じているなんて、果純も意外にロマンチストなんだな」

「なっ!?　ち、違うわよ。今は信じてないわよ！」

「今は？」

「ああ、もうっ。いいから、願い事はないの？」

　からかう気満々の黒い瞳を睨み返し、果純はそれでも問うた。

「そうだな。自分の願いは自分で手に入れるものだから、誰かに叶えてもらおうとは思ってない」

　思ってもいなかった答えに果純は目を丸め、それから納得して小さくうなずいた。

「響也らしいと言えば、響也らしい答えね」

　ふふっと笑う果純に響也が同じように笑い、それからふと真剣な瞳を果純に向けた。

「星になんか願わなくても、果純の望みは俺が叶えてやるよ。どんなことでも」

「え？」

　響也の真剣な表情に果純は押し黙った。

「どこにいようと駆けつけるし、どんなものからも守ってやる」

　言葉に果純は眉を下げた。響也の言葉通り、果純に何が起こっても響也ならどこからでも駆けつけて助けてくれる。実際そうであったし、これからもそうに違いない。

　響也は果純にとってピンチの時に現れるヒーロー。いや、白い馬車の王子様だった。

「じゃあ約束通り、私が響也をお婿さんに迎えてあげる」

　その言葉に響也は目を見開いた。

「少し前に思い出したの。あの日の約束」

　白い馬車で迎えに来てという幼い果純との約束をずっと守ってくれていた響也。その車で今夜も迎えに来てくれた。

「私が響也を幸せにしてあげる」

「それは……俺が言うセリフなんだが」

「なによ。お姉ちゃんの言うことが聞けないっていうの？」

　くすくす笑うと響也は眉を下げて息を吐き、一つ大きくうなずいた。

「お望みのままに、俺のお姫様」

　果純は体を伸ばすと身を乗り出した。響也がそれを受け止め、唇が重なる。




『王子様とお姫様は幸せに暮らしました』

　そう締めくくられた絵本の最後のページには、寄り添う二人の姿が描かれていた。同じように寄り添う二人を瞬く星々が照らしていた。







あとがき








　こんにちは、久く遠おん縄なわ斗とです。

　この度『蕩けて溺れさせて～幼なじみドクターの一途な愛情～』を選んでくださり、また最後まで読んでいただき、本当にありがとうございます。




　このお話を書くにあたり、余りにも熱い思いがありすぎて少しお話が長くなってしまいました（笑）

　というのも、車に乗ったヒーローがヒロインを助けに来るというこの構想は、実は十五年以上前から私の中にあったんです。ずっと書きたいと思っていましたが、現代ものは難しく、また車に関しての知識も当時はまだなかったので書けませんでした。

　ようやく形にできて、本当に嬉しく思います。




　もともと幼馴染の設定は考えていたものの、ヒロインを守れる年上か、わがままな年下にするかで迷っていました。結果は職業を医者にして、少し大人ぶった年下というヒーローが出来上がりました。弟キャラとは違いますが、格好いいヒーローが書けたように思います。

　車を出すならカーセックスもセットでなければ、と車内でのいちゃいちゃを入れ込みました。しかし車の中で致すのは初めて書くので、車内の狭さが難点となってかなり難しかったです。車を大きくするとあまり早く走れない設定になってしまうし、早く走れるようコンパクトにすると中は狭くなる。

　空想的なものではなく、お手本にできるエッチを書くのが私が大切にしている書き方なので、ここは本当に苦労しました。




　リアリティを出すために車について教えてもらったり、実際に見たり乗ったりして体験もしてきました。そうして思ったことは、車ってやはり格好いいな、ドライブは楽しいなということです。

　雨に逆らって走ったり、青空のもと窓を開けて外の空気を楽しんだり、夜の宝石箱のような街並みに感動したり、ノリノリで歌ったりと本当にドライブは楽しい。

　皆様にはどう伝わったでしょうか。このお話を読んでドライブに行きたいなぁと思ってもらえれば、私の想いが少しでも伝わったのだと感じて嬉しく思います。




　最後に、この物語を書くにあたり、たくさんの方にご協力をいただきました。

　いつも私のわがままなお願いを聞いてくださっている担当様

　格好よく美麗なイラストを描いてくださった石いし田だ惠めぐ美み様

　ヒロインのモデルであり、名前を快く貸してくださった同僚のかすみん

　相談に乗っていただき、アドバイスをくださったお医者様の卵のユウ様

　ドライブや展示会に付き合い、車に関するすべてのことを、要らない知識まで含めて語ってくれた旦那様

　十五年以上温めてきたお話の書くきっかけをくれたとーちゃん




　そして今こちらを読んでくださっている皆様に、心から感謝いたします。




　また、いつかどこかで。






久遠縄斗
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●著作権に関して
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●お断り
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